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　 　 　 附 　 則

　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　 ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ 　 　 　 　
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旅 費 条 例 を 公 布 す る 。

　 　
令 和 七 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者
　 　 　 　 　 　 　

愛 知 県 知 事
　
大 村
　
秀 章
　

名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 四 号

　 　 　
旅 費 条 例

　
旅 費 条 例 ︵ 昭 和 二 十 七 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 六 号 ︶ の 全 部 を 改 正 す る 。

　
︵ 目 的 ︶

第� 一 条 　
こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 ︵ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ︶ 第 二 百 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 同 条 第 一 項 に 規 定 す

る 職 員 が 公 務 の た め 旅 行 す る 場 合 に 支 給 す る 旅 費 の 金 額 及 び そ の 支 給 方 法 を 定 め る こ と を 目 的 と す る 。

２ 　
本 組 合 が 職 員 及 び 職 員 以 外 の 者 に 対 し 支 給 す る 旅 費 に 関 し て は 、 他 の 法 令 ︵ 条 例 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ︶ に 特 別 の 定 め が

あ る 場 合 を 除 く ほ か 、 こ の 条 例 の 定 め る と こ ろ に よ る 。

　
︵ 定 義 ︶ 

第 二 条
　
こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

　
一
　
特 別 職 員
　
副 管 理 者 の 職 に あ る 者 ︵ 愛 知 県 又 は 名 古 屋 市 の 特 別 職 の 職 に あ る 者 を 除 く 。 ︶ を い う 。

　
二 　
職 務 の 級
　
給 与 条 例 ︵ 昭 和 二 十 七 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 五 号 ︶ 別 表 第 一 行 政 職 給 料 表 の 職 務 の 級 及 び 同 表 の 適 用

を 受 け な い 職 員 に つ い て は 管 理 者 が 定 め る こ れ に 相 当 す る 職 務 の 級 を い う 。

　
三 　
内 国 旅 行
　
本 邦 ︵ 本 州 、 北 海 道 、 四 国 、 九 州 及 び こ れ ら に 附 属 す る 島 の 存 す る 領 域 を い う 。 以 下 同 じ 。 ︶ に お け る 旅

行 を い う 。

　
四 　
外 国 旅 行
　
本 邦 と 外 国 ︵ 本 邦 以 外 の 領 域 ︵ 公 海 を 含 む 。 ︶ を い う 。 以 下 同 じ 。 ︶ と の 間 に お け る 旅 行 及 び 外 国 に お け る

旅 行 を い う 。

　
五 　
出 張
　
職 員 が 公 務 の た め 一 時 そ の 在 勤 公 署 ︵ 常 時 勤 務 す る 在 勤 公 署 の な い 場 合 又 は 旅 行 命 令 権 者 ︵ 任 命 権 者 又 は そ の

委 任 を 受 け て 第 四 条 第 一 項 の 旅 行 命 令 等 を 発 す る 権 限 を 有 す る 者 を い う 。 以 下 同 じ 。 ︶ が 認 め る 場 合 に は 、 そ の 住 所 、

居 所 そ の 他 旅 行 命 令 権 者 が 認 め る 場 所 ︶ を 離 れ て 旅 行 し 、 又 は 職 員 以 外 の 者 が 公 務 の た め 一 時 そ の 住 所 若 し く は 居 所 を

離 れ て 旅 行 す る こ と を い う 。

　 六

 

　 赴 任 　 新 た に 採 用 さ れ た 職 員 が そ の 採 用 に 伴 う 移 転 の た め 住 所 若 し く は 居 所 か ら 在 勤 公 署 に 旅 行 し 、 又 は 転 任 を 命 ぜ

ら れ た 職 員 が そ の 転 任 に 伴 う 移 転 の た め 旧 在 勤 公 署 か ら 新 在 勤 公 署 に 旅 行 す る こ と を い う 。

　 七

 

　 帰 住 　 職 員 が 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 場 合 に お い て 、 当 該 職 員 又 は そ の 遺 族 が 生 活 の 根 拠 と な る 地 に 旅 行 す る こ と を い

う 。

　 八

 

　 家 族 　 内 国 旅 行 に あ っ て は 職 員 の 配 偶 者 ︵ 婚 姻 の 届 出 を し て い な い が 、 事 実 上 婚 姻 関 係 と 同 様 の 事 情 に あ る 者 を 含 む 。

以 下 同 じ 。 ︶ 、 子 、 父 母 、 孫 、 祖 父 母 及 び 兄 弟 姉 妹 で 職 員 と 生 計 を 一 に す る も の を い い 、 外 国 旅 行 に あ っ て は 職 員 の 配 偶

者 及 び 子 で 職 員 と 生 計 を 一 に す る も の を い う 。

　 九

 

　 遺 族 　 職 員 の 配 偶 者 、 子 、 父 母 、 孫 、 祖 父 母 及 び 兄 弟 姉 妹 並 び に 職 員 の 死 亡 当 時 職 員 と 生 計 を 一 に し て い た 他 の 親 族

を い う 。

　 十

 

　 旅 行 役 務 提 供 者 　 旅 行 業 者 ︵ 旅 行 業 法 ︵ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 二 百 三 十 九 号 ︶ 第 六 条 の 四 第 一 項 に 規 定 す る 旅 行 業 者 を

い う 。 ︶ そ の 他 の 管 理 者 が 定 め る 者 ︵ 以 下 ﹁ 旅 行 業 者 等 ﹂ と い う 。 ︶ で あ っ て 、 本 組 合 と 旅 行 役 務 提 供 契 約 ︵ 旅 行 業 者 等

が 本 組 合 に 対 し て 旅 行 に 係 る 役 務 を 旅 行 者 に 提 供 す る こ と を 約 し 、 か つ 、 本 組 合 が 当 該 旅 行 業 者 等 に 対 し て 当 該 旅 行 に

係 る 旅 費 に 相 当 す る 金 額 を 支 払 う こ と を 約 す る 契 約 を い う 。 以 下 同 じ 。 ︶ を 締 結 し た も の を い う 。

　 ︵ 旅 費 の 支 給 ︶

第 三 条 　 職 員 が 出 張 し 、 又 は 赴 任 し た 場 合 に は 、 当 該 職 員 に 対 し 、 旅 費 を 支 給 す る 。

 

２ 　 職 員 、 そ の 配 偶 者 若 し く は 子 又 は そ の 遺 族 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に は 、 当 該 各 号 に 掲 げ る 者 に 対 し 、 旅

費 を 支 給 す る 。

　 一

 

　 職 員 が 出 張 若 し く は 赴 任 の た め の 旅 行 中 又 は 赴 任 後 の 在 勤 地 に お い て 退 職 、 免 職 、 失 職 又 は 休 職 ︵ 以 下 ﹁ 退 職 等 ﹂ と

い う 。 ︶ と な っ た 場 合 ︵ 当 該 退 職 等 に 伴 う 旅 行 を 必 要 と し な い 場 合 を 除 く 。 ︶ 　 当 該 職 員

 

　 二 　 職 員 が 出 張 又 は 赴 任 の た め の 旅 行 中 に 死 亡 し た 場 合 　 当 該 職 員 の 遺 族

 

　 三

 

　 職 員 が 赴 任 後 の 在 勤 地 に お い て 死 亡 し た 場 合 に お い て 、 当 該 職 員 の 遺 族 が そ の 死 亡 の 日 の 翌 日 か ら 三 月 以 内 に 当 該 在

勤 地 を 出 発 し て 帰 住 ︵ 赴 任 前 の 在 勤 地 に 旅 行 す る 場 合 に 限 る 。 ︶ を し た と き 　 当 該 遺 族

 

　 四

 

　 外 国 在 勤 の 職 員 の 配 偶 者 又 は 子 が 、 当 該 職 員 の 在 勤 地 に お い て 死 亡 し 、 又 は 第 十 七 条 第 一 項 第 二 号 イ 、 ロ 又 は ニ に 規

定 す る 場 合 に お け る 外 国 旅 行 中 に 死 亡 し た と き 　 当 該 職 員

３ 　 職 員 が 前 項 第 一 号 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 に お い て 、 地 方 公 務 員 法 ︵ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ︶ 第 十 六 条 各 号 若

し く は 第 二 十 九 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 事 由 又 は こ れ ら に 準 ず る 事 由 に よ り 退 職 等 と な っ た と き は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 同 項 の 規 定 に よ る 旅 費 は 、 支 給 し な い 。

４ 　 職 員 又 は 職 員 以 外 の 者 が 、 本 組 合 の 機 関 の 依 頼 又 は 要 求 に 応 じ 、 公 務 の 遂 行 を 補 助 す る た め 、 証 人 、 鑑 定 人 、 参 考 人 、

通 訳 等 と し て 旅 行 し た 場 合 に は 、 そ の 者 に 対 し 、 旅 費 を 支 給 す る 。

５ 　 第 一 項 、 第 二 項 及 び 前 項 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 を 除 く ほ か 、 他 の 法 令 に 特 別 の 定 め が あ る 場 合 そ の 他 本 組 合 の 経 費 を 支

弁 し て 旅 行 さ せ る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 旅 費 を 支 給 す る 。

６ 　 第 一 項 、 第 二 項 及 び 前 二 項 の 規 定 に よ り 旅 費 の 支 給 を 受 け る こ と が で き る 者 が 、 次 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 旅 行 命 令 等 の

変 更 ︵ 取 消 し を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ︶ を 受 け 、 又 は 死 亡 し た 場 合 そ の 他 管 理 者 が 定 め る 場 合 に は 、 当 該 旅 行 の た め 既 に 支 出

し た 金 額 の う ち そ の 者 の 損 失 と な る 金 額 又 は 支 出 を 要 す る 金 額 で 管 理 者 が 定 め る も の を 旅 費 と し て 支 給 す る こ と が で き

る 。

７ 　 第 一 項 、 第 二 項 、 第 四 項 及 び 第 五 項 の 規 定 に よ り 旅 費 の 支 給 を 受 け る こ と が で き る 者 が 、 旅 行 中 天 災 そ の 他 管 理 者 が 定

め る 事 情 に よ り 概 算 払 を 受 け た 旅 費 額 ︵ 概 算 払 を 受 け な か っ た 場 合 に は 、 概 算 払 を 受 け る こ と が で き た 旅 費 額 に 相 当 す る

金 額 ︶ の 全 部 又 は 一 部 を 喪 失 し た 場 合 に は 、 そ の 喪 失 し た 旅 費 額 の 範 囲 内 で 管 理 者 が 定 め る 金 額 を 旅 費 と し て 支 給 す る こ
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と が で き る 。

８ 　
第 一 項 、 第 二 項 及 び 第 四 項 か ら 第 六 項 ま で に 規 定 す る 場 合 に お い て 、 本 組 合 が 旅 行 役 務 提 供 契 約 に 基 づ き 旅 行 役 務 提 供

者 に 支 払 う べ き 金 額 が あ る と き は 、 こ れ ら の 項 に 規 定 す る 者 に 対 す る 旅 費 の 支 給 に 代 え て 、 当 該 旅 行 役 務 提 供 者 に 対 し 、

当 該 金 額 を 旅 費 に 相 当 す る も の と し て 支 払 う こ と が で き る 。

　
︵ 旅 行 命 令 等 ︶ 

第� 四 条
　
次 の 各 号 に 掲 げ る 旅 行 は 、 当 該 各 号 に 掲 げ る 区 分 に よ り 、 旅 行 命 令 権 者 の 発 す る 旅 行 命 令 又 は 旅 行 依 頼 ︵ 以 下 ﹁ 旅

行 命 令 等 ﹂ と い う 。 ︶ に よ っ て 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。 

　
一
　
前 条 第 一 項 の 規 定 に 該 当 す る 旅 行
　
旅 行 命 令 

　
二
　
前 条 第 四 項 の 規 定 に 該 当 す る 旅 行
　
旅 行 依 頼

２ 　
旅 行 命 令 権 者 は 、 電 信 、 電 話 、 郵 便 等 の 通 信 に よ る 連 絡 手 段 に よ っ て は 公 務 の 円 滑 な 遂 行 を 図 る こ と が で き な い 場 合 で 、

か つ 、 予 算 上 旅 費 の 支 出 が 可 能 で あ る 場 合 に 限 り 、 旅 行 命 令 等 を 発 す る こ と が で き る 。

３ 　
旅 行 命 令 権 者 は 、 既 に 発 し た 旅 行 命 令 等 の 変 更 を す る 必 要 が あ る と 認 め る 場 合 で 、 前 項 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 に は 、 自

ら 又 は 次 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に よ る 旅 行 者 の 申 請 に 基 づ き 、 そ の 変 更 を す る こ と が で き る 。

４ 　
旅 行 命 令 権 者 は 、 旅 行 命 令 等 を 発 し 、 又 は そ の 変 更 を す る に は 、 旅 行 命 令 簿 又 は 旅 行 依 頼 簿 ︵ 以 下 ﹁ 旅 行 命 令 簿 等 ﹂ と

い う 。 ︶ に 管 理 者 が 定 め る 事 項 の 記 載 又 は 記 録 を し 、 当 該 事 項 を 当 該 旅 行 者 に 通 知 し て し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 旅

行 命 令 簿 等 に 当 該 事 項 の 記 載 又 は 記 録 を す る い と ま が な い 場 合 に は 、 こ の 限 り で な い 。

５ 　
前 項 た だ し 書 の 規 定 に よ り 旅 行 命 令 簿 等 に 記 載 又 は 記 録 を し な か っ た 場 合 に は 、 で き る だ け 速 や か に 旅 行 命 令 簿 等 に 同

項 に 定 め る 事 項 の 記 載 又 は 記 録 を し な け れ ば な ら な い 。

　
︵ 旅 行 命 令 等 に 従 わ な い 旅 行 ︶ 

第� 五 条
　
旅 行 者 は 、 公 務 上 の 必 要 又 は 天 災 そ の 他 や む を 得 な い 事 情 に よ り 旅 行 命 令 等 ︵ 前 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 変 更 を 受 け

た 旅 行 命 令 等 を 含 む 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ︶ に 従 っ て 旅 行 す る こ と が で き な い 場 合 に は 、 あ ら か じ め 旅 行 命 令 権 者

に 旅 行 命 令 等 の 変 更 の 申 請 を し な け れ ば な ら な い 。

２ 　
旅 行 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 旅 行 命 令 等 の 変 更 の 申 請 を す る い と ま が な い 場 合 に は 、 旅 行 命 令 等 に 従 わ な い で 旅 行 し た

後 、 で き る だ け 速 や か に 旅 行 命 令 権 者 に 旅 行 命 令 等 の 変 更 の 申 請 を し な け れ ば な ら な い 。

３ 　 旅 行 者 が 、 前 二 項 の 規 定 に よ る 旅 行 命 令 等 の 変 更 の 申 請 を せ ず 、 又 は 申 請 を し た が そ の 変 更 が 認 め ら れ な か っ た 場 合 に

お い て 、 旅 行 命 令 等 に 従 わ な い で 旅 行 し た と き は 、 当 該 旅 行 者 は 、 旅 行 命 令 等 に 従 っ た 限 度 の 旅 行 に 対 す る 旅 費 の み の 支

給 を 受 け る こ と が で き る 。

　 ︵ 旅 費 の 計 算 ︶

 

第� 六 条 　 旅 費 は 、 旅 行 に 要 す る 実 費 を 弁 償 す る た め の も の と し て 次 条 か ら 第 十 九 条 ま で に 規 定 す る 種 目 及 び 内 容 に 基 づ き 、

最 も 経 済 的 な 通 常 の 経 路 及 び 方 法 に よ り 旅 行 し た 場 合 に よ っ て 計 算 す る 。 た だ し 、 公 務 上 の 必 要 又 は 天 災 そ の 他 や む を 得

な い 事 情 に よ り 最 も 経 済 的 な 通 常 の 経 路 又 は 方 法 に よ り 旅 行 し 難 い 場 合 に は 、 そ の 現 に よ っ た 経 路 及 び 方 法 に よ っ て 計 算

す る 。

　 ︵ 旅 費 の 種 目 ︶

 

第� 七 条 　 旅 費 の 種 目 は 、 鉄 道 賃 、 船 賃 、 航 空 賃 、 そ の 他 の 交 通 費 、 宿 泊 費 、 包 括 宿 泊 費 、 宿 泊 手 当 、 転 居 費 、 着 後 滞 在 費 、

家 族 移 転 費 、 渡 航 雑 費 及 び 死 亡 手 当 と す る 。

　 ︵ 鉄 道 賃 ︶

 

第� 八 条 　 鉄 道 賃 は 、 鉄 道 ︵ 鉄 道 事 業 法 ︵ 昭 和 六 十 一 年 法 律 第 九 十 二 号 ︶ 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 鉄 道 事 業 の 用 に 供 す る 鉄 道

及 び 軌 道 法 ︵ 大 正 十 年 法 律 第 七 十 六 号 ︶ 第 一 条 第 一 項 に 規 定 す る 軌 道 、 外 国 に お け る こ れ ら に 相 当 す る も の そ の 他 管 理 者

が 定 め る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ︶ を 利 用 す る 移 動 に 要 す る 費 用 と し 、 そ の 額 は 、 次 に 掲 げ る 費 用 ︵ 第 二 号 か ら 第 六 号 ま

で に 掲 げ る 費 用 は 、 第 一 号 に 掲 げ る 運 賃 に 加 え て 別 に 支 払 う も の で あ っ て 、 公 務 の た め 特 に 必 要 と す る も の に 限 る 。 ︶ の

額 の 合 計 額 と す る 。 

　 一 　 運 賃

 

　 二 　 急 行 料 金

 

　 三 　 寝 台 料 金

 

　 四 　 座 席 指 定 料 金

 

　 五 　 特 別 車 両 料 金 ︵ 特 別 職 員 そ の 他 の 職 員 の う ち 管 理 者 が 定 め る も の ︵ 以 下 ﹁ 特 別 職 員 等 ﹂ と い う 。 ︶ に 限 る 。 ︶

 

　 六 　 前 各 号 に 掲 げ る 費 用 に 付 随 す る 費 用

２ 　 前 項 第 一 号 に 掲 げ る 運 賃 の 額 の 上 限 は 、 内 国 旅 行 の 場 合 で あ っ て 運 賃 の 等 級 が 区 分 さ れ た 鉄 道 に よ り 移 動 す る と き は 最

下 級 ︵ 特 別 職 員 等 が 移 動 す る 場 合 に は 、 最 上 級 ︶ 、 外 国 旅 行 の 場 合 で あ っ て 運 賃 の 等 級 が 区 分 さ れ た 鉄 道 に よ り 移 動 す る

と き は 最 上 級 ︵ 等 級 が 三 以 上 に 区 分 さ れ た 鉄 道 に よ り 職 務 の 級 が 六 級 以 下 の 職 員 が 移 動 す る 場 合 に は 、 最 上 級 の 直 近 下 位

の 級 ︶ の 運 賃 の 額 と す る 。

　 ︵ 船 賃 ︶

 

第� 九 条 　 船 賃 は 、 船 舶 ︵ 海 上 運 送 法 ︵ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 百 八 十 七 号 ︶ 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 船 舶 運 航 事 業 の 用 に 供 す る

船 舶 、 外 国 に お け る こ れ に 相 当 す る も の そ の 他 管 理 者 が 定 め る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ︶ を 利 用 す る 移 動 に 要 す る 費 用 と し 、

そ の 額 は 、 次 に 掲 げ る 費 用 ︵ 第 二 号 か ら 第 五 号 ま で に 掲 げ る 費 用 は 、 第 一 号 に 掲 げ る 運 賃 に 加 え て 別 に 支 払 う も の で あ っ

て 、 公 務 の た め 特 に 必 要 と す る も の に 限 る 。 ︶ の 額 の 合 計 額 と す る 。 

　 一 　 運 賃

 

　 二 　 寝 台 料 金

 

　 三 　 座 席 指 定 料 金

 

　 四 　 特 別 船 室 料 金 ︵ 特 別 職 員 等 に 限 る 。 ︶

 

　 五 　 前 各 号 に 掲 げ る 費 用 に 付 随 す る 費 用

２ 　 前 項 第 一 号 に 掲 げ る 運 賃 の 額 の 上 限 は 、 内 国 旅 行 の 場 合 で あ っ て 運 賃 の 等 級 が 区 分 さ れ た 船 舶 に よ り 移 動 す る と き は 最

下 級 ︵ 特 別 職 員 等 が 移 動 す る 場 合 に は 、 最 上 級 ︶ 、 外 国 旅 行 の 場 合 で あ っ て 運 賃 の 等 級 が 区 分 さ れ た 船 舶 に よ り 移 動 す る
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と き は 最 上 級 ︵ 等 級 が 三 以 上 に 区 分 さ れ た 船 舶 に よ り 職 務 の 級 が 六 級 以 下 の 職 員 が 移 動 す る 場 合 に は 、 最 上 級 の 直 近 下 位

の 級 ︶ の 運 賃 の 額 と す る 。

　
︵ 航 空 賃 ︶ 

第� 十 条
　
航 空 賃 は 、 航 空 機 ︵ 航 空 法 ︵ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 二 百 三 十 一 号 ︶ 第 二 条 第 十 八 項 に 規 定 す る 航 空 運 送 事 業 の 用 に 供

す る 航 空 機 、 外 国 に お け る こ れ に 相 当 す る も の そ の 他 管 理 者 が 定 め る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ︶ を 利 用 す る 移 動 に 要 す る

費 用 と し 、 そ の 額 は 、 次 に 掲 げ る 費 用 ︵ 第 二 号 及 び 第 三 号 に 掲 げ る 費 用 は 、 第 一 号 に 掲 げ る 運 賃 に 加 え て 別 に 支 払 う も の

で あ っ て 、 公 務 の た め 特 に 必 要 と す る も の に 限 る 。 ︶ の 額 の 合 計 額 と す る 。 

　
一
　
運 賃 

　
二
　
座 席 指 定 料 金 

　
三
　
前 二 号 に 掲 げ る 費 用 に 付 随 す る 費 用

２ 　
前 項 第 一 号 に 掲 げ る 運 賃 の 額 の 上 限 は 、 運 賃 の 等 級 が 区 分 さ れ た 航 空 機 に よ り 移 動 す る 場 合 に は 、 最 下 級 の 運 賃 の 額 と

す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 と す る 。

　
一
　
内 国 旅 行 の 場 合 で あ っ て 、 特 別 職 員 が 移 動 す る と き
　
最 上 級 の 運 賃 の 額 

　
二
　
外 国 旅 行 の 場 合 で あ っ て 、 特 別 職 員 が 移 動 す る と き
　
最 上 級 の 運 賃 の 額 

　
三 

　
外 国 旅 行 の 場 合 で あ っ て 、 運 賃 の 等 級 が 三 以 上 に 区 分 さ れ た 航 空 機 に よ り 職 務 の 級 が 九 級 の 職 員 が 移 動 す る と き
　
最

上 級 の 直 近 下 位 の 級 の 運 賃 の 額 

　
四 

　
外 国 旅 行 の 場 合 で あ っ て 、 職 務 の 級 が 八 級 以 下 の 職 員 が 著 し く 長 時 間 に わ た る 移 動 と し て 管 理 者 が 定 め る も の を す る

と き
　
最 下 級 の 直 近 上 位 の 級 の 運 賃 の 額

　
︵ そ の 他 の 交 通 費 ︶ 

第� 十 一 条
　
そ の 他 の 交 通 費 は 、 鉄 道 、 船 舶 及 び 航 空 機 以 外 を 利 用 す る 移 動 に 要 す る 費 用 と し 、 そ の 額 は 、 次 に 掲 げ る 費 用 ︵ 第

二 号 か ら 第 四 号 ま で に 掲 げ る 費 用 は 、 公 務 の た め 特 に 必 要 と す る も の に 限 る 。 ︶ の 額 の 合 計 額 と す る 。 た だ し 、 第 三 号 に

掲 げ る 移 動 で 管 理 者 が 特 に 必 要 と 認 め る も の に あ っ て は 、 一 キ ロ メ ー ト ル に つ き 三 十 七 円 と す る 。

　
一 　
道 路 運 送 法 ︵ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 三 号 ︶ 第 三 条 第 一 号 イ に 掲 げ る 一 般 乗 合 旅 客 自 動 車 運 送 事 業 ︵ 路 線 を 定 め て

定 期 に 運 行 す る 自 動 車 に よ り 乗 合 旅 客 の 運 送 を 行 う も の に 限 る 。 ︶ の 用 に 供 す る 自 動 車 ︵ 外 国 に お け る こ れ に 相 当 す る

も の を 含 む 。 ︶ を 利 用 す る 移 動 に 要 す る 運 賃

　 二

 

　 道 路 運 送 法 第 三 条 第 一 号 ハ に 掲 げ る 一 般 乗 用 旅 客 自 動 車 運 送 事 業 の 用 に 供 す る 自 動 車 ︵ 外 国 に お け る こ れ に 相 当 す る

も の を 含 む 。 ︶ そ の 他 の 旅 客 を 運 送 す る 交 通 手 段 ︵ 前 号 に 規 定 す る 自 動 車 を 除 く 。 ︶ を 利 用 す る 移 動 に 要 す る 運 賃

　 三

 

　 前 二 号 に 掲 げ る 運 賃 以 外 の 費 用 で あ っ て 、 道 路 運 送 法 第 八 十 条 第 一 項 の 許 可 を 受 け て 業 と し て 有 償 で 貸 し 渡 す 自 家 用

自 動 車 ︵ 外 国 に お け る こ れ に 相 当 す る も の を 含 む 。 ︶ の 賃 料 そ の 他 の 移 動 に 直 接 要 す る 費 用 

　 四

 

　 前 三 号 に 掲 げ る 費 用 に 付 随 す る 費 用

　 ︵ 宿 泊 費 ︶

 

第� 十 二 条 　 宿 泊 費 は 、 旅 行 中 の 宿 泊 に 要 す る 費 用 と し 、 そ の 額 は 、 国 家 公 務 員 等 の 旅 費 支 給 規 程 ︵ 昭 和 二 十 五 年 大 蔵 省 令 第

四 十 五 号 。 以 下 ﹁ 省 令 ﹂ と い う 。 ︶ 別 表 第 二 に 定 め る と こ ろ に よ る 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 表 中 ﹁ 内 閣 総 理 大 臣 等 ﹂ と あ

る の は ﹁ 特 別 職 員 ﹂ と 、 ﹁ 指 定 職 職 員 等 ﹂ と あ る の は ﹁ 職 務 の 級 が 九 級 の 職 員 ﹂ と 、 ﹁ 十 級 以 下 の 者 ﹂ と あ る の は ﹁ 八 級 以

下 の 職 員 ﹂ と 読 み 替 え る も の と す る 。 た だ し 、 当 該 宿 泊 に 係 る 特 別 な 事 情 が あ る 場 合 と し て 管 理 者 が 定 め る 場 合 は 、 当 該

宿 泊 に 要 す る 費 用 の 額 と す る 。

　 ︵ 包 括 宿 泊 費 ︶

 

第� 十 三 条 　 包 括 宿 泊 費 は 、 移 動 及 び 宿 泊 に 対 す る 一 体 の 対 価 と し て 支 払 わ れ る 費 用 と し 、 そ の 額 は 、 当 該 移 動 に 係 る 第 八 条

か ら 第 十 一 条 ま で の 規 定 に よ る 額 ︵ 第 十 七 条 第 一 項 に お い て ﹁ 交 通 費 ﹂ と い う 。 ︶ 及 び 当 該 宿 泊 に 係 る 宿 泊 費 基 準 額 ︵ 前

条 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 省 令 別 表 第 二 に 定 め る 額 を い う 。 ︶ の 合 計 額 と す る 。

　 ︵ 宿 泊 手 当 ︶

 

第� 十 四 条 　 宿 泊 手 当 は 、 宿 泊 を 伴 う 旅 行 に 必 要 な 諸 雑 費 に 充 て る た め の 費 用 と し 、 そ の 額 は 、 省 令 別 表 第 三 に 定 め る 一 夜 当

た り の 定 額 と す る 。

　 ︵ 転 居 費 ︶

 

第� 十 五 条 　 転 居 費 は 、 赴 任 に 伴 う 転 居 に 要 す る 費 用 ︵ 第 十 七 条 第 一 項 第 一 号 イ 若 し く は ロ 又 は 同 項 第 二 号 イ 若 し く は ロ に 規

定 す る 場 合 の 家 族 の 転 居 に 要 す る 費 用 を 含 む 。 ︶ と し て 管 理 者 が 特 に 必 要 と 認 め る も の と し 、 そ の 額 は 、 管 理 者 が 定 め る

方 法 に よ り 算 定 さ れ る 額 と す る 。

　 ︵ 着 後 滞 在 費 ︶

 

第� 十 六 条 　 着 後 滞 在 費 は 、 赴 任 に 伴 う 転 居 に 必 要 な 滞 在 に 係 る 費 用 と し て 管 理 者 が 特 に 必 要 と 認 め る も の と し 、 そ の 額 は 、

内 国 旅 行 に あ っ て は 五 夜 分 を 、 外 国 旅 行 に あ っ て は 十 夜 分 を 限 度 と し て 、 現 に 宿 泊 し た 夜 数 に 係 る 宿 泊 費 及 び 宿 泊 手 当 の

合 計 額 に 相 当 す る 額 と す る 。

　 ︵ 家 族 移 転 費 ︶

 

第� 十 七 条 　 家 族 移 転 費 は 、 赴 任 に 伴 う 家 族 の 移 転 に 要 す る 費 用 と し て 管 理 者 が 特 に 必 要 と 認 め る も の と し 、 そ の 額 は 、 次 に

掲 げ る 額 と す る 。 

　 一 　 内 国 旅 行 に あ っ て は 、 次 に 掲 げ る 額

 

　 　 イ

 

　 赴 任 の 際 家 族 ︵ 赴 任 を 命 ぜ ら れ た 日 に お い て 同 居 し て い る 者 に 限 る 。 以 下 こ の イ 及 び ロ 並 び に 次 号 イ か ら ハ ま で に

お い て 同 じ 。 ︶ を 職 員 の 新 居 住 地 に 移 転 す る 場 合 に は 、 家 族 一 人 ご と に 、 職 員 が そ の 移 転 を す る も の と し て 算 定 し た

交 通 費 、 宿 泊 費 、 包 括 宿 泊 費 、 宿 泊 手 当 及 び 着 後 滞 在 費 の 合 計 額 に 相 当 す る 額 

　 　 ロ

 

　 イ に 規 定 す る 場 合 に 該 当 せ ず 、 か つ 、 赴 任 を 命 ぜ ら れ た 日 の 翌 日 か ら 一 年 以 内 に 家 族 を 職 員 の 居 住 地 ︵ 赴 任 後 家 族

を 移 転 す る ま で の 間 に 更 に 赴 任 が あ っ た 場 合 に は 、 当 該 赴 任 後 に お け る 職 員 の 新 居 住 地 ︶ に 移 転 す る 場 合 に は 、 イ の

規 定 に 準 じ て 算 定 し た 額

　 二

 

　 外 国 旅 行 に あ っ て は 、 次 に 掲 げ る 額

 

　 　 イ

 

　 赴 任 の 際 管 理 者 の 許 可 を 受 け 、 家 族 を 職 員 の 新 居 住 地 に 移 転 す る 場 合 に は 、 家 族 一 人 ご と に 、 職 員 が そ の 移 転 を す
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る も の と し て 算 定 し た 交 通 費 、 宿 泊 費 、 包 括 宿 泊 費 、 宿 泊 手 当 、 着 後 滞 在 費 及 び 渡 航 雑 費 の 合 計 額 に 相 当 す る 額 
　 　
ロ 

　
イ に 規 定 す る 場 合 に 該 当 せ ず 、 か つ 、 赴 任 後 管 理 者 の 許 可 を 受 け 、 赴 任 を 命 ぜ ら れ た 日 の 翌 日 か ら 一 年 以 内 に 家 族

を 職 員 の 居 住 地 ︵ 赴 任 後 家 族 を 移 転 す る ま で の 間 に 更 に 赴 任 が あ っ た 場 合 に は 、 当 該 赴 任 後 に お け る 職 員 の 新 居 住 地 ︶

に 移 転 す る 場 合 に は 、 イ の 規 定 に 準 じ て 算 定 し た 額 

　 　
ハ 

　
イ に 規 定 す る 場 合 に 該 当 せ ず 、 か つ 、 本 邦 か ら 外 国 に 赴 任 後 管 理 者 の 許 可 を 受 け 、 赴 任 を 命 ぜ ら れ た 日 の 翌 日 か ら

一 年 以 内 に 家 族 を 赴 任 を 命 ぜ ら れ た 日 に お け る 居 住 地 か ら 本 邦 内 の 他 の 地 に 移 転 す る 場 合 に は 、 前 号 イ の 規 定 に 準 じ

て 算 定 し た 額

　 　
ニ 　
外 国 に 赴 任 後 管 理 者 の 許 可 を 受 け 、 家 族 ︵ イ 又 は ロ に 規 定 す る 許 可 を 受 け 移 転 し た 者 で あ っ て 同 居 し て い る も の に

限 る 。 ︶ を 本 邦 に 移 転 す る 場 合 に は 、 イ の 規 定 に 準 じ て 算 定 し た 額

２ 　
旅 行 命 令 権 者 は 、 公 務 上 の 必 要 又 は 天 災 そ の 他 や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 に は 、 前 項 第 一 号 ロ 又 は 第 二 号 ロ 若 し く は

ハ に 規 定 す る 期 間 を 延 長 す る こ と が で き る 。

　
︵ 渡 航 雑 費 ︶ 

第� 十 八 条
　
渡 航 雑 費 は 、 外 国 旅 行 に 要 す る 雑 費 と し 、 そ の 額 は 、 予 防 接 種 に 係 る 費 用 、 旅 券 の 交 付 手 数 料 及 び 査 証 手 数 料 、

外 貨 交 換 手 数 料 並 び に 入 出 国 税 そ の 他 外 国 旅 行 に 必 要 な も の と し て 管 理 者 が 定 め る 費 用 の 額 と す る 。

　
︵ 死 亡 手 当 ︶ 

第� 十 九 条
　
死 亡 手 当 は 、 職 員 又 は そ の 配 偶 者 若 し く は 子 の 外 国 に お け る 死 亡 ︵ 第 三 条 第 二 項 第 二 号 に 規 定 す る 場 合 又 は 同 項

第 四 号 に 規 定 す る と き に 限 る 。 ︶ に 伴 う 諸 雑 費 に 充 て る た め の 費 用 と し 、 そ の 額 は 、 省 令 別 表 第 五 に 定 め る 定 額 と す る 。

　
︵ 退 職 者 等 の 旅 費 ︶ 

第� 二 十 条
　
第 三 条 第 二 項 第 一 号 の 規 定 に よ り 支 給 す る 旅 費 は 、 出 張 又 は 赴 任 の 例 に 準 ず る も の と す る 。

　
︵ 遺 族 等 の 旅 費 ︶ 

第� 二 十 一 条
　
第 三 条 第 二 項 第 二 号 か ら 第 四 号 ま で の 規 定 に よ り 支 給 す る 旅 費 ︵ 死 亡 手 当 に 係 る も の を 除 く 。 ︶ は 、 出 張 又 は

赴 任 の 例 に 準 ず る も の と す る 。

２ 　
前 項 の 規 定 に よ り 遺 族 が 旅 費 の 支 給 を 受 け る 順 位 は 、 職 員 の 配 偶 者 、 子 、 父 母 、 孫 、 祖 父 母 及 び 兄 弟 姉 妹 並 び に 職 員 の

死 亡 当 時 職 員 と 生 計 を 一 に し て い た 他 の 親 族 の 順 序 と し 、 同 順 位 者 が あ る 場 合 に は 、 年 長 者 を 先 に す る 。

　 ︵ 証 人 等 の 旅 費 ︶

 

第� 二 十 二 条 　 第 三 条 第 四 項 又 は 第 五 項 の 規 定 に よ り 支 給 す る 旅 費 は 、 他 の 法 令 に 特 別 の 定 め が あ る 場 合 を 除 く ほ か 、 管 理 者

の 定 め る 相 当 職 の 旅 費 と す る 。

　 ︵ 旅 費 の 支 給 額 の 上 限 ︶

 

第� 二 十 三 条 　 鉄 道 賃 、 船 賃 、 航 空 賃 及 び そ の 他 の 交 通 費 ︵ 家 族 移 転 費 の う ち こ れ ら に 相 当 す る 部 分 を 含 む 。 ︶ に 係 る 旅 費 の

支 給 額 は 、 第 八 条 第 一 項 各 号 、 第 九 条 第 一 項 各 号 、 第 十 条 第 一 項 各 号 及 び 第 十 一 条 各 号 ︵ 同 条 た だ し 書 の 規 定 の 適 用 が あ

る 場 合 を 除 く 。 ︶ に 掲 げ る 各 費 用 に つ い て 、 当 該 各 条 及 び 第 六 条 の 規 定 に よ り 計 算 し た 額 と 現 に 支 払 っ た 額 を 比 較 し 、 当

該 各 費 用 ご と の い ず れ か 少 な い 額 を 合 計 し た 額 と す る 。

２ 　 宿 泊 費 、 包 括 宿 泊 費 、 転 居 費 、 着 後 滞 在 費 ︵ 宿 泊 手 当 に 相 当 す る 部 分 を 除 く 。 ︶ 、 家 族 移 転 費 ︵ 宿 泊 手 当 に 相 当 す る 部 分

を 除 く 。 ︶ 及 び 渡 航 雑 費 に 係 る 旅 費 の 支 給 額 は 、 当 該 各 種 目 に つ い て 第 六 条 並 び に 第 十 二 条 、 第 十 三 条 、 第 十 五 条 、 第

十 六 条 、 第 十 七 条 第 一 項 及 び 第 十 八 条 の 規 定 に よ り 計 算 し た 額 と 現 に 支 払 っ た 額 を 比 較 し 、 当 該 各 種 目 ご と の い ず れ か 少

な い 額 を 合 計 し た 額 と す る 。

　 ︵ 旅 費 の 請 求 手 続 ︶

 

第� 二 十 四 条 　 旅 費 ︵ 概 算 払 に 係 る 旅 費 を 含 む 。 ︶ の 支 給 を 受 け よ う と す る 旅 行 者 及 び 概 算 払 に 係 る 旅 費 の 支 給 を 受 け た 旅 行

者 で そ の 精 算 を し よ う と す る も の 並 び に 旅 費 に 相 当 す る 金 額 の 支 払 を 受 け よ う と す る 旅 行 役 務 提 供 者 は 、 請 求 又 は 精 算 に

必 要 な 資 料 を 管 理 者 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 必 要 な 資 料 の 全 部 又 は 一 部 を 提 出 し な か っ た 者 は 、

そ の 請 求 に 係 る 旅 費 又 は 旅 費 に 相 当 す る 金 額 の う ち そ の 資 料 を 提 出 し な か っ た た め 、 そ の 旅 費 又 は 旅 費 に 相 当 す る 金 額 の

必 要 が 明 ら か に さ れ な か っ た 部 分 の 支 給 又 は 支 払 を 受 け る こ と が で き な い 。

　 ︵ 旅 費 の 調 整 ︶

 

第� 二 十 五 条 　 旅 行 命 令 権 者 は 、 旅 行 者 が 本 組 合 以 外 の 者 か ら 旅 費 の 支 給 を 受 け る 場 合 そ の 他 旅 行 に お け る 特 別 の 事 情 に よ り

又 は 旅 行 の 性 質 上 こ の 条 例 又 は 旅 費 に 関 す る 他 の 法 令 の 規 定 に よ る 旅 費 を 支 給 し た 場 合 に は 不 当 に 旅 行 の 実 費 を 超 え た 旅

費 又 は 通 常 必 要 と し な い 旅 費 を 支 給 す る こ と と な る 場 合 に お い て は 、 そ の 実 費 を 超 え る こ と と な る 部 分 の 旅 費 又 は そ の 必

要 と し な い 部 分 の 旅 費 を 支 給 し な い こ と が で き る 。

２ 　 旅 行 命 令 権 者 は 、 旅 行 者 が こ の 条 例 又 は 旅 費 に 関 す る 他 の 法 令 の 規 定 に よ る 旅 費 に よ り 旅 行 す る こ と が 当 該 旅 行 に お け

る 特 別 の 事 情 に よ り 又 は 当 該 旅 行 の 性 質 上 困 難 で あ る 場 合 に は 、 管 理 者 の 定 め る と こ ろ に よ り 旅 費 を 支 給 す る こ と が で き

る 。

　 ︵ 旅 費 の 特 例 ︶

 

第� 二 十 六 条 　 職 員 が 労 働 基 準 法 ︵ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 四 十 九 号 ︶ 第 十 五 条 第 三 項 若 し く は 第 六 十 四 条 又 は 船 員 法 ︵ 昭 和

二 十 二 年 法 律 第 百 号 ︶ 第 四 十 七 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 に お け る 旅 費 は 、 労 働 基 準 法 第 十 五 条 第 三

項 若 し く は 第 六 十 四 条 又 は 船 員 法 第 四 十 八 条 の 規 定 に よ る 旅 費 又 は 費 用 に 相 当 す る 額 と す る 。

　 ︵ 旅 費 の 返 納 ︶

 

第� 二 十 七 条 　 管 理 者 は 、 旅 行 者 又 は 旅 行 役 務 提 供 者 が こ の 条 例 又 は 旅 費 に 関 す る 他 の 法 令 の 規 定 に 違 反 し て 旅 費 の 支 給 又 は

旅 費 に 相 当 す る 金 額 の 支 払 を 受 け た 場 合 に は 、 当 該 旅 費 又 は 当 該 金 額 を 返 納 さ せ な け れ ば な ら な い 。

　 ︵ 雑 則 ︶

第� 二 十 八 条 　 会 計 管 理 者 ︵ 愛 知 県 又 は 名 古 屋 市 の 職 員 を 兼 ね る 場 合 に 限 る 。 ︶ が 公 務 の た め 旅 行 す る と き は 、 費 用 弁 償 と し

て 旅 費 を 、 こ の 条 例 の 規 定 に 準 じ て 支 給 す る 。

　 ︵ 委 任 ︶

 

第 二 十 九 条 　 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 管 理 者 が 定 め る 。

　 　 　 附 　 則
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︵ 施 行 期 日 ︶ 

１
　
こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 ︵ 以 下 ﹁ 施 行 日 ﹂ と い う 。 ︶ か ら 施 行 す る 。

　
︵ 経 過 措 置 ︶

２ 　
こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 旅 費 条 例 ︵ 以 下 ﹁ 改 正 後 条 例 ﹂ と い う 。 ︶ の 規 定 は 、 施 行 日 以 後 に 旅 行 命 令 権 者 が 旅 行 命 令 等

を 発 す る 旅 行 及 び 改 正 後 条 例 第 三 条 第 五 項 の 規 定 に よ り 旅 費 の 支 給 を 決 定 す る 旅 行 に つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 に こ の 条 例

に よ る 改 正 前 の 旅 費 条 例 ︵ 以 下 ﹁ 改 正 前 条 例 ﹂ と い う 。 ︶ 第 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 旅 行 命 令 権 者 が 同 項 に 規 定 す る 旅

行 命 令 等 を 発 し た 旅 行 及 び 改 正 前 条 例 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 旅 費 の 支 給 を 決 定 し た 旅 行 ︵ 法 令 そ の 他 に よ り 旅 費 の 支

給 を 必 要 と す る 場 合 に 限 る 。 ︶ に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。 た だ し 、 施 行 日 前 に 改 正 前 条 例 第 二 条 の 二 第 一 項 に 規

定 す る 旅 行 命 令 権 者 が 同 項 に 規 定 す る 旅 行 命 令 等 を 発 し 、 か つ 、 施 行 日 以 後 に 旅 行 命 令 権 者 が 改 正 後 条 例 第 四 条 第 三 項 の

規 定 に よ り 当 該 旅 行 命 令 等 を 変 更 す る 旅 行 に つ い て は 、 改 正 後 条 例 の 規 定 は 、 当 該 旅 行 の う ち 当 該 変 更 の 日 以 後 の 期 間 に

対 応 す る 分 に つ い て 適 用 し 、 当 該 旅 行 の う ち 当 該 変 更 の 日 前 の 期 間 に 対 応 す る 分 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

３ 　
改 正 後 条 例 第 三 条 第 二 項 の 規 定 は 、 施 行 日 以 後 に 退 職 等 と な っ た 場 合 又 は 死 亡 し た 場 合 に つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 に 退

職 等 と な っ た 場 合 又 は 死 亡 し た 場 合 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

４ 　
改 正 後 条 例 第 三 条 第 六 項 及 び 第 七 項 の 規 定 は 、 こ れ ら の 項 に 規 定 す る 者 が 同 条 第 一 項 、 第 二 項 、 第 四 項 及 び 第 五 項 の 規

定 に よ り 旅 費 の 支 給 を 受 け る こ と が で き る 場 合 に つ い て 適 用 し 、 改 正 前 条 例 の 規 定 に よ り 旅 費 の 支 給 を 受 け る こ と が で き

る 場 合 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

　
︵ 特 別 職 の 非 常 勤 の 職 員 等 の 報 酬 、 費 用 弁 償 、 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 条 例 及 び 名 古 屋 港 管 理 組 合 議 会 の 議 員 の 議

員 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ︶

５ 　
次 に 掲 げ る 条 例 の 規 定 中 ﹁ 昭 和 二 十 七 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 六 号 ﹂ を ﹁ 令 和 七 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 四 号 ﹂ に

改 め る 。

　
一 　
特 別 職 の 非 常 勤 の 職 員 等 の 報 酬 、 費 用 弁 償 、 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 条 例 ︵ 昭 和 三 十 九 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条

例 第 十 号 ︶
　
別 表 第 一 監 査 委 員 ︵ 議 会 の 議 員 の う ち か ら 選 任 さ れ た 者 に 限 る 。 ︶ の 項

　
二 　
名 古 屋 港 管 理 組 合 議 会 の 議 員 の 議 員 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 ︵ 平 成 五 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 四 号 ︶
　
第 五

条 第 二 項

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 の 機 関 の 求 め に よ り 出 頭 し た 証 人 、 関 係 人 等 の 実 費 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ︶

６ 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 の 機 関 の 求 め に よ り 出 頭 し た 証 人 、 関 係 人 等 の 実 費 弁 償 に 関 す る 条 例 ︵ 平 成 十 九 年 名 古 屋 港 管 理 組 合

条 例 第 七 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　

 

　 第 二 条 第 二 項 中 ﹁ 昭 和 二 十 七 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 六 号 ﹂ を ﹁ 令 和 七 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 四 号 ﹂ に 改 め 、 同

項 た だ し 書 を 削 る 。

　 　 　 　 ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ 　 　 　 　

　 組 織 体 制 の 見 直 し に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る 条 例 を 公 布 す る 。

　 　 令 和 七 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者 　 　 　 　 　 　 　

愛 知 県 知 事 　 大 村 　 秀 章 　

名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 五 号

　 　 　 組 織 体 制 の 見 直 し に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る 条 例

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 事 務 部 局 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ︶

第� 一 条 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 事 務 部 局 に 関 す る 条 例 ︵ 昭 和 二 十 六 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 十 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。

　 　 第 一 条 の 見 出 し 中 ﹁ 及 び 室 ﹂ を 削 り 、 同 条 中 ﹁ 企 画 調 整 室 ﹂ を ﹁ 政 策 企 画 部 ﹂ に 改 め る 。

　

 

　 第 二 条 の 見 出 し 中 ﹁ 企 画 調 整 室 ﹂ を ﹁ 政 策 企 画 部 ﹂ に 改 め 、 同 条 中 ﹁ 企 画 調 整 室 ﹂ を ﹁ 政 策 企 画 部 ﹂ に 改 め 、 同 条 第 二

号 中 ﹁ 調 整 ﹂ の 下 に ﹁ 並 び に 新 た な 施 策 の 創 造 ﹂ を 加 え る 。

　 　 第 三 条 第 四 号 中 ﹁ 他 の 部 及 び 室 ﹂ を ﹁ 他 部 ﹂ に 改 め る 。

　 　 第 五 条 第 一 号 中 ﹁ 企 画 調 整 室 ﹂ を ﹁ 政 策 企 画 部 ﹂ に 改 め る 。

　 　 第 六 条 中 ﹁ 及 び 室 ﹂ を 削 る 。

　 ︵ 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 ︶

第 二 条 　 職 員 定 数 条 例 ︵ 昭 和 二 十 六 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 十 一 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 第 二 条 第 一 号 中 ﹁ 五 七 六 人 ﹂ を ﹁ 五 一 六 人 ﹂ に 改 め 、 同 条 中 ﹁ 五 九 五 人 ﹂ を ﹁ 五 三 五 人 ﹂ に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 ︵ 施 行 期 日 ︶

１ 　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 ︵ 名 古 屋 港 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ︶

２ 　 名 古 屋 港 審 議 会 条 例 ︵ 昭 和 四 十 九 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 四 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 第 十 条 中 ﹁ 名 古 屋 港 管 理 組 合 企 画 調 整 室 ﹂ を ﹁ 名 古 屋 港 管 理 組 合 政 策 企 画 部 ﹂ に 改 め る 。

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 公 害 防 止 事 業 費 負 担 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ︶

３ 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 公 害 防 止 事 業 費 負 担 審 議 会 条 例 ︵ 昭 和 五 十 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 八 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

　 　 第 一 条 中 ﹁ 第 二 十 条 ﹂ を ﹁ 第 十 九 条 ﹂ に 改 め る 。

　 　 第 九 条 中 ﹁ 名 古 屋 港 管 理 組 合 企 画 調 整 室 ﹂ を ﹁ 名 古 屋 港 管 理 組 合 政 策 企 画 部 ﹂ に 改 め る 。

　 　 　 　 ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ 　 　 　 　
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刑 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に 関 す る 条 例 を 公 布 す る 。

　 　
令 和 七 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者
　 　 　 　 　 　 　

愛 知 県 知 事
　
大 村
　
秀 章
　

名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 六 号

　 　 　
刑 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に 関 す る 条 例

　
︵ 給 与 条 例 の 一 部 改 正 ︶

第 一 条
　
給 与 条 例 ︵ 昭 和 二 十 七 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 五 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　
第 二 十 一 条 の 四 第 一 項 第 三 号 及 び 第 四 号 中 ﹁ 禁 錮 ﹂ を ﹁ 拘 禁 刑 ﹂ に 改 め る 。

　 　
第 二 十 一 条 の 五 第 一 項 第 一 号 及 び 第 三 項 第 一 号 中 ﹁ 禁 錮

こ

﹂ を ﹁ 拘 禁 刑 ﹂ に 改 め る 。

　
︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 退 隠 料 条 例 の 一 部 改 正 ︶

第 二 条
　
名 古 屋 港 管 理 組 合 退 隠 料 条 例 ︵ 昭 和 二 十 九 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 二 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　
第 八 条 第 一 項 第 二 号 中 ﹁ 懲 役 若 し く は 禁 こ 、 の 刑 ﹂ を ﹁ 拘 禁 刑 ﹂ に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 ﹁ 禁 こ 、 ﹂ を ﹁ 拘 禁 刑 ﹂ に 改 め る 。

　 　
第 十 七 条 第 三 号 及 び 第 二 十 四 条 第 二 号 中 ﹁ 禁 こ 、 ﹂ を ﹁ 拘 禁 刑 ﹂ に 改 め る 。

　 　
第 二 十 八 条 第 二 号 中 ﹁ 懲 役 又 は 禁 こ 、 の 刑 ﹂ を ﹁ 拘 禁 刑 ﹂ に 改 め る 。

　 　
第 五 十 条 第 一 項 中 ﹁ 懲 役 又 は 禁 こ 、 の 刑 ﹂ を ﹁ 拘 禁 刑 ﹂ に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 ﹁ 禁 こ 、 の 刑 ﹂ を ﹁ 拘 禁 刑 ﹂ に 改 め る 。

　 　
附 則 第 四 条 第 一 項 中 ﹁ 禁 こ 、 以 上 ﹂ を ﹁ 拘 禁 刑 以 上 ﹂ に 、 ﹁ 懲 役 又 は 禁 こ 、 の 刑 ﹂ を ﹁ 拘 禁 刑 ﹂ に 改 め る 。

　
︵ 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ︶

第 三 条
　
職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 ︵ 昭 和 三 十 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 二 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　

 

　
第 十 五 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 五 項 第 二 号 、 第 十 六 条 の 見 出 し 、 同 条 第 一 項 第 一 号 、 第 十 七 条 第 一 項 第 一 号 並 び に 第 十 九

条 第 四 項 中 ﹁ 禁 錮 ﹂ を ﹁ 拘 禁 刑 ﹂ に 改 め る 。

　
︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 情 報 公 開 条 例 等 の 一 部 改 正 ︶

第 四 条
　
次 に 掲 げ る 条 例 の 規 定 中 ﹁ 懲 役 ﹂ を ﹁ 拘 禁 刑 ﹂ に 改 め る 。

　
一 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 情 報 公 開 条 例 ︵ 平 成 十 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 七 号 ︶ 第 三 十 条

　 二 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 行 政 不 服 審 査 会 条 例 ︵ 平 成 二 十 八 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 一 号 ︶ 第 八 条

　 三

 

　 名 古 屋 港 管 理 組 合 議 会 の 保 有 す る 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 条 例 ︵ 令 和 五 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 一 号 ︶ 第 五 十 五 条

か ら 第 五 十 七 条 ま で

　 四

 

　 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 ︵ 令 和 五 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 二 号 ︶ 第 十 一 条 並 び に 附 則 第 五 項 及 び 第 六

項

　 　 　 附 　 則

　 ︵ 施 行 期 日 ︶

１ 　 こ の 条 例 は 、 刑 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 ︵ 令 和 四 年 法 律 第 六 十 七 号 。 以 下 ﹁ 刑 法 等 一 部 改 正 法 ﹂ と い う 。 ︶ の 施 行 の

日 か ら 施 行 す る 。

　 ︵ 罰 則 の 適 用 等 に 関 す る 経 過 措 置 ︶

２ 　 こ の 条 例 の 施 行 前 に し た 行 為 の 処 罰 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

３ 　 こ の 条 例 の 施 行 後 に し た 行 為 に 対 し て 、 他 の 条 例 の 規 定 に よ り な お 従 前 の 例 に よ る こ と と さ れ 、 な お 効 力 を 有 す る こ と

と さ れ 又 は 改 正 前 若 し く は 廃 止 前 の 条 例 の 規 定 の 例 に よ る こ と と さ れ る 罰 則 を 適 用 す る 場 合 に お い て 、 当 該 罰 則 に 定 め る

刑 に 刑 法 等 一 部 改 正 法 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 刑 法 ︵ 明 治 四 十 年 法 律 第 四 十 五 号 。 以 下 ﹁ 旧 刑 法 ﹂ と い う 。 ︶ 第 十 二

条 に 規 定 す る 懲 役 ︵ 以 下 ﹁ 懲 役 ﹂ と い う 。 ︶ ︵ 有 期 の も の に 限 る 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ︶ 又 は 旧 刑 法 第 十 三 条 に 規 定

す る 禁 錮 ︵ 以 下 ﹁ 禁 錮 ﹂ と い う 。 ︶ ︵ 有 期 の も の に 限 る 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ︶ が 含 ま れ る と き は 、 そ れ ぞ れ そ の 刑

と 長 期 及 び 短 期 を 同 じ く す る 有 期 拘 禁 刑 と す る 。

　 ︵ 人 の 資 格 に 関 す る 経 過 措 置 ︶

４ 　 拘 禁 刑 又 は 拘 留 に 処 せ ら れ た 者 に 係 る 他 の 条 例 の 規 定 に よ り な お 従 前 の 例 に よ る こ と と さ れ 、 な お 効 力 を 有 す る こ と と

さ れ 又 は 改 正 前 若 し く は 廃 止 前 の 条 例 の 規 定 の 例 に よ る こ と と さ れ る 人 の 資 格 に 関 す る 法 令 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 無

期 拘 禁 刑 に 処 せ ら れ た 者 は 無 期 禁 錮 に 処 せ ら れ た 者 と 、 有 期 拘 禁 刑 に 処 せ ら れ た 者 は 刑 期 を 同 じ く す る 有 期 禁 錮 に 処 せ ら

れ た 者 と 、 拘 留 に 処 せ ら れ た 者 は 刑 期 を 同 じ く す る 旧 刑 法 第 十 六 条 に 規 定 す る 拘 留 に 処 せ ら れ た 者 と み な す 。

　 ︵ 給 与 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ︶

５ 　 刑 法 等 一 部 改 正 法 及 び 刑 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 法 律 の 整 理 等 に 関 す る 法 律 ︵ 令 和 四 年 法 律 第

六 十 八 号 ︶ 並 び に こ の 条 例 ︵ 以 下 こ れ ら を ﹁ 刑 法 等 一 部 改 正 法 等 ﹂ と い う 。 ︶ の 施 行 前 に 犯 し た 禁 錮 以 上 の 刑 ︵ 死 刑 を 除 く 。 ︶

が 定 め ら れ て い る 罪 に つ き 起 訴 を さ れ た 者 は 、 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 給 与 条 例 第 二 十 一 条 の 五 第 一 項 ︵ 第 一 号 に 係

る 部 分 に 限 る 。 ︶ 及 び 第 三 項 ︵ 第 三 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ︶ ︵ こ れ ら の 規 定 を 同 条 例 第 二 十 一 条 の 五 第 七 項 並 び に 特 別 職 の

非 常 勤 の 職 員 等 の 報 酬 、 費 用 弁 償 、 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 条 例 ︵ 昭 和 三 十 九 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 十 号 ︶ 第

七 条 第 二 項 及 び 第 七 条 の 二 第 二 項 並 び に 専 任 副 管 理 者 の 給 与 に 関 す る 条 例 ︵ 令 和 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 三 号 ︶ 第 二

条 第 三 項 の 規 定 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ︶ の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 拘 禁 刑 が 定 め ら れ て い る 罪 に つ き 起 訴 を さ れ

た 者 と み な す 。

　 ︵ 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ︶

６ 　 刑 法 等 一 部 改 正 法 等 の 施 行 前 に 犯 し た 禁 錮 以 上 の 刑 ︵ 死 刑 を 除 く 。 ︶ が 定 め ら れ て い る 罪 に つ き 起 訴 を さ れ た 者 は 、 第

三 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 第 十 五 条 第 一 項 及 び 第 五 項 、 第 十 六 条 第 一 項 ︵ 第 一 号 に 係 る 部 分

に 限 る 。 ︶ 並 び に 第 十 九 条 第 三 項 及 び 第 四 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 拘 禁 刑 が 定 め ら れ て い る 罪 に つ き 起 訴 を さ れ た 者

と み な す 。

　 ︵ 経 過 措 置 の 規 則 へ の 委 任 ︶

７ 　 附 則 第 二 項 か ら 前 項 ま で に 定 め る も の の ほ か 、 刑 法 等 一 部 改 正 法 等 の 施 行 に 伴 い 必 要 な 経 過 措 置 は 、 規 則 で 定 め る 。
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名 古 屋 港 管 理 組 合 事 務 部 局 組 織 規 則 を 公 布 す る 。

　 　
令 和 七 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者
　 　 　 　 　 　 　

愛 知 県 知 事
　
大 村
　
秀 章
　

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 三 号

　 　 　
名 古 屋 港 管 理 組 合 事 務 部 局 組 織 規 則

　
名 古 屋 港 管 理 組 合 事 務 部 局 組 織 規 則 ︵ 平 成 八 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 一 号 ︶ の 全 部 を 改 正 す る 。

　
︵ 政 策 企 画 部 の 分 課 ︶

第 一 条
　
政 策 企 画 部 に 次 の 四 課 を 置 く 。

　 　
政 策 調 整 課

　 　
企 画 創 造 課

　 　
計 画 課

　 　
環 境 課

　
︵ 政 策 調 整 課 の 事 務 ︶

第 二 条
　
政 策 調 整 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

　
一 　
国 並 び に 愛 知 県 及 び 名 古 屋 市 そ の 他 関 係 地 方 公 共 団 体 の 名 古 屋 港 の 開 発 整 備 に 関 す る 計 画 に 係 る 連 絡 調 整 に 関 す る こ

と 。

　
二
　
重 要 施 策 の 総 合 的 な 調 整 に 関 す る こ と 。

　
三 　
前 二 号 の ほ か 、 名 古 屋 港 の 開 発 整 備 及 び 重 要 施 策 に 係 る 渉 外 そ の 他 連 絡 調 整 に 関 す る こ と ︵ 建 設 部 推 進 課 の 主 管 に 属

す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　
四
　
名 古 屋 港 審 議 会 に 関 す る こ と 。

　 五 　 部 内 の 予 算 及 び 決 算 に 関 す る こ と 。

　 六 　 部 内 の 事 務 事 業 の 連 絡 調 整 に 関 す る こ と 。

　 七 　 部 内 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　 八 　 部 内 他 課 の 主 管 に 属 し な い こ と 。

　 ︵ 企 画 創 造 課 の 事 務 ︶

第 三 条 　 企 画 創 造 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

　 一 　 名 古 屋 港 の 開 発 整 備 及 び 管 理 運 営 に 係 る 基 本 構 想 に 関 す る こ と 。

　 二 　 重 要 施 策 の 総 合 的 な 企 画 及 び 新 た な 施 策 の 創 造 に 関 す る こ と 。

　 三 　 前 号 に 係 る 国 内 及 び 外 国 港 湾 の 情 報 収 集 及 び 分 析 に 関 す る こ と 。

　 四 　 港 湾 経 営 に 関 す る 調 査 研 究 に 関 す る こ と 。

　 五 　 名 古 屋 四 日 市 国 際 港 湾 株 式 会 社 の 運 営 及 び 活 動 に 係 る 調 整 に 関 す る こ と 。

　 六 　 港 湾 統 計 の 作 成 及 び 解 析 に 関 す る こ と 。

　 七 　 港 湾 統 計 図 書 の 編 集 及 び 発 行 に 関 す る こ と 。

　 ︵ 計 画 課 の 事 務 ︶

第 四 条 　 計 画 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

　 一 　 港 湾 計 画 そ の 他 の 名 古 屋 港 の 開 発 整 備 に 係 る 基 本 計 画 に 関 す る こ と ︵ 環 境 課 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 二 　 港 湾 脱 炭 素 化 推 進 計 画 に 関 す る こ と ︵ 他 部 及 び 部 内 他 課 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 三 　 海 岸 保 全 施 設 の 整 備 に 係 る 基 本 計 画 に 関 す る こ と 。

　 四 　 港 湾 区 域 、 港 湾 隣 接 地 域 並 び に 臨 港 地 区 及 び そ の 分 区 の 指 定 に 関 す る こ と 。

　 五 　 海 岸 保 全 区 域 の 指 定 に 係 る 協 議 に 関 す る こ と 。

　 六 　 出 願 工 事 の 計 画 審 査 に 関 す る こ と 。

　 ︵ 環 境 課 の 事 務 ︶

第 五 条 　 環 境 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

　 一 　 港 湾 環 境 整 備 施 設 そ の 他 港 湾 の 環 境 の 保 全 に 関 す る 施 設 の 整 備 に 係 る 基 本 計 画 に 関 す る こ と 。

　 二 　 地 球 温 暖 化 対 策 の 実 行 計 画 に 関 す る こ と 。

　 三 　 エ ネ ル ギ ー の 使 用 の 合 理 化 に 係 る 計 画 の 作 成 及 び 報 告 に 関 す る こ と 。

　 四 　 港 湾 区 域 内 の 水 質 そ の 他 港 湾 の 環 境 の 保 全 に 係 る 調 査 に 関 す る こ と 。

　 五 　 出 願 工 事 の 環 境 保 全 審 査 に 関 す る こ と 。

　 六 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 公 害 防 止 事 業 費 負 担 審 議 会 に 関 す る こ と 。

　 七 　 公 害 防 止 事 業 費 事 業 者 負 担 金 に 関 す る こ と 。

　 ︵ 総 務 部 の 分 課 ︶

第 六 条 　 総 務 部 に 次 の 六 課 を 置 く 。

　 　 総 務 課

　 　 危 機 管 理 課

　 　 行 政 管 理 課

　 　 職 員 課

　 　 財 政 課

　 　 会 計 課

　 ︵ 総 務 課 の 事 務 ︶

第 七 条 　 総 務 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

規　　　　　則
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一
　
秘 書 に 関 す る こ と 。

　
二
　
議 会 に 関 す る こ と 。

　
三
　
監 査 委 員 と の 連 絡 に 関 す る こ と 。

　
四
　
儀 式 及 び 褒 賞 に 関 す る こ と 。

　
五
　
幹 部 会 に 関 す る こ と 。

　
六
　
愛 知 県 及 び 名 古 屋 市 と の 政 策 に 係 る 連 絡 調 整 に 関 す る こ と 。

　
七
　
東 京 に お け る 関 係 機 関 及 び 各 種 団 体 等 と の 連 絡 調 整 に 関 す る こ と 。

　
八 　
名 古 屋 港 管 理 組 合 本 庁 舎 等 整 備 事 業 の 連 絡 調 整 に 関 す る こ と ︵ 港 営 部 文 化 交 流 施 設 課 及 び 建 設 部 開 発 課 の 主 管 に 属 す

る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　
九
　
本 庁 舎 及 び 庁 用 電 話 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　
十
　
文 書 の 収 受 並 び に 行 政 文 書 の 発 送 及 び 保 存 に 関 す る こ と 。

　
十 一
　
行 政 文 書 の 形 式 審 査 並 び に 文 書 事 務 の 指 導 及 び 改 善 に 関 す る こ と 。

　
十 二
　
公 印 に 関 す る こ と 。

　
十 三
　
公 報 の 編 集 及 び 発 行 に 関 す る こ と 。

　
十 四
　
行 政 文 書 の 公 開 に 関 す る こ と 。

　
十 五
　
個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る こ と 。

　
十 六
　
行 政 資 料 の 収 集 及 び 整 備 に 関 す る こ と 。

　
十 七
　
港 湾 利 用 者 、 県 市 民 等 の 要 望 、 相 談 等 の 処 理 及 び 連 絡 に 関 す る こ と 。

　
十 八
　
法 規 文 書 の 審 査 に 関 す る こ と 。

　
十 九
　
公 告 式 に 関 す る こ と 。

　
二 十
　
訴 訟 、 行 政 不 服 審 査 そ の 他 の 争 訟 に 関 す る こ と 。

　
二 十 一
　
例 規 類 の 編 集 及 び 発 行 に 関 す る こ と 。

　
二 十 二
　
部 内 の 事 務 事 業 の 連 絡 調 整 に 関 す る こ と 。

　
二 十 三 　 部 内 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　 二 十 四 　 他 部 及 び 部 内 他 課 の 主 管 に 属 し な い こ と 。

　 ︵ 危 機 管 理 課 の 事 務 ︶

第 八 条 　 危 機 管 理 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

　 一 　 危 機 管 理 対 策 に 係 る 企 画 及 び 実 施 の 総 合 調 整 に 関 す る こ と 。

　 二 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 防 災 計 画 に 関 す る こ と 。

　 三 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 国 民 保 護 業 務 計 画 に 関 す る こ と 。

　 四 　 港 湾 施 設 の 保 安 対 策 に 関 す る こ と 。

　 五 　 防 災 会 議 及 び 災 害 対 策 本 部 に 関 す る こ と 。

　 六 　 防 災 に 係 る 情 報 シ ス テ ム の 運 用 管 理 に 関 す る こ と 。

　 七 　 防 災 無 線 及 び 非 常 通 信 に 関 す る こ と 。

　 八

 

　 名 古 屋 港 管 理 組 合 の 休 日 を 定 め る 条 例 ︵ 平 成 三 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 七 号 ︶ 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 本 組 合 の 休

日 、 夜 間 等 に お け る 事 故 の 初 動 活 動 に 関 す る こ と 。

　 九 　 危 機 管 理 に 係 る 関 係 機 関 と の 連 絡 調 整 に 関 す る こ と 。

　 ︵ 行 政 管 理 課 の 事 務 ︶

第 九 条 　 行 政 管 理 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

　 一 　 行 政 管 理 の 総 合 的 な 企 画 及 び 調 整 に 関 す る こ と 。

　 二 　 行 政 監 察 及 び 事 務 の 執 行 状 況 に 係 る 特 命 考 査 に 関 す る こ と 。

　 三 　 組 織 に 関 す る こ と 。

　 四 　 職 員 定 数 の 設 定 に 関 す る こ と 。

　 五 　 職 務 権 限 に 関 す る こ と 。

　 六 　 事 務 改 善 に 係 る 調 査 及 び 指 導 に 関 す る こ と 。

　 七 　 職 員 提 案 に 関 す る こ と 。

　 八

 

　 デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン の 推 進 に 関 す る 施 策 及 び Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 業 務 改 革 の 総 合 的 な 企 画 及 び 調 整 に 関

す る こ と 。

　 九 　 デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン の 推 進 及 び Ｉ Ｃ Ｔ の 活 用 に 係 る 相 談 、 指 導 及 び 調 整 に 関 す る こ と 。

　 十 　 情 報 シ ス テ ム の 開 発 及 び 運 用 管 理 に 関 す る こ と 。

　 十 一 　 情 報 セ キ ュ リ テ ィ に 関 す る こ と 。

　 ︵ 職 員 課 の 事 務 ︶

第 十 条 　 職 員 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

　 一 　 職 員 の 進 退 、 賞 罰 、 服 務 そ の 他 身 分 に 関 す る こ と 。

　 二 　 職 員 定 数 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　 三 　 職 員 の 研 修 そ の 他 の 能 力 開 発 及 び 考 査 に 関 す る こ と 。

　 四 　 服 務 監 察 及 び 職 員 の 服 務 に 係 る 特 命 考 査 に 関 す る こ と 。

　 五 　 職 員 の 賠 償 責 任 に 関 す る こ と 。

　 六 　 職 員 の 給 与 、 勤 務 時 間 そ の 他 勤 務 条 件 に 関 す る こ と 。

　 七 　 公 平 委 員 会 に 関 す る こ と 。

　 八 　 部 内 の 人 事 及 び 給 与 に 関 す る こ と 。

　 九 　 退 隠 料 、 遺 族 扶 助 料 等 に 関 す る こ と 。

　 十 　 職 員 の 福 利 厚 生 並 び に 安 全 及 び 衛 生 の 管 理 に 関 す る こ と 。



名古屋港管理組合公報　第125号　令和 7年 4月 1日10

　
十 一
　
共 済 組 合 及 び 互 助 会 に 関 す る こ と 。

　
︵ 財 政 課 の 事 務 ︶

第 十 一 条
　
財 政 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

　
一 　
一 般 会 計 及 び 特 別 会 計 の 予 算 の 編 成 、 配 当 及 び 執 行 監 督 並 び に 企 業 会 計 ︵ 施 設 運 営 事 業 会 計 及 び 埋 立 事 業 会 計 を い う 。

以 下 同 じ 。 ︶ の 予 算 の 調 製 並 び に 総 合 財 政 計 画 そ の 他 財 政 に 関 す る こ と 。

　
二
　
組 合 債 及 び 企 業 債 に 関 す る こ と 。

　
三
　
財 政 状 況 及 び 港 湾 整 備 事 業 の 業 務 状 況 の 公 表 に 関 す る こ と 。

　
四
　
部 内 の 予 算 及 び 決 算 に 関 す る こ と 。

　
︵ 会 計 課 の 事 務 ︶

第 十 二 条
　
会 計 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

　
一
　
債 権 管 理 の 総 合 調 整 に 関 す る こ と 。

　
二
　
納 入 通 知 、 督 促 及 び 滞 納 に 関 す る こ と 。

　
三
　
会 計 の 監 督 に 関 す る こ と 。

　
四
　
指 定 金 融 機 関 等 に 関 す る こ と 。

　
五
　
借 入 金 及 び 資 金 に 関 す る こ と 。

　
六 　
物 品 ︵ 工 事 用 機 材 及 び 工 事 用 材 料 を 除 く 。 ︶ の 購 入 、 修 繕 、 貸 借 、 輸 送 及 び 交 換 、 船 舶 の 修 繕 並 び に 不 用 物 品 の 処 分

の 契 約 並 び に 物 品 の 検 収 ︵ 建 設 部 技 術 課 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ に 関 す る こ と 。

　
七
　
一 般 会 計 の 不 用 物 品 の 処 分 に 関 す る こ と 。

　
八
　
第 二 十 条 第 二 号 及 び 第 三 号 の 契 約 に 係 る 入 札 の 公 告 及 び 開 札 に 関 す る こ と 。

　
九
　
前 各 号 の ほ か 、 会 計 に 関 す る こ と 。

　
︵ 港 営 部 の 分 課 ︶

第 十 三 条
　
港 営 部 に 次 の 五 課 を 置 く 。

　 　
港 営 課

　 　
文 化 交 流 施 設 課

　 　 み な と 振 興 課

　 　 管 財 課

　 　 海 務 課

　 ︵ 港 営 課 の 事 務 ︶

第 十 四 条 　 港 営 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

　 一 　 港 湾 運 送 事 業 ︵ 検 数 事 業 等 を 除 く 。 ︶ に つ い て の 意 見 の 具 申 及 び 許 可 等 の 通 知 の 受 理 に 関 す る こ と 。

　 二 　 港 湾 諸 業 の 改 善 及 び 役 務 の あ っ せ ん に 関 す る こ と 。

　 三 　 船 舶 乗 組 員 及 び 港 湾 労 働 者 の 福 利 厚 生 に 関 す る こ と 。

　 四 　 港 湾 環 境 整 備 負 担 金 に 関 す る こ と 。

　 五 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 放 置 自 動 車 廃 物 判 定 委 員 会 に 関 す る こ と 。

　 六 　 名 古 屋 港 鉄 鋼 埠 頭 株 式 会 社 及 び 名 古 屋 港 埠 頭 株 式 会 社 の 運 営 及 び 活 動 に 係 る 調 整 に 関 す る こ と 。

　 七 　 部 内 一 般 会 計 の 予 算 及 び 決 算 に 関 す る こ と 。

　 八 　 施 設 運 営 事 業 会 計 の 財 政 計 画 及 び 財 政 調 査 に 関 す る こ と 。

　 九 　 施 設 運 営 事 業 会 計 の 予 算 の 作 成 及 び 執 行 並 び に 決 算 の 作 成 に 関 す る こ と 。

　 十 　 施 設 運 営 事 業 の 用 に 供 す る 物 品 の 取 得 及 び 処 分 に 関 す る こ と 。

　 十 一 　 施 設 運 営 事 業 の 業 務 状 況 説 明 書 類 の 作 成 に 関 す る こ と 。

　 十 二 　 港 湾 施 設 の 管 理 及 び 運 営 に 関 す る こ と ︵ 文 化 交 流 施 設 課 、 管 財 課 及 び 海 務 課 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 十 三 　 前 号 に 係 る 計 画 ︵ 政 策 企 画 部 企 画 創 造 課 の 主 管 に 属 す る も の を 除 く 。 ︶ 及 び 総 合 調 整 に 関 す る こ と 。

　 十

 四 　 港 湾 施 設 ︵ 文 化 交 流 施 設 課 、 管 財 課 及 び 海 務 課 の 主 管 に 属 す る も の を 除 く 。 ︶ の 保 安 対 策 に 関 す る こ と ︵ 総 務 部 危

機 管 理 課 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 十

 五 　 受 変 電 施 設 そ の 他 の 電 気 施 設 の 管 理 に 関 す る こ と ︵ 文 化 交 流 施 設 課 及 び 第 三 十 条 の 規 定 に よ り 置 か れ た 事 務 所 の 主

管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 十

 六 　 電 気 設 備 の 技 術 的 保 守 点 検 に 関 す る こ と ︵ 文 化 交 流 施 設 課 及 び 第 三 十 条 の 規 定 に よ り 置 か れ た 事 務 所 の 主 管 に 属 す

る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 十 七 　 港 湾 施 設 使 用 料 の 調 査 に 関 す る こ と 。

　 十 八 　 港 湾 料 率 表 の 作 成 及 び 公 表 に 関 す る こ と 。

　 十 九 　 六 大 港 湾 協 議 会 に 関 す る こ と 。

　 二 十 　 部 内 の 事 務 事 業 の 連 絡 調 整 に 関 す る こ と 。

　 二 十 一 　 部 内 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　 二 十 二 　 部 内 他 課 の 主 管 に 属 し な い こ と 。

　 ︵ 文 化 交 流 施 設 課 の 事 務 ︶

第 十 五 条 　 文 化 交 流 施 設 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

　 一 　 ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 施 設 管 理 の 総 合 調 整 に 関 す る こ と 。

　 二 　 ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 港 湾 施 設 の 管 理 及 び 運 営 に 関 す る こ と ︵ 海 務 課 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 三 　 ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 岸 壁 離 着 船 舶 の 立 会 い に 関 す る こ と 。

　 四

 

　 ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 護 岸 、 防 波 堤 等 の 外 郭 施 設 及 び 臨 港 道 路 、 橋 り ょ う 等 の 臨 港 交 通 施 設 並 び に 緑 地 そ の 他 港 湾 の 環 境

を 整 備 又 は 保 全 す る た め の 施 設 の 維 持 管 理 に 関 す る こ と 。

　 五 　 ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 受 変 電 施 設 そ の 他 の 電 気 施 設 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　 六 　 ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 電 気 設 備 の 技 術 的 保 守 点 検 に 関 す る こ と 。
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七
　
ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 観 光 文 化 施 設 の 利 用 に 係 る 動 線 管 理 の 企 画 及 び 調 整 に 関 す る こ と 。

　
八
　
ガ ー デ ン 緑 園 総 合 案 内 所 の 管 理 及 び 運 営 に 関 す る こ と 。

　
九 　
公 益 財 団 法 人 名 古 屋 み な と 振 興 財 団 及 び 公 益 財 団 法 人 名 古 屋 港 緑 地 保 全 協 会 の 運 営 及 び 活 動 に 係 る 調 整 に 関 す る こ

と 。

　
十 　
外 郭 団 体 ︵ 本 組 合 が 出 資 し 、 又 は 財 政 的 援 助 そ の 他 援 助 を 与 え て い る 団 体 で 、 管 理 者 が 指 定 す る も の を い う 。 ︶ の 事

業 の 計 画 及 び 決 算 に 関 す る 書 類 の 総 括 に 関 す る こ と 。

　
十 一
　
基 金 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　
十 二
　
名 古 屋 港 水 族 館 、 名 古 屋 港 ポ ー ト ビ ル 、 名 古 屋 港 湾 会 館 及 び 臨 港 緑 地 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　
十 三 　
海 事 思 想 普 及 施 設 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　
︵ み な と 振 興 課 の 事 務 ︶

第 十 六 条
　
み な と 振 興 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

　
一
　
船 舶 、 貨 物 及 び 企 業 の 誘 致 そ の 他 名 古 屋 港 利 用 の 推 進 に 関 す る こ と 。

　
二
　
港 湾 振 興 に 関 す る 調 査 に 関 す る こ と 。

　
三
　
外 国 港 湾 と の 親 善 及 び 提 携 そ の 他 外 事 に 関 す る こ と 。

　
四
　
国 際 港 湾 協 会 及 び 公 益 社 団 法 人 日 本 港 湾 協 会 に 関 す る こ と 。

　
五
　
名 古 屋 港 の 観 光 事 業 の 振 興 及 び 広 報 に 関 す る こ と 。

　
六
　
催 事 に 関 す る こ と 。

　
七
　
港 務 艇 の 運 航 管 理 に 関 す る こ と 。

　
︵ 管 財 課 の 事 務 ︶

第 十 七 条
　
管 財 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

　
一
　
公 有 財 産 の 統 轄 に 関 す る こ と 。

　
二 　
公 有 財 産 の 取 得 及 び 処 分 ︵ 施 設 運 営 事 業 の 用 に 供 す る も の の 処 分 を 含 む 。 ︶ に 関 す る こ と ︵ 他 部 及 び 部 内 他 課 の 主 管

に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　
三 　 国 有 財 産 の 借 受 け 及 び 管 理 受 託 に 関 す る こ と 。

　 四 　 港 湾 台 帳 及 び 海 岸 保 全 区 域 台 帳 に 関 す る こ と ︵ 建 設 部 技 術 課 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 五 　 名 古 屋 臨 海 鉄 道 株 式 会 社 の 運 営 及 び 活 動 に 係 る 調 整 に 関 す る こ と 。

　 六 　 行 政 財 産 及 び 普 通 財 産 の 土 地 の 管 理 及 び 運 営 に 関 す る こ と 。

　 七 　 中 川 運 河 及 び 中 川 運 河 周 辺 の 港 湾 施 設 の 管 理 及 び 運 営 に 関 す る こ と 。

　 八 　 護 岸 、 防 波 堤 等 の 外 郭 施 設 及 び 臨 港 道 路 、 橋 り ょ う 等 の 臨 港 交 通 施 設 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　 九

 

　 緑 地 ︵ 文 化 交 流 施 設 課 の 主 管 に 属 す る も の を 除 く 。 ︶ そ の 他 港 湾 の 環 境 を 整 備 又 は 保 全 す る た め の 施 設 の 管 理 に 関 す

る こ と 。

　 十 　 埋 立 事 業 の 用 に 供 す る 財 産 ︵ 物 品 を 除 く 。 ︶ の 管 理 に 関 す る こ と 。

　 ︵ 海 務 課 の 事 務 ︶

第 十 八 条 　 海 務 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

　 一

 

　 航 路 、 泊 地 及 び 船 だ ま り 並 び に 係 船 岸 壁 そ の 他 の 係 留 施 設 の 管 理 及 び 運 営 に 関 す る こ と ︵ 文 化 交 流 施 設 課 の 主 管 に 属

す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 二

 

　 港 湾 区 域 内 の 漂 流 物 そ の 他 の 航 行 障 害 物 の 除 去 、 水 域 の 清 掃 そ の 他 汚 染 の 防 除 ︵ 工 事 に 係 る も の を 除 く 。 ︶ に 関 す る

こ と ︵ 政 策 企 画 部 環 境 課 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 三 　 公 益 社 団 法 人 名 古 屋 清 港 会 の 運 営 及 び 活 動 に 係 る 調 整 に 関 す る こ と 。

　 四 　 所 属 船 舶 の 管 理 に 関 す る こ と ︵ み な と 振 興 課 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 五 　 港 湾 区 域 、 港 湾 隣 接 地 域 並 び に 臨 港 地 区 及 び そ の 分 区 の 区 域 内 に お け る 行 為 及 び 構 築 物 の 規 制 等 に 関 す る こ と 。

　 六 　 海 岸 保 全 区 域 内 に お け る 行 為 の 規 制 等 に 関 す る こ と 。

　 七 　 港 湾 区 域 内 の 公 有 水 面 の 埋 立 免 許 に 関 す る こ と 。

　 八 　 船 舶 の 入 出 港 届 の 受 理 に 関 す る こ と 。

　 九 　 入 港 船 の 船 席 指 定 に 関 す る こ と 。

　 十 　 入 出 港 船 舶 の 係 離 及 び 誘 導 に 関 す る こ と 。

　 十 一 　 岸 壁 離 着 船 舶 の 立 会 い に 関 す る こ と ︵ 文 化 交 流 施 設 課 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 十 二 　 無 線 通 信 に 関 す る こ と 。

　 十 三 　 無 線 通 信 施 設 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　 十 四 　 入 出 港 船 舶 の 監 視 及 び 動 静 把 握 に 関 す る こ と 。

　 ︵ 建 設 部 の 分 課 ︶

第 十 九 条 　 建 設 部 に 次 の 四 課 を 置 く 。

　 　 建 設 課

　 　 推 進 課

　 　 開 発 課

　 　 技 術 課

　 ︵ 建 設 課 の 事 務 ︶

第 二 十 条 　 建 設 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

　 一 　 埋 立 事 業 の 用 に 供 す る 財 産 の 取 得 及 び 処 分 に 関 す る こ と 。

　 二

 

　 工 事 ︵ 土 木 工 事 、 建 築 工 事 ︵ 建 物 及 び そ の 附 帯 設 備 の 建 築 、 修 繕 、 模 様 替 え 及 び 解 体 撤 去 に 係 る 工 事 を い う 。 ︶ 並 び

に 船 舶 の 製 造 、 機 械 器 具 、 機 械 設 備 、 電 気 設 備 及 び 電 気 通 信 設 備 に 係 る 工 事 を い う 。 第 八 号 及 び 第 十 一 号 か ら 第 十 四 号

ま で に お い て 同 じ 。 ︶ 等 の 契 約 に 関 す る こ と ︵ 総 務 部 会 計 課 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 三

 

　 工 事 用 機 材 及 び 工 事 用 材 料 の 契 約 に 関 す る こ と ︵ 総 務 部 会 計 課 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。
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四
　
部 内 一 般 会 計 の 予 算 及 び 決 算 に 関 す る こ と 。

　
五
　
埋 立 事 業 会 計 の 財 政 計 画 及 び 財 政 調 査 に 関 す る こ と 。

　
六
　
埋 立 事 業 会 計 の 予 算 の 作 成 及 び 執 行 並 び に 決 算 の 作 成 に 関 す る こ と 。

　
七
　
埋 立 事 業 の 業 務 状 況 説 明 書 類 の 作 成 に 関 す る こ と 。

　
八
　
工 事 の 設 計 の 指 導 及 び 審 査 に 関 す る こ と 。

　
九 　
出 願 工 事 ︵ 土 木 工 事 に 係 る 部 分 並 び に 建 物 、 機 械 器 具 、 機 械 設 備 及 び 電 気 設 備 に 係 る 工 事 の 部 分 に 限 る 。 次 号 に お い

て 同 じ 。 ︶ の 設 計 審 査 に 関 す る こ と 。

　
十
　
出 願 工 事 の 部 内 事 務 所 に お け る 技 術 審 査 の 統 轄 に 関 す る こ と 。

　
十 一
　
工 事 の 予 算 資 料 に 関 す る こ と 。

　
十 二
　
工 事 の 施 行 に 伴 う 技 術 上 の 調 査 及 び 指 導 に 関 す る こ と 。

　
十 三
　
工 事 の 監 理 に 関 す る こ と 。

　
十 四
　
工 事 の 国 費 補 助 申 請 手 続 に 関 す る こ と 。

　
十 五
　
部 所 属 の 事 務 所 に 関 す る こ と 。

　
十 六
　
部 内 の 事 務 事 業 の 連 絡 調 整 に 関 す る こ と 。

　
十 七
　
部 内 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　
十 八
　
部 内 他 課 の 主 管 に 属 し な い こ と 。

　
︵ 推 進 課 の 事 務 ︶

第 二 十 一 条
　
推 進 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

　
一
　
名 古 屋 港 の 開 発 整 備 に 係 る 実 施 計 画 に 関 す る こ と 。

　
二
　
海 岸 保 全 施 設 の 整 備 に 係 る 実 施 計 画 に 関 す る こ と 。

　
三
　
埋 立 地 の 造 成 に 係 る 実 施 計 画 に 関 す る こ と 。

　
四
　
公 有 水 面 の 埋 立 免 許 の 取 得 に 関 す る こ と 。

　
︵ 開 発 課 の 事 務 ︶

第 二 十 二 条 　 開 発 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

　 一

 

　 ガ ー デ ン ふ 頭 の 再 開 発 及 び 金 城 ふ 頭 の 開 発 の 立 案 及 び 事 業 化 の 推 進 並 び に こ れ ら に 伴 う 関 係 機 関 等 と の 連 絡 調 整 、 補

償 そ の 他 渉 外 に 関 す る こ と 。

　 二 　 中 川 運 河 再 生 計 画 に 関 す る こ と ︵ 他 部 及 び 部 内 他 課 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 三

 

　 名 古 屋 港 管 理 組 合 本 庁 舎 等 整 備 事 業 に 係 る 旧 本 庁 舎 敷 地 活 用 事 業 に 関 す る こ と ︵ 総 務 部 総 務 課 の 主 管 に 属 す る こ と を

除 く 。 ︶ 。

　 四 　 海 浜 に 関 す る 事 業 の 調 査 研 究 そ の 他 渉 外 に 関 す る こ と 。

　 五

 

　 南 五 区 ︵ 第 二 期 計 画 ︶ の 事 業 化 の 推 進 、 実 施 計 画 及 び 環 境 影 響 評 価 並 び に こ れ ら に 伴 う 関 係 機 関 等 と の 連 絡 調 整 、 補

償 そ の 他 渉 外 に 関 す る こ と 。

　 ︵ 技 術 課 の 事 務 ︶

第 二 十 三 条 　 技 術 課 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

　 一 　 技 術 的 事 項 の 改 善 並 び に 設 計 及 び 積 算 の シ ス テ ム 化 に 関 す る こ と 。

　 二 　 港 湾 施 設 及 び 海 岸 保 全 施 設 の 技 術 的 調 査 及 び 測 量 並 び に 技 術 的 保 守 点 検 の 統 轄 に 関 す る こ と 。

　 三 　 潮 位 、 潮 流 、 波 浪 そ の 他 の 気 象 観 測 に 関 す る こ と 。

　 四 　 港 湾 台 帳 及 び 海 岸 保 全 区 域 台 帳 に 係 る 技 術 事 項 の 処 理 に 関 す る こ と 。

　 五 　 土 地 の 測 量 に 係 る 技 術 事 項 の 処 理 に 関 す る こ と 。

　 六 　 港 湾 施 設 等 の 維 持 管 理 に 係 る 計 画 に 関 す る こ と 。

　 七 　 工 事 に 係 る 技 術 事 項 の 処 理 基 準 の 設 定 に 関 す る こ と 。

　 八 　 工 事 等 の 検 査 に 関 す る こ と 。

　 九 　 工 事 用 機 材 及 び 工 事 用 材 料 の 検 収 に 関 す る こ と 。

　 ︵ 出 納 室 の 事 務 ︶

第 二 十 四 条 　 会 計 管 理 者 の 下 に 出 納 室 を 置 き 、 次 の 事 務 を 分 掌 さ せ る 。 そ の 事 務 処 理 に つ い て は 、 課 の 例 に よ る 。

　 一 　 現 金 ︵ 現 金 に 代 え て 納 付 さ れ る 証 券 を 含 む 。 ︶ の 出 納 及 び 保 管 に 関 す る こ と 。

　 二 　 小 切 手 を 振 り 出 す こ と 。

　 三 　 歳 入 歳 出 外 現 金 及 び 有 価 証 券 の 出 納 及 び 保 管 に 関 す る こ と 。

　 四 　 物 品 ︵ 企 業 会 計 に 属 す る も の を 除 く 。 ︶ の 出 納 及 び 保 管 ︵ 使 用 中 の 物 品 に 係 る 保 管 を 除 く 。 ︶ に 関 す る こ と 。

　 五 　 現 金 ︵ 歳 入 歳 出 外 現 金 を 含 む 。 ︶ 及 び 財 産 の 記 録 管 理 に 関 す る こ と 。

　 六 　 支 出 負 担 行 為 ︵ 企 業 会 計 に 属 す る も の を 除 く 。 ︶ の 確 認 に 関 す る こ と 。

　 七 　 決 算 の 調 製 ︵ 企 業 会 計 に 係 る も の を 除 く 。 ︶ に 関 す る こ と 。

　 八 　 指 定 金 融 機 関 等 の 公 金 の 収 納 及 び 支 払 並 び に 預 金 の 検 査 に 関 す る こ と 。

　 九 　 組 合 債 及 び 企 業 債 並 び に 借 入 金 の 出 納 に 関 す る こ と 。

　 十 　 出 納 関 係 公 印 の 管 守 に 関 す る こ と 。

　 十 一 　 前 各 号 の ほ か 、 会 計 管 理 者 の 権 限 に 関 す る こ と 。

　 ︵ 異 例 の 事 務 ︶

第 二 十 五 条 　 特 別 又 は 緊 急 の 必 要 が あ る と き は 、 前 各 条 の 規 定 に か か わ ら ず 事 務 を 処 理 さ せ る こ と が で き る 。

　 ︵ 事 務 主 管 の 裁 定 ︶

第� 二 十 六 条 　 事 務 の 主 管 が 明 ら か で な い と き は 、 部 内 に あ っ て は 部 長 が 決 定 し 、 部 間 に あ っ て は 管 理 者 の 裁 定 を 受 け な け れ

ば な ら な い 。

　 ︵ 庶 務 担 当 課 ︶

第� 二 十 七 条 　 第 二 条 第 七 号 、 第 七 条 第 二 十 三 号 、 第 十 四 条 第 二 十 一 号 及 び 第 二 十 条 第 十 七 号 の 規 定 に よ り 、 部 内 の 庶 務 を 主
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管 す る こ と と な る 政 策 企 画 部 政 策 調 整 課 、 総 務 部 総 務 課 、 港 営 部 港 営 課 及 び 建 設 部 建 設 課 を 庶 務 担 当 課 と す る 。

　
︵ 係 等 の 設 置 ︶

第� 二 十 八 条 　
課 の 事 務 を 分 担 さ せ る た め 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 課 に 係 を 置 く 。

２ 　
次 の 各 号 に 掲 げ る 課 に 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 掲 げ る セ ン タ ー 及 び 室 を 附 置 し 、 そ の 分 掌 事 務 は 別 に 定 め る 。

　
一
　
企 画 創 造 課
　
統 計 セ ン タ ー

　
二
　
行 政 管 理 課
　
Ｄ Ｘ 推 進 室

　
三
　
み な と 振 興 課
　
広 報 ・ に ぎ わ い 振 興 室

　
四
　
技 術 課
　
検 査 室

　
︵ 部 長 等 の 設 置 ︶

第 二 十 九 条
　
部 に 部 長 、 課 に 課 長 、 係 に 係 長 を 置 く 。

２ 　
政 策 企 画 部 企 画 創 造 課 に 政 策 企 画 部 企 画 創 造 課 統 計 セ ン タ ー 長 、 総 務 部 行 政 管 理 課 に 総 務 部 行 政 管 理 課 Ｄ Ｘ 推 進 室 長 、

港 営 部 み な と 振 興 課 に 港 営 部 み な と 振 興 課 広 報 ・ に ぎ わ い 振 興 室 長 、 建 設 部 技 術 課 に 建 設 部 技 術 課 検 査 室 長 を 置 く 。

３
　
総 務 部 に 総 務 部 危 機 管 理 監 を 置 く 。

４ 　
部 に 理 事 、 担 当 部 長 、 次 長 若 し く は 参 事 又 は 担 当 課 長 、 課 に 課 長 補 佐 若 し く は 主 幹 又 は 担 当 係 長 若 し く は 主 査 を 置 く こ

と が で き る 。

５
　
特 に 必 要 が あ る と き は 、 部 に 部 付 の 理 事 若 し く は 参 事 又 は 課 長 若 し く は 主 幹 若 し く は 係 長 を 置 く こ と が で き る 。

　
︵ 事 務 所 ︶

第� 三 十 条 　
こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、 部 の 事 務 を 分 担 さ せ る た め 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 部 に 事 務 所 を 置 く 。

　 　 　
附
　
則

　
こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　
┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃
　 　 　 　

　
職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 基 準 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

　 　
令 和 七 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者 　 　 　 　 　 　 　

愛 知 県 知 事 　 大 村 　 秀 章 　

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 四 号

　 　 　 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 基 準 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 基 準 に 関 す る 規 則 ︵ 昭 和 三 十 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 五 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
　 第 一 条 第 七 号 中 ﹁ 又 は ﹂ を ﹁ 、 ﹂ に 改 め 、 ﹁ と な る 当 該 子 の 世 話 ﹂ の 下 に ﹁ 又 は 在 籍 す る 学 校 等 が 実 施 す る 行 事 へ の 参 加 ﹂

を 加 え る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 基 準 に 関 す る 規 則 の 規 定 は 、 令 和

七 年 一 月 七 日 か ら 適 用 す る 。

　 　 　 　 ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ 　 　 　 　

　 名 古 屋 港 管 理 組 合 永 年 勤 続 職 員 表 彰 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

　 　 令 和 七 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者 　 　 　 　 　 　 　

愛 知 県 知 事 　 大 村 　 秀 章 　

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 五 号

　 　 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 永 年 勤 続 職 員 表 彰 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 名 古 屋 港 管 理 組 合 永 年 勤 続 職 員 表 彰 規 則 ︵ 平 成 二 十 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 三 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 条 中 ﹁ 第 五 条 第 一 項 ﹂ を ﹁ 第 五 条 ﹂ に 改 め る 。

　 第 三 条 第 一 項 中 ﹁ に 達 し 、 そ の 期 間 に お け る ﹂ を ﹁ 以 上 の 職 員 の う ち ﹂ に 改 め 、 同 条 中 第 二 項 を 第 三 項 と し 、 第 一 項 の 次

に 次 の 一 項 を 加 え る 。

２ 　 前 項 に 定 め る 要 件 を 満 た す 者 の 表 彰 は 、 一 回 に 限 り 行 う 。

　 第 五 条 第 二 項 及 び 第 三 項 を 削 る 。

　 第 六 条 中 ﹁ 地 方 公 務 員 法 ﹂ の 下 に ﹁ ︵ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ︶ ﹂ を 加 え る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　 ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ 　 　 　 　

　 名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 施 設 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

　 　 令 和 七 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者 　 　 　 　 　 　 　

愛 知 県 知 事 　 大 村 　 秀 章 　

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 六 号

　 　 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 施 設 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 施 設 条 例 施 行 規 則 ︵ 昭 和 三 十 六 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 七 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 三 十 四 条 の 二 及 び 第 三 十 四 条 の 三 中 ﹁ ひ き 船 係 留 施 設 ﹂ を ﹁ 係 留 施 設 ﹂ に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　 ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ 　 　 　 　
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組 織 体 制 の 見 直 し に 伴 う 関 係 規 則 の 整 備 に 関 す る 規 則 を 公 布 す る 。

　 　
令 和 七 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者
　 　 　 　 　 　 　

愛 知 県 知 事
　
大 村
　
秀 章
　

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 七 号

　 　 　
組 織 体 制 の 見 直 し に 伴 う 関 係 規 則 の 整 備 に 関 す る 規 則

　
︵ 職 員 の 服 務 の 宣 誓 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第� 一 条 　
職 員 の 服 務 の 宣 誓 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 ︵ 昭 和 三 十 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 四 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。

　 　
第 一 条 中 ﹁ 又 は 室 ﹂ を 削 り 、 ﹁ 部 長 等 ﹂ を ﹁ 部 長 ﹂ に 改 め る 。

　 　
第 二 条 中 ﹁ 部 長 等 ﹂ を ﹁ 部 長 ﹂ に 改 め る 。

　

 

　
第 三 条 中 ﹁ 部 又 は 室 の 庶 務 担 当 課 ︵ 総 務 部 に あ つ て は 職 員 課 ︶ の 長 ︵ 企 画 調 整 室 担 当 課 長 ︵ 調 整 担 当 ︶ を 含 む 。 ︶ ﹂ を ﹁ 部

の 庶 務 担 当 課 の 長 ︵ 総 務 部 に あ つ て は 総 務 部 職 員 課 長 、 建 設 部 に あ つ て は 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 管 理 担 当 ︶ ︶ ﹂ に 改 め る 。

　 　
第 四 条 中 ﹁ 部 長 等 ﹂ を ﹁ 部 長 ﹂ に 改 め る 。

　
︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 公 印 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 二 条
　
名 古 屋 港 管 理 組 合 公 印 規 則 ︵ 昭 和 三 十 六 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 四 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　
別 表 を 次 の よ う に 改 め る 。
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別表（第２条関係）

種類 書体
寸法

（ミリメートル）
ひな型 用途

組合印

てん書 方40

名 古 屋

港 管 理

組 合 印

表彰、ほう賞用

れい書 方30

名 古 屋

港 管 理

組 合 印

一般文書用

てん書

だ円型

縦　40

方　　　　

横　25

名

古

屋

港

管

理

組

合

印

公債証券用

管理者印

てん書 方40

名 古 屋 港

管 理 組 合

管 理 者 印

表彰、ほう賞用

れい書 方30

名 古 屋 港

管 理 組 合

管 理 者 印

一般文書用

てん書 径24

名
古
屋
港

管
理
組
合

管
理
者
印

公債証券用
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副管理者印 れい書 方30

名 古 屋 港

管 理 組 合

副 管 理 者 印

一般文書用

部長印 れい書 方23

名 古 屋 港

管 理 組 合

（何）部 長 印

一般文書用

理事印 れい書 方23

名 古 屋 港

管 理 組 合

（何）部 理 事 印

一般文書用

総務部危機管理監印 れい書 方23

名 古 屋 港

管 理 組 合

総 務 部 危 機

管 理 監 印

一般文書用

担当部長印 れい書 方23

名 古 屋 港

管 理 組 合

（ 何 ） 部 担

当 部 長 印

一般文書用

参事印 れい書 方23

名 古 屋 港

管 理 組 合

（何）部 参 事 印

一般文書用



17名古屋港管理組合公報　第125号　令和 7年 4月 1日

課（事務所）長印 れい書 方20

名 古 屋 港

管 理 組 合

（何）部（何）課

（事 務 所）長 印

一般文書用

担当課長印 れい書 方20

名 古 屋 港

管 理 組 合

（ 何 ） 部 担

当 課 長 印

一般文書用

会計管理者印

てん書 方23

名 古 屋 港

管 理 組 合 会

計 管 理 者 印

一般文書用及び

出納用　　　　

れい書 方15

名 古 屋 港

管 理 組 合 会

計 管 理 者 印

小切手用

出納員印 れい書 方20

名 古 屋 港

管 理 組 合

（何）部（何）課

（ 事 務 所 ）

出 納 員 印

現金等収納用

企業出納員印 れい書 方20

名 古 屋 港

管 理 組 合

（何）部（何）課

企業出納員印

出納用
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︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 財 務 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 三 条
　
名 古 屋 港 管 理 組 合 財 務 規 則 ︵ 昭 和 三 十 九 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 七 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　

 

　
第 二 条 第 一 項 中 ﹁ ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 事 務 部 局 組 織 規 則 ︵ 平 成 八 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 一 号 ︶ 第 一 条 に 規 定 す る

組 織 を 含 む 。 ︶ ﹂ を 削 る 。

　 　
第 五 条 第 五 項 中 ﹁ ︵ 室 長 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ︶ ﹂ を 削 る 。

　 　
第 四 十 七 条 の 二 第 一 項 中 ﹁ 企 画 調 整 室 担 当 課 長 ︵ 調 整 担 当 ︶ を 含 む 。 ﹂ 及 び ﹁ 又 は 室 ﹂ を 削 る 。

　 　
第 百 二 十 一 条 の 二 第 一 項 中 ﹁ 港 営 部 担 当 部 長 ︵ 関 連 事 業 担 当 ︶ ﹂ を ﹁ 港 営 部 担 当 部 長 ︵ 文 化 交 流 施 設 担 当 ︶ ﹂ に 改 め る 。

　

 

　
別 表 第 一 中 ﹁ 港 営 部 担 当 課 長 ︵ 施 設 運 営 事 業 会 計 担 当 ︶ ﹂ の 下 に ﹁ 、 港 営 部 文 化 交 流 施 設 課 長 ﹂ を 加 え 、 ﹁ 建 設 部 管 理 課

長 ﹂ を ﹁ 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 管 理 担 当 ︶ ﹂ に 、 ﹁ 建 設 部 施 設 事 務 所 長 ﹂ を ﹁ 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 施 設 工 事 担 当 ︶ ﹂ に 、 ﹁ 、 建 設 部

管 理 課 ﹂ を ﹁ 、 建 設 部 建 設 課 ﹂ に 、 ﹁ 建 設 部 管 理 課 経 理 係 長 ﹂ を ﹁ 建 設 部 建 設 課 経 理 係 長 及 び 建 設 部 建 設 課 設 計 第 一 係 長 ﹂

に 改 め る 。

　

 

　
様 式 第 二 十 四 号 の 二 か ら 様 式 第 二 十 四 号 の 四 ま で の 規 定 中 ﹁名古屋港管理組合港営部港営課関連事業室 ﹂ を ﹁名古屋港

管理組合港営部文化交流施設課 ﹂ に 改 め る 。

　
︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 職 員 表 彰 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 四 条
　
名 古 屋 港 管 理 組 合 職 員 表 彰 規 則 ︵ 昭 和 三 十 九 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 一 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　
第 八 条 中 ﹁ 部 又 は 室 の 長 ﹂ を ﹁ 部 長 ﹂ に 改 め る 。

　
︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 整 備 事 業 の 財 務 に 関 す る 特 例 を 定 め る 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第� 五 条 　
名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 整 備 事 業 の 財 務 に 関 す る 特 例 を 定 め る 規 則 ︵ 昭 和 三 十 九 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 三 号 ︶

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　

 

　
第 二 条 第 一 項 中 ﹁ 建 設 部 管 理 課 に ﹂ を ﹁ 建 設 部 建 設 課 に ﹂ に 、﹁ 建 設 部 管 理 課 長 ﹂ を ﹁ 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 管 理 担 当 ︶ ﹂ に 、

﹁ 管 理 課 長 等 ﹂ を ﹁ 管 理 担 当 課 長 等 ﹂ に 改 め 、 同 条 第 二 項 第 二 号 中 ﹁ 管 理 課 長 等 ﹂ を ﹁ 管 理 担 当 課 長 等 ﹂ に 改 め る 。

　 　
第 七 条 中 ﹁ 管 理 課 長 等 ﹂ を ﹁ 管 理 担 当 課 長 等 ﹂ に 改 め る 。

　
︵ 管 理 職 手 当 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 六 条 　 管 理 職 手 当 規 則 ︵ 昭 和 四 十 一 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 三 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　

 

　 別 表 第 一 管 理 者 の 事 務 部 局 の 項 中 ﹁ 、 室 長 ﹂ 及 び ﹁ 又 は 室 付 ﹂ を 削 り 、 同 表 備 考 中 ﹁ 又 は 室 付 ﹂ を 削 る 。

　 ︵ 職 員 の 職 の 設 置 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第� 七 条 　 職 員 の 職 の 設 置 に 関 す る 規 則 ︵ 昭 和 四 十 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 一 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　

 

　 第 三 条 第 一 項 第 一 号 中 ﹁ 、 室 長 ﹂ 及 び ﹁ 又 は 室 ﹂ を 削 り 、 同 項 第 二 号 か ら 第 七 号 ま で の 規 定 中 ﹁ 又 は 室 ﹂ を 削 る 。

　

 

　 第 四 条 中 ﹁ 又 は 室 付 の 理 事 若 し く は 参 事 又 は 課 長 若 し く は 主 幹 若 し く は 係 長 の 職 ﹂ を 削 り 、 ﹁ 部 又 は 室 ﹂ を ﹁ 部 ﹂ に 改

め る 。

　 　 別 表 第 一 室 長 の 項 を 削 り 、 同 表 次 長 の 項 中 ﹁ 又 は 室 長 ﹂ を 削 る 。

　 　 別 表 第 二 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 別 表 第 二 ︵ 第 二 条 関 係 ︶

　 　 別 表 第 四 理 事 の 項 中 ﹁ 及 び 室 ﹂ を 削 る 。

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 表 彰 規 則 及 び 名 古 屋 港 管 理 組 合 海 の 日 記 念 式 典 表 彰 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 八 条 　 次 に 掲 げ る 規 則 の 規 定 中 ﹁ ︵ 室 長 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ︶ ﹂ を 削 る 。

　 一 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 表 彰 規 則 ︵ 昭 和 四 十 九 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 四 号 ︶ 第 五 条 第 一 項

　 二 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 海 の 日 記 念 式 典 表 彰 規 則 ︵ 平 成 十 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 九 号 ︶ 第 五 条 第 一 項

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 公 有 財 産 管 理 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第� 九 条 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 公 有 財 産 管 理 規 則 ︵ 昭 和 五 十 四 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 五 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 第 三 条 第 二 項 中 ﹁ 室 長 及 び ﹂ を 削 る 。

　 　 第 三 十 一 条 第 一 項 第 一 号 中 ﹁ 企 画 調 整 室 長 ﹂ を ﹁ 政 策 企 画 部 長 ﹂ に 改 め 、 同 項 第 二 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 　 二 　 政 策 企 画 部 企 画 創 造 課 長 及 び 政 策 企 画 部 計 画 課 長

　 　 第 三 十 一 条 第 一 項 第 五 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 　 五 　 建 設 部 建 設 課 長 、 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 管 理 担 当 ︶ 及 び 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 施 設 担 当 ︶

　

 

　 第 三 十 一 条 第 二 項 第 一 号 中 ﹁ 建 設 部 工 事 課 長 ﹂ を ﹁ 建 設 部 建 設 課 長 ﹂ に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 ﹁ 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 施 設 工

事 担 当 ︶ ﹂ を ﹁ 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 施 設 担 当 ︶ ﹂ に 改 め る 。

職 職 務

政 策 企 画 部 企 画 創 造 課 統

計 セ ン タ ー 長

上 司 の 命 を 受 け 、 政 策 企 画 部 企 画 創 造 課 統 計 セ ン タ ー の 事 務 を 処 理 す る 。

総 務 部 行 政 管 理 課 Ｄ Ｘ 推

進 室 長

上 司 の 命 を 受 け 、 総 務 部 行 政 管 理 課 Ｄ Ｘ 推 進 室 の 事 務 を 処 理 す る 。

港 営 部 み な と 振 興 課 広

報 ・ に ぎ わ い 振 興 室 長

上 司 の 命 を 受 け 、 港 営 部 み な と 振 興 課 広 報 ・ に ぎ わ い 振 興 室 の 事 務 を 処 理 す る 。

建 設 部 技 術 課 検 査 室 長 上 司 の 命 を 受 け 、 建 設 部 技 術 課 検 査 室 の 事 務 を 処 理 す る 。

建 設 部 建 設 事 務 所 運 河 河

川 管 理 セ ン タ ー 長

上 司 の 命 を 受 け 、 建 設 部 建 設 事 務 所 運 河 河 川 管 理 セ ン タ ー の 事 務 を 処 理 す る 。
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 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 政 策 経 営 ア ド バ イ ザ ー の 設 置 に 関 す る 規 則 及 び 名 古 屋 港 景 観 ア ド バ イ ザ ー の 設 置 に 関 す る 規 則 の

一 部 改 正 ︶

第 十 条
　
次 に 掲 げ る 規 則 の 規 定 中 ﹁ 企 画 調 整 室 ﹂ を ﹁ 政 策 企 画 部 ﹂ に 改 め る 。

　
一 　
名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 政 策 経 営 ア ド バ イ ザ ー の 設 置 に 関 す る 規 則 ︵ 平 成 二 十 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 五 号 ︶ 第 二

条

　
二
　
名 古 屋 港 景 観 ア ド バ イ ザ ー の 設 置 に 関 す る 規 則 ︵ 平 成 二 十 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 六 号 ︶ 第 二 条

　
︵ 職 員 の 退 職 管 理 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第� 十 一 条 　
職 員 の 退 職 管 理 に 関 す る 規 則 ︵ 平 成 二 十 八 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 四 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　
第 六 条 第 一 号 中 ﹁ 及 び 室 長 ﹂ を 削 り 、 ﹁ 並 び に ﹂ を ﹁ 及 び ﹂ に 改 め る 。

　 　 　
附
　
則

　
︵ 施 行 期 日 ︶

１
　
こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　
︵ 経 過 措 置 ︶

２ 　
こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に 第 三 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 名 古 屋 港 管 理 組 合 財 務 規 則 の 規 定 に 基 づ い て 作 成 さ れ て い る 様 式

第 二 十 四 号 の 二 か ら 様 式 第 二 十 四 号 の 四 ま で の 用 紙 に つ い て は 、 同 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 名 古 屋 港 管 理 組 合 財 務 規 則 ︵ 以

下 ﹁ 改 正 後 の 財 務 規 則 ﹂ と い う 。 ︶ の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 分 の 間 、 改 正 後 の 財 務 規 則 の 様 式 の 要 件 を 満 た す よ う 必 要 な

修 正 を し て 使 用 す る こ と が で き る 。
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名古屋港管理組合告示第 7号

　令和 7 年 3 月定例名古屋港管理組合議会で認定された令和 5 年度名古屋港管理組合一般会計歳入歳出決算の要領は、次の

とおりである。

　　令和 7 年 4 月 1 日

名古屋港管理組合管理者　　　　　　　

愛知県知事　大村　秀章　

令和 5年度名古屋港管理組合一般会計歳入歳出決算

歳　　　　　入

第 1 款　分担金及び負担金 7,116,770,838円

　第 1 項　負担金 7,116,770,838円

第 2 款　使用料及び手数料 4,616,071,148円

　第 1 項　使用料 4,616,040,248円

　第 2 項　手数料 30,900円

第 3 款　国庫支出金 2,379,559,055円

　第 1 項　国庫負担金 2,379,559,055円

第 4 款　財産収入 4,740,209,068円

　第 1 項　財産運用収入 4,706,013,145円

　第 2 項　財産売払収入 34,195,923円

第 5 款　寄附金 0円

　第 1 項　寄附金 0円

第 6 款　繰入金 108,343,740円

　第 1 項　他会計繰入金 108,343,740円

第 7 款　繰越金 3,267,184,822円

　第 1 項　繰越金 3,267,184,822円

第 8 款　諸収入 1,880,358,969円

　第 1 項　延滞金、加算金及び過料 17,396円

　第 2 項　預金利子 167,265円

　第 3 項　貸付金元利収入 1,279,633,836円

　第 4 項　特定施設整備収入 336,638,773円

　第 5 項　雑入 263,901,699円

第 9 款　組合債 9,058,000,000円

　第 1 項　組合債 9,058,000,000円

　　歳　　　　入　　　　合　　　　計 33,166,497,640円

歳　　　　　出

第 1 款　議会費 155,037,363円

　第 1 項　議会費 155,037,363円

第 2 款　総務費 2,280,668,246円

　第 1 項　総務管理費 2,214,260,189円

　第 2 項　監査委員費 66,408,057円

第 3 款　企画調整費 856,832,620円

　第 1 項　企画調整管理費 804,259,269円

　第 2 項　調査費 52,573,351円

第 4 款　港営費 2,286,465,117円

　第 1 項　港営管理費 1,355,819,704円

　第 2 項　運営費 930,645,413円

第 5 款　建設費 18,308,624,451円

　第 1 項　建設管理費 1,505,140,848円

　第 2 項　整備費 16,803,483,603円

第 6 款　公債費 6,461,068,560円

　第 1 項　公債費 6,461,068,560円

第 7 款　予備費 0円

　第 1 項　予備費 0円

　　歳　　　　出　　　　合　　　　計 30,348,696,357円

　　　　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━　　　　

告　　　　　示
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名古屋港管理組合告示第 8号

　令和 7 年 3 月定例名古屋港管理組合議会で認定された令和 5 年度名古屋港管理組合基金特別会計歳入歳出決算の要領は、

次のとおりである。

　　令和 7 年 4 月 1 日

名古屋港管理組合管理者　　　　　　　

愛知県知事　大村　秀章　

令和 5年度名古屋港管理組合基金特別会計歳入歳出決算

歳　　　　　入

第 1 款　水族館振興基金収入 90,604,198円

　第 1 項　財産収入 9,135円

　第 2 項　寄附金 1,811,556円

　第 3 項　繰越金 0円

　第 4 項　積戻金 11,000,000円

　第 5 項　繰入金 77,783,507円

第 2 款　海事文化振興基金収入 49,948,569円

　第 1 項　財産収入 7,569円

　第 2 項　寄附金 0円

　第 3 項　繰越金 0円

　第 4 項　積戻金 39,941,000円

　第 5 項　繰入金 10,000,000円

第 3 款　環境振興基金収入 128,956,828円

　第 1 項　財産収入 4,357円

　第 2 項　寄附金 1,286,135円

　第 3 項　繰越金 263,596円

　第 4 項　積戻金 57,402,740円

　第 5 項　繰入金 70,000,000円

　　歳　　　　入　　　　合　　　　計 269,509,595円

歳　　　　　出

第 1 款　水族館振興基金 90,104,198円

　第 1 項　積立金 79,104,198円

　第 2 項　繰出金 11,000,000円

第 2 款　海事文化振興基金 49,948,569円

　第 1 項　積立金 10,007,569円

　第 2 項　繰出金 39,941,000円

第 3 款　環境振興基金 128,956,828円

　第 1 項　積立金 71,554,088円

　第 2 項　繰出金 57,402,740円

　　歳　　　　出　　　　合　　　　計 269,009,595円

　　　　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━　　　　
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名古屋港管理組合告示第 9号

　令和 7 年 3 月定例名古屋港管理組合議会の議決を経た令和 7 年度名古屋港管理組合予算の要領は、次のとおりである。

　　令和 7 年 4 月 1 日

名古屋港管理組合管理者　　　　　　　

愛知県知事　大村　秀章　

　　　令和 7年度名古屋港管理組合一般会計予算

　令和 7 年度名古屋港管理組合一般会計の予算は、次に定めるところによる。

　（歳入歳出予算）

第  1 条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ30,170,000千円と定める。

  2 　歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第 1 表　歳入歳出予算」による｡

　（繰越明許費）

第  2 条　地方自治法（昭和22年法律第67号）第213条第 1 項の規定により翌年度に繰り越して使用することができる経費は、

　「第 2 表　繰越明許費」による。

　（債務負担行為）

第 3 条　地方自治法第214条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、「第 3 表　債務

　負担行為」による。

　（組合債）

第 4 条　地方自治法第230条第 1 項の規定により起こすことができる組合債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び

　償還の方法は、「第 4 表　組合債」による。

　（一時借入金）

第 5 条　地方自治法第235条の 3 第 2 項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、4,000,000千円と定める。

　（歳出予算の流用）

第 6 条　地方自治法第220条第 2 項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次

　のとおりと定める。

　 　各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各

項の間の流用
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　第 1 表　歳入歳出予算

　　　　歳　　　入

款 項 金　　　　　　　　　額

1  分 担 金 及 び 負 担 金
千円

8,403,411

1  負 担 金 8,403,411

2  使 用 料 及 び 手 数 料 4,485,893

1  使 用 料 4,485,883

2  手 数 料 10

3  国 庫 支 出 金 2,261,000

1  国 庫 負 担 金 2,261,000

4  財 産 収 入 4,675,749

1  財 産 運 用 収 入 4,675,729

2  財 産 売 払 収 入 20

5  寄 附 金 10

1  寄 附 金 10

6  繰 入 金 752,140

1  他 会 計 繰 入 金 152,140

2  他 会 計 借 入 金 600,000

7  繰 越 金 200,000

1  繰 越 金 200,000

8  諸 収 入 1,921,797

1  延 滞 金 、 加 算 金 及 び 過 料 20

2  預 金 利 子 9,704

3  貸 付 金 元 利 収 入 1,236,602

4  特 定 施 設 整 備 収 入 471,648

5  雑 入 203,823

9  組 合 債 7,470,000

1  組 合 債 7,470,000

歳　　　　入　　　　合　　　　計 30,170,000
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　　　　歳　　　出

款 項 金　　　　　　　　　額

1  議 会 費
千円

183,823

1  議 会 費 183,823

2  総 務 費 3,091,709

1  総 務 管 理 費 3,019,664

2  監 査 委 員 費 72,045

3  政 策 企 画 費 1,089,071

1  政 策 企 画 管 理 費 850,888

2  調 査 費 238,183

4  港 営 費 3,151,782

1  港 営 管 理 費 1,331,233

2  運 営 費 1,820,549

5  建 設 費 15,809,615

1  建 設 管 理 費 1,526,765

2  整 備 費 14,282,850

6  公 債 費 6,814,000

1  公 債 費 6,814,000

7  予 備 費 30,000

1  予 備 費 30,000

歳　　　　出　　　　合　　　　計 30,170,000
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　第 2 表　繰越明許費

款 項 事　　業　　名 金　　　　額

5 建 設 費 2 整 備 費

港湾メンテナンス（港湾改修費）補助事業費
千円

593,000

港湾メンテナンス（港湾施設改良費）補助事業費 147,000

港湾メンテナンス（統合）補助事業費 81,000

港 湾 改 修（ 国 際 拠 点 ） 交 付 金 事 業 費 112,000

港 湾 施 設 改 修 事 業 費 222,000

港 湾 施 設 補 修 事 業 費 464,000

緑 地 等 施 設 整 備 交 付 金 事 業 費 8,000

港 湾 環 境 整 備 施 設 事 業 費 169,000

海 岸（ 連 携 ） 補 助 事 業 費 70,000

海 岸 メ ン テ ナ ン ス 補 助 事 業 費 15,000

高 潮 対 策 交 付 金 事 業 費 298,000

海 岸 防 災 施 設 事 業 費 90,000
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　第 3 表　債務負担行為

事　　　　　　　　　項 期　　　　　間 限　　　　度　　　　額

基 本 計 画 調 査 費 令 和 8 年 度
千円

100,800

工 事 監 理 業 務 令和 7 年度〜令和 9 年度 50,302

弥 富 ふ 頭 岸 壁 整 備 費 令和 7 年度〜令和 8 年度 710,000

港内埠頭保安設備の整備及び管理運営 令和 7 年度〜令和25年度

4,300,000

外に物価及び金利の変動並びに法令

等変更による影響額

ガ ー デ ン ふ 頭 再 開 発 業 務 令和 7 年度〜令和10年度 69,700

業 務 船 建 造 費 令 和 8 年 度 151,800

弥 富 ふ 頭 埠 頭 保 安 設 備 整 備 費 令 和 8 年 度 17,700

飛 島 ふ 頭 岸 壁 補 修 費 令 和 8 年 度 88,800

港 内 橋 梁 補 修 費 令 和 8 年 度 364,800

名古屋港船舶通航情報センター補修費 令和 8 年度〜令和 9 年度 509,500

港 内 埠 頭 保 安 設 備 補 修 費 令 和 8 年 度 113,100

大 江 川 地 区 環 境 対 策 費 令 和 8 年 度 232,800

風 力 発 電 施 設 撤 去 費 令 和 8 年 度 132,000

中 川 口 ポ ン プ 所 補 修 費 令 和 8 年 度 45,000

名 古 屋 四 日 市 国 際 港 湾 株 式 会 社 の
事 業 資 金 借 入 金 に 対 す る 損 失 補 償

令和 7 年度〜令和28年度

金融機関が当該貸付金の全部又は一部を

回収できないことにより損失を受けたと

きは、220,000千円及び利息相当額を限度

として補償する。

　第 4 表　組合債

起 債 の 目 的 限　　度　　額 起 債 の 方 法 利　　　　率 償　　還　　の　　方　　法

公 共 事 業

千円

6,971,000

普 通 貸 借

又 は

債 券 発 行

8.5％以内

政府資金については融資条件により、銀行

その他の場合には起債年度から据置期間を

含めて30年度間以内に元利均等、元金均等

若しくは元金不均等の方法で毎年度 1 期若

しくは 2 期に分けて償還し、又は満期日に

元金を一括して償還する。ただし、組合財

政その他の都合により据置期間及び償還期

間を短縮し、若しくは繰上償還し、又は借

り換えることができる。

単 独 事 業 499,000

計 7,470,000
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　　　令和 7年度名古屋港管理組合基金特別会計予算

　令和 7 年度名古屋港管理組合基金特別会計の予算は、次に定めるところによる。

　（歳入歳出予算）

第 1 条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ260,300千円と定める。

  2 　歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第 1 表　歳入歳出予算」による｡

　第 1 表　歳入歳出予算

　　　　歳　　　入

款 項 金　　　　　　　　　額

1  水 族 館 振 興 基 金 収 入
千円

65,200

1  財 産 収 入 1,100

2  寄 附 金 1,600

3  積 戻 金 40,500

4  繰 入 金 22,000

2  海 事 文 化 振 興 基 金 収 入 49,200

1  財 産 収 入 420

2  寄 附 金 40

3  積 戻 金 37,740

4  繰 入 金 11,000

3  環 境 振 興 基 金 収 入 145,900

1  財 産 収 入 340

2  寄 附 金 1,660

3  積 戻 金 73,900

4  繰 入 金 70,000

歳　　　　入　　　　合　　　　計 260,300
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　　　　歳　　　出

款 項 金　　　　　　　　　額

1  水 族 館 振 興 基 金
千円

65,200

1  積 立 金 24,700

2  繰 出 金 40,500

2  海 事 文 化 振 興 基 金 49,200

1  積 立 金 11,460

2  繰 出 金 37,740

3  環 境 振 興 基 金 145,900

1  積 立 金 72,000

2  繰 出 金 73,900

歳　　　　出　　　　合　　　　計 260,300

　　　令和 7年度名古屋港管理組合施設運営事業会計予算

　（総　則）

第 1 条　令和 7 年度名古屋港管理組合施設運営事業会計の予算は、次に定めるところによる。

　（業務の予定量）

第 2 条　業務の予定量は、次のとおりとする。

区　　　　　分 施 設 及 び 用 地 事　　　　　　項 備　　　　　　考

事　　業　　量

上 屋 25棟

平方メートル

一般使用許可面積 77,713

平方メートル

専用使用許可面積 28,628

貯 木 場 8 か所

平方メートル

一般使用許可面積 183,300

平方メートル

専用使用許可面積 994,028

荷 役 機 械 5 基

基

貸　　 付 　　数 5

埠 頭 用 地 

平方メートル

 2,401,671

建設改良工事

千円

上 屋 等 整 備 工 事 2,206,240

　（収益的収入及び支出）

第 3 条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収　　　　　　　　入

　　　　　　　　第 1 款　　施 設 運 営 事 業 収 益 4,481,000千円

　　　　　　　　　第 1 項　　営 業 収 益 4,113,290千円

　　　　　　　　　第 2 項　　営 業 外 収 益 126,413千円

　　　　　　　　　第 3 項　　特 別 利 益 241,297千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支　　　　　　　　出

　　　　　　　　第 1 款　　施 設 運 営 事 業 費 用 3,374,000千円

　　　　　　　　　第 1 項　　営 業 費 用 3,141,637千円

　　　　　　　　　第 2 項　　営 業 外 費 用 222,363千円

　　　　　　　　　第 3 項　　予 備 費 10,000千円
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　（資本的収入及び支出）

第 4 条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額2,016,000千

円は、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額23,000千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

64,000千円、減債積立金413,000千円、建設改良積立金1,015,000千円及び過年度分損益勘定留保資金501,000千円で補てんす

るものとする。）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収　　　　　　　　入

　　　　　　　　第 1 款　　資 本 的 収 入 2,686,000千円

　　　　　　　　　第 1 項　　企 業 債 2,287,000千円

　　　　　　　　　第 2 項　　雑 収 入 399,000千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支　　　　　　　　出

　　　　　　　　第 1 款　　資 本 的 支 出 4,702,000千円

　　　　　　　　　第 1 項　　建 設 改 良 費 2,206,240千円

　　　　　　　　　第 2 項　　固 定 資 産 購 入 費 2,085千円

　　　　　　　　　第 3 項　　企 業 債 償 還 金 413,675千円

　　　　　　　　　第 4 項　　他 会 計 貸 付 金 100,000千円

　　　　　　　　　第 5 項　　投 資 1,980,000千円

　（債務負担行為）

第 5 条　債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

　　　　　　　　　事　　　　項　　　　　　　　　　　期　　　間　　　　　　　　　 限　度　額

　　　　　　　　維 持 補 修 費　　　　　 令和 7 年度から令和 8 年度まで　 　　 　103,000千円

　　　　　　　　上 屋 整 備 費　　　　　　　 　　 令和 8 年度　　　　　　　　 　122,700千円

　　　　　　　　埠 頭 用 地 整 備 費　　　　　　　 　　 令和 8 年度　　　　　　　　　　30,000千円

　　　　　　　　埠 頭 用 地 整 備 費　　　　　 令和 8 年度から令和 9 年度まで　　　　 3,081,900千円

　（企業債）

第 6 条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

　起債の目的　　　埠頭用地整備事業及びコンテナ埠頭整備事業

　限　度　額　　　2,287,000千円

　起債の方法　　　普通貸借又は債券発行

　利　　　率　　　8.5％以内

　償還の方法　　　 政府資金については融資条件により、銀行その他の場合には起債年度から据置期間を含めて40年度間以

内に元利均等、元金均等若しくは元金不均等の方法で毎年度 1 期若しくは 2 期に分けて償還し、又は満

期日に元金を一括して償還する。ただし、組合財政その他の都合により据置期間及び償還期間を短縮し、

若しくは繰上償還し、又は借り換えることができる。

　（一時借入金）

第 7 条　一時借入金の限度額は、400,000千円と定める。

　（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第 8 条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

　　　　　　　営業費用と営業外費用

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第 9 条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費

　の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

　　　　　　　職員給与費　　　　　496,971千円

　　　令和 7年度名古屋港管理組合埋立事業会計予算

　（総　則）

第 1 条　令和 7 年度名古屋港管理組合埋立事業会計の予算は、次に定めるところによる。

　（業務の予定量）

第 2 条　業務の予定量は、次のとおりとする。

　　　　　　　　護岸整備　　　　　　本体工　　　　　　154メートル

　（収益的収入及び支出）

第 3 条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収　　　　　　　　入

　　　　　　　　第 1 款　　埋 立 事 業 収 益 3,909,000千円

　　　　　　　　　第 1 項　　営 業 外 収 益 408,669千円

　　　　　　　　　第 2 項　　特 別 利 益 3,500,331千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支　　　　　　　　出

　　　　　　　　第 1 款　　埋 立 事 業 費 用 725,000千円

　　　　　　　　　第 1 項　　営 業 費 用 667,969千円

　　　　　　　　　第 2 項　　営 業 外 費 用 47,011千円

　　　　　　　　　第 3 項　　特 別 損 失 20千円

　　　　　　　　　第 4 項　　予 備 費 10,000千円
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　（資本的収入及び支出）

第 4 条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額933,000千

　円は、繰越工事資金899,000千円及び過年度分損益勘定留保資金34,000千円で補てんするものとする。）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収　　　　　　　　入

　　　　　　　　第 1 款　　資 本 的 収 入 643,000千円

　　　　　　　　　第 1 項　　雑 収 入 572,385千円

　　　　　　　　　第 2 項　　貸 付 金 返 還 金 70,615千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支　　　　　　　　出

　　　　　　　　第 1 款　　資 本 的 支 出 1,576,000千円

　　　　　　　　　第 1 項　　西 部 地 区 埋 立 事 業 費 620,800千円

　　　　　　　　　第 2 項　　南 5 区 埋 立 事 業 費 141,800千円

　　　　　　　　　第 3 項　　総 係 費 231,506千円

　　　　　　　　　第 4 項　　他 会 計 貸 付 金 500,000千円

　　　　　　　　　第 5 項　　雑 支 出 81,894千円

　（一時借入金）

第 5 条　一時借入金の限度額は、1,000,000千円と定める。

　（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第  6 条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

　⑴　営業費用と営業外費用

　⑵　各項に計上した給料、手当及び法定福利費に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第  7 条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費

　の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

　　　　　　　　　職員給与費　　　　374,533千円

　（重要な資産の取得及び処分）

第  8 条　重要な資産の処分は、次のとおりとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種　　類　　　　　　名　　称　　　　　　数　　量　　　　　　処分の態様

　　　　　　処分する資産　　　　　　　土　　地　　　　 　南部地区内　　　 73,750平方メートル　　　　譲　　渡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土　　地　　　　 　西部地区内　　　 35,380平方メートル　　　　譲　　渡

　　　　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━　　　　

名古屋港管理組合告示第10号

　令和 7 年 3 月定例名古屋港管理組合議会の議決を経た令和 6 年度名古屋港管理組合補正予算の要領は、次のとおりである。

　　令和 7 年 4 月 1 日

名古屋港管理組合管理者　　　　　　　

愛知県知事　大村　秀章　

　　　令和 6年度名古屋港管理組合一般会計補正予算

　令和 6 年度名古屋港管理組合一般会計の補正予算は、次に定めるところによる。

　（歳入歳出予算の補正）

第 1 条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,408,038千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

　32,516,894千円とする。

  2 　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第 1 表　歳入歳出

　予算補正」による｡

　（繰越明許費の補正）

第 2 条　繰越明許費の補正は、「第 2 表　繰越明許費補正」による。

　（組合債の補正）

第 3 条　組合債の補正は、「第 3 表　組合債補正」による。



31名古屋港管理組合公報　第125号　令和 7年 4月 1日

　第 1 表　歳入歳出予算補正

（△印は、減額を示す。）

　　　　歳　　　入

款 項 補正前の額 補　正　額 計

1  分 担 金 及 び 負 担 金
千円

8,095,725
千円

△ 375,762
千円

7,719,963

1  負 担 金 8,095,725 △ 375,762 7,719,963

2  使 用 料 及 び 手 数 料 4,495,242 56,000 4,551,242

1  使 用 料 4,495,232 56,000 4,551,232

3  国 庫 支 出 金 1,807,200 114,800 1,922,000

1  国 庫 負 担 金 1,807,200 114,800 1,922,000

8  諸 収 入 2,399,073 △ 16,000 2,383,073

4  特 定 施 設 整 備 収 入 432,475 △ 16,000 416,475

9  組 合 債 8,490,000 1,629,000 10,119,000

1  組 合 債 8,490,000 1,629,000 10,119,000

歳　　　　入　　　　合　　　　計 31,108,856 1,408,038 32,516,894

　　　　歳　　　出

款 項 補正前の額 補　正　額 計

1  議 会 費
千円

194,877
千円

△ 10,000
千円

184,877

1  議 会 費 194,877 △ 10,000 184,877

2  総 務 費 2,889,890 45,000 2,934,890

1  総 務 管 理 費 2,817,846 45,000 2,862,846

3  企 画 調 整 費 995,888 10,000 1,005,888

1  企 画 調 整 管 理 費 884,979 10,000 894,979

4  港 営 費 3,076,208 △ 10,000 3,066,208

1  港 営 管 理 費 1,498,622 △ 10,000 1,488,622

5  建 設 費 17,066,993 1,562,013 18,629,006

1  建 設 管 理 費 1,652,893 △ 15,000 1,637,893

2  整 備 費 15,414,100 1,577,013 16,991,113

6  公 債 費 6,855,000 △ 188,975 6,666,025

1  公 債 費 6,855,000 △ 188,975 6,666,025

歳　　　　出　　　　合　　　　計 31,108,856 1,408,038 32,516,894
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　第 2 表　繰越明許費補正

款 項 事　　業　　名 補正前の額 補正後の額

3  企 画 調 整 費 2  調　　査　　費 基 本 計 画 調 査 費
千円

−
千円

21,700

5  建　　設　　費 2  整　　備　　費

港湾メンテナンス（港湾改修費）補助事業費 456,000 696,000

港湾メンテナンス（統合）補助事業費 39,000 50,000

緑 地 等 施 設 整 備 交 付 金 事 業 費 20,000 65,000

港 湾 環 境 整 備 施 設 事 業 費 214,000 372,400

海 岸 （ 連 携 ） 補 助 事 業 費 35,000 209,000

高 潮 対 策 交 付 金 事 業 費 336,000 1,047,000

国 直 轄 事 業 港 湾 管 理 者 負 担 金 − 2,890,450

　第 3 表　組合債補正

起債の目的

限　　　　　　度　　　　　　額

起債の方法 利　率 償　　還　　の　　方　　法

補正前の額 補　正　額 計

公 共 事 業

千円

7,942,000

千円

1,629,000

千円

9,571,000

普通貸借

又　　は

債券発行

8.5％以内

政府資金については融資条件により、

銀行その他の場合には起債年度から据

置期間を含めて30年度間以内に元利均

等、元金均等若しくは元金不均等の方

法で毎年度 1 期若しくは 2 期に分けて

償還し、又は満期日に元金を一括して

償還する。ただし、組合財政その他の

都合により据置期間及び償還期間を短

縮し、若しくは繰上償還し、又は借り

換えることができる。

計 8,490,000 1,629,000 10,119,000

　　　　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━　　　　

名古屋港管理組合告示第11号

　次の港湾施設は、令和 7 年 4 月 1 日から供用を開始する。

　　令和 7 年 4 月 1 日

名古屋港管理組合管理者　　　　　　　

愛知県知事　大村　秀章　

　施設の種類　浮桟橋

名　称 位　　置 材　質 長　さ 幅 深　さ 型　式

小型旅客船用

第 4 浮桟橋

名古屋市港区金城ふ頭

三丁目 2 番 1 地先
PCハイブリッド

メートル

30.00

メートル

7.00

メートル

2.71 平行式浮桟橋
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名古屋港管理組合告示第12号

　令和 6 年名古屋港管理組合告示第41号の一部を次のように改正する。

　　令和 7 年 4 月 1 日

名古屋港管理組合管理者　　　　　　　

愛知県知事　大村　秀章　

　　　　　「

　 3 の表中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　　「

　を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に改める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

施設の種類 名　称 位　置

浮桟橋

荷役通船用浮桟橋
名古屋市港区港町（ガーデンふ頭小船溜り）

（西側）

外航通船用浮桟橋
名古屋市港区港町（ガーデンふ頭小船溜り）

（東側）

外航通船用第 3 浮桟橋 海部郡飛島村地先

小型旅客船用浮桟橋
名古屋市熱田区神戸町1006番地先（堀川宮

の渡し）

小型旅客船用第 2 浮桟橋 名古屋市熱田区西町地先（堀川白鳥）

小型旅客船用第 3 浮桟橋 名古屋市中区栄一丁目地先（堀川納屋橋）

施設の種類 名　称 位　置

浮桟橋

荷役通船用浮桟橋
名古屋市港区港町（ガーデンふ頭小船溜り）

（西側）

外航通船用浮桟橋
名古屋市港区港町（ガーデンふ頭小船溜り）

（東側）

外航通船用第 3 浮桟橋 海部郡飛島村地先

小型旅客船用浮桟橋
名古屋市熱田区神戸町1006番地先（堀川宮

の渡し）

小型旅客船用第 2 浮桟橋 名古屋市熱田区西町地先（堀川白鳥）

小型旅客船用第 3 浮桟橋 名古屋市中区栄一丁目地先（堀川納屋橋）

小型旅客船用第 4 浮桟橋 名古屋市港区金城ふ頭三丁目 2 番 1 地先
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名古屋港管理組合告示第13号

　平成16年名古屋港管理組合告示第31号（制限区域の設定）の一部を令和 7 年 2 月25日をもって次のように改正した。

　　令和 7 年 4 月 1 日

名古屋港管理組合管理者　　　　　　　

愛知県知事　大村　秀章　

　 1 及び 2 の表金城ふ頭地区の項中「、63号岸壁、64号岸壁、65号岸壁、66号岸壁、67号岸壁」を削る。

　　　　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━　　　　

名古屋港管理組合告示第14号

　次の港湾施設は、令和 7 年 4 月 1 日から変更する。

　　令和 7 年 4 月 1 日

名古屋港管理組合管理者　　　　　　　

愛知県知事　大村　秀章　

　施設の種類　係船岸壁

　　変更前

　　用途区分を定めた岸壁

名　称 位　　置 延　長
エプロン

幅
水　深

標準係船能力

備　　考
船舶の

総トン数
バース数

3 号岸壁 ガーデンふ頭南側

メートル  

290

メートル  

20

メートル  

10

トン  

20,000

バース  

1

　　変更後

　　用途区分を定めた岸壁

名　称 位　　置 延　長
エプロン

幅
水　深

標準係船能力

備　　考
船舶の

総トン数
バース数

3 号岸壁 ガーデンふ頭南側

メートル  

290

メートル  

20

メートル  

10

トン  

50,000

バース  

1
岸壁西端から80m

はドルフィン
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名古屋港管理組合告示第15号

　次の港湾施設は、令和 7 年 4 月 1 日から次のとおり変更する。

　　令和 7 年 4 月 1 日

名古屋港管理組合管理者　　　　　　　

愛知県知事　大村　秀章　

　施設の種類　係船岸壁

　　変更前

　　用途区分を定めない岸壁

名　称 位　　置 延　長
エプロン

幅
水　深

標準係船能力

備　　考
船舶の

総トン数
バース数

71号岸壁 金城ふ頭北側

メートル  

450

メートル  

10〜15

メートル  

5.5

トン  

1,500

バース  

5

　　変更後

　　用途区分を定めない岸壁

名　称 位　　置 延　長
エプロン

幅
水　深

標準係船能力

備　　考
船舶の

総トン数
バース数

71号岸壁 金城ふ頭北側

メートル  

450

メートル  

10〜15

メートル  

5.5

トン  

1,500

バース  

5

電力供給設備

三相200ボルト

125アンペア　 2 個

　　　　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━　　　　

名古屋港管理組合告示第16号

　次の港湾施設は、令和 7 年 4 月 1 日に廃止する。

　　令和 7 年 4 月 1 日

名古屋港管理組合管理者　　　　　　　

愛知県知事　大村　秀章　

　施設の種類　道路

名　称 位　置 延　長（ｍ） 幅　員（ｍ）

木場金岡 1 号線 木場金岡ふ頭 1,110 20

木場金岡①号線 木場金岡ふ頭 650 20
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訓　　　　　令
訓 令 第 二 号

組 合 内 一 般

　
課 の 組 織 の 分 掌 事 務 規 程 ︵ 平 成 八 年 訓 令 第 三 号 ︶ の 全 部 を 改 正 す る 。

　 　
令 和 七 年 四 月 一 日

 名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者
　 　 　 　 　 　 　

 愛 知 県 知 事
　
大 村
　
秀 章
　

　 　 　
課 の 組 織 の 分 掌 事 務 規 程

　
︵ 政 策 調 整 課 の 組 織 及 び そ の 分 掌 事 務 ︶

第 一 条
　
政 策 企 画 部 政 策 調 整 課 の 係 及 び そ の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　
一
　
政 策 調 整 係

　 　
イ 　
国 並 び に 愛 知 県 及 び 名 古 屋 市 そ の 他 関 係 地 方 公 共 団 体 の 名 古 屋 港 の 開 発 整 備 に 関 す る 計 画 に 係 る 連 絡 調 整 に 関 す る

こ と 。

　 　
ロ
　
重 要 施 策 の 総 合 的 な 調 整 に 関 す る こ と 。

　 　
ハ 　
イ 及 び ロ の ほ か 、 名 古 屋 港 の 開 発 整 備 及 び 重 要 施 策 に 係 る 渉 外 そ の 他 連 絡 調 整 に 関 す る こ と ︵ 建 設 部 推 進 課 推 進 係

の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　
ニ
　
名 古 屋 港 審 議 会 に 関 す る こ と 。

　 　
ホ
　
部 内 の 予 算 及 び 決 算 に 関 す る こ と 。

　 　
ヘ
　
部 内 の 事 務 事 業 の 連 絡 調 整 に 関 す る こ と 。

　 　
ト
　
部 内 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　 　
チ
　
部 内 他 課 の 主 管 に 属 し な い こ と 。

　
︵ 企 画 創 造 課 の 組 織 及 び そ の 分 掌 事 務 ︶

第 二 条 　 政 策 企 画 部 企 画 創 造 課 の 係 及 び そ の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　 一 　 企 画 創 造 係

　 　 イ 　 名 古 屋 港 の 開 発 整 備 及 び 管 理 運 営 に 係 る 基 本 構 想 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 重 要 施 策 の 総 合 的 な 企 画 及 び 新 た な 施 策 の 創 造 に 関 す る こ と 。

　 　 ハ 　 ロ に 係 る 国 内 及 び 外 国 港 湾 の 情 報 収 集 及 び 分 析 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ 　 港 湾 経 営 に 関 す る 調 査 研 究 に 関 す る こ と 。

　 　 ホ 　 名 古 屋 四 日 市 国 際 港 湾 株 式 会 社 の 運 営 及 び 活 動 に 係 る 調 整 に 関 す る こ と 。

　 　 ヘ 　 統 計 セ ン タ ー の 主 管 に 属 し な い こ と 。

２ 　 統 計 セ ン タ ー の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　 一 　 港 湾 統 計 の 作 成 及 び 解 析 に 関 す る こ と 。

　 二 　 港 湾 統 計 図 書 の 編 集 及 び 発 行 に 関 す る こ と 。

　 ︵ 計 画 課 の 組 織 及 び そ の 分 掌 事 務 ︶

第 三 条 　 政 策 企 画 部 計 画 課 の 係 及 び そ の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　 一 　 計 画 係

　 　 イ 　 港 湾 計 画 そ の 他 の 名 古 屋 港 の 開 発 整 備 に 係 る 基 本 計 画 に 関 す る こ と ︵ 環 境 課 環 境 係 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　 ロ 　 港 湾 脱 炭 素 化 推 進 計 画 に 関 す る こ と ︵ 他 部 及 び 部 内 他 課 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　 ハ 　 海 岸 保 全 施 設 の 整 備 に 係 る 基 本 計 画 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ 　 港 湾 区 域 、 港 湾 隣 接 地 域 並 び に 臨 港 地 区 及 び そ の 分 区 の 指 定 に 関 す る こ と 。

　 　 ホ 　 海 岸 保 全 区 域 の 指 定 に 係 る 協 議 に 関 す る こ と 。

　 　 ヘ 　 出 願 工 事 の 計 画 審 査 に 関 す る こ と 。

　 ︵ 環 境 課 の 組 織 及 び そ の 分 掌 事 務 ︶

第 四 条 　 政 策 企 画 部 環 境 課 の 係 及 び そ の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　 一 　 環 境 係

　 　 イ 　 港 湾 環 境 整 備 施 設 そ の 他 港 湾 の 環 境 の 保 全 に 関 す る 施 設 の 整 備 に 係 る 基 本 計 画 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 地 球 温 暖 化 対 策 の 実 行 計 画 に 関 す る こ と 。

　 　 ハ 　 エ ネ ル ギ ー の 使 用 の 合 理 化 に 係 る 計 画 の 作 成 及 び 報 告 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ 　 港 湾 区 域 内 の 水 質 そ の 他 港 湾 の 環 境 の 保 全 に 係 る 調 査 に 関 す る こ と 。

　 　 ホ 　 出 願 工 事 の 環 境 保 全 審 査 に 関 す る こ と 。

　 　 ヘ 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 公 害 防 止 事 業 費 負 担 審 議 会 に 関 す る こ と 。

　 　 ト 　 公 害 防 止 事 業 費 事 業 者 負 担 金 に 関 す る こ と 。

　 ︵ 総 務 課 の 組 織 及 び そ の 分 掌 事 務 ︶

第 五 条 　 総 務 部 総 務 課 の 係 及 び そ の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　 一 　 庶 務 係

　 　 イ 　 秘 書 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 議 会 に 関 す る こ と 。

　 　 ハ 　 監 査 委 員 と の 連 絡 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ 　 儀 式 及 び 褒 賞 に 関 す る こ と 。

　 　 ホ 　 幹 部 会 に 関 す る こ と 。

　 　 へ 　 愛 知 県 及 び 名 古 屋 市 と の 政 策 に 係 る 連 絡 調 整 に 関 す る こ と 。

　 　 ト 　 東 京 に お け る 関 係 機 関 及 び 各 種 団 体 等 と の 連 絡 調 整 に 関 す る こ と 。
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チ 

　
名 古 屋 港 管 理 組 合 本 庁 舎 等 整 備 事 業 の 連 絡 調 整 に 関 す る こ と ︵ 港 営 部 文 化 交 流 施 設 課 文 化 交 流 施 設 係 及 び 建 設 部 開

発 課 開 発 係 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　
リ
　
本 庁 舎 及 び 庁 用 電 話 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　 　
ヌ
　
部 内 の 事 務 事 業 の 連 絡 調 整 に 関 す る こ と 。

　 　
ル
　
部 内 及 び 課 内 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　 　
ヲ
　
他 部 、 部 内 他 課 及 び 課 内 他 係 の 主 管 に 属 し な い こ と 。

　
二
　
文 書 係

　 　
イ
　
文 書 の 収 受 並 び に 行 政 文 書 の 発 送 及 び 保 存 に 関 す る こ と 。

　 　
ロ
　
行 政 文 書 の 形 式 審 査 に 関 す る こ と 。

　 　
ハ
　
文 書 事 務 の 指 導 及 び 改 善 に 関 す る こ と 。

　 　
ニ
　
公 印 に 関 す る こ と 。

　 　
ホ
　
公 報 の 編 集 及 び 発 行 に 関 す る こ と 。

　 　
ヘ
　
行 政 文 書 の 公 開 に 関 す る こ と 。

　 　
ト
　
個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る こ と 。

　 　
チ
　
行 政 資 料 の 収 集 及 び 整 備 に 関 す る こ と 。

　 　
リ
　
港 湾 利 用 者 、 県 市 民 等 の 要 望 、 相 談 等 の 処 理 及 び 連 絡 に 関 す る こ と 。

　
三
　
法 規 係

　 　
イ
　
条 例 、 議 案 、 規 則 、 訓 令 、 訓 等 の 規 程 類 そ の 他 の 法 規 文 書 の 審 査 に 関 す る こ と 。

　 　
ロ
　
公 告 式 に 関 す る こ と 。

　 　
ハ
　
訴 訟 、 行 政 不 服 審 査 ︵ 行 政 文 書 の 公 開 及 び 個 人 情 報 の 保 護 に 係 る 行 政 不 服 審 査 を 除 く 。 ︶ そ の 他 の 争 訟 に 関 す る こ と 。

　 　
ニ
　
係 争 の お そ れ の あ る 事 件 に つ い て の 法 律 的 意 見 に 関 す る こ と 。

　 　
ホ
　
例 規 類 の 編 集 及 び 発 行 に 関 す る こ と 。

　
︵ 危 機 管 理 課 の 組 織 及 び そ の 分 掌 事 務 ︶

第 六 条 　 総 務 部 危 機 管 理 課 の 係 及 び そ の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　 一 　 危 機 管 理 係

　 　 イ 　 危 機 管 理 対 策 に 係 る 企 画 及 び 実 施 の 総 合 調 整 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 防 災 計 画 に 関 す る こ と 。

　 　 ハ 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 国 民 保 護 業 務 計 画 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ 　 港 湾 施 設 の 保 安 対 策 に 関 す る こ と 。

　 　 ホ 　 防 災 会 議 及 び 災 害 対 策 本 部 に 関 す る こ と 。

　 　 ヘ 　 防 災 に 係 る 情 報 シ ス テ ム の 運 用 管 理 に 関 す る こ と 。

　 　 ト 　 防 災 無 線 及 び 非 常 通 信 に 関 す る こ と 。

　 　 チ

 

　 名 古 屋 港 管 理 組 合 の 休 日 を 定 め る 条 例 ︵ 平 成 三 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 七 号 ︶ 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 本 組 合 の

休 日 、 夜 間 等 に お け る 事 故 の 初 動 活 動 に 関 す る こ と 。

　 　 リ 　 危 機 管 理 に 係 る 関 係 機 関 と の 連 絡 調 整 に 関 す る こ と 。

　 　 ヌ 　 課 内 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　 ︵ 行 政 管 理 課 の 組 織 及 び そ の 分 掌 事 務 ︶

第 七 条 　 総 務 部 行 政 管 理 課 の 係 及 び そ の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　 一 　 行 政 管 理 係

　 　 イ 　 行 政 管 理 の 総 合 的 な 企 画 及 び 調 整 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 行 政 監 察 及 び 事 務 の 執 行 状 況 に 係 る 特 命 考 査 に 関 す る こ と 。

　 　 ハ 　 組 織 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ 　 職 員 定 数 の 設 定 に 関 す る こ と 。

　 　 ホ 　 職 務 権 限 に 関 す る こ と 。

　 　 ヘ 　 事 務 改 善 に 係 る 調 査 及 び 指 導 に 関 す る こ と 。

　 　 ト 　 職 員 提 案 に 関 す る こ と 。

　 　 チ 　 課 内 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　 　 リ 　 Ｄ Ｘ 推 進 室 の 主 管 に 属 し な い こ と 。

２ 　 Ｄ Ｘ 推 進 室 の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　 一

 

　 デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン の 推 進 に 関 す る 施 策 及 び Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 業 務 改 革 の 総 合 的 な 企 画 及 び 調 整 に 関

す る こ と 。

　 二 　 デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン の 推 進 及 び Ｉ Ｃ Ｔ の 活 用 に 係 る 相 談 、 指 導 及 び 調 整 に 関 す る こ と 。

　 三 　 情 報 シ ス テ ム の 開 発 及 び 運 用 管 理 に 関 す る こ と 。

　 四 　 情 報 セ キ ュ リ テ ィ に 関 す る こ と 。

　 ︵ 職 員 課 の 組 織 及 び そ の 分 掌 事 務 ︶

第 八 条 　 総 務 部 職 員 課 の 係 及 び そ の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　 一 　 人 事 係

　 　 イ 　 職 員 の 進 退 、 賞 罰 、 服 務 そ の 他 身 分 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 職 員 定 数 の 管 理 及 び 職 員 の 配 置 に 関 す る こ と 。

　 　 ハ 　 職 員 の 採 用 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ 　 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 、 職 務 専 念 義 務 免 除 等 に 関 す る こ と 。

　 　 ホ 　 職 員 の 研 修 そ の 他 の 能 力 開 発 に 関 す る こ と 。

　 　 ヘ 　 職 員 の 考 査 に 関 す る こ と 。
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ト
　
服 務 監 察 及 び 職 員 の 服 務 に 係 る 特 命 考 査 に 関 す る こ と 。

　 　
チ
　
職 員 の 賠 償 責 任 に 関 す る こ と 。

　 　
リ
　
公 平 委 員 会 の 事 務 の 委 託 に 伴 う 愛 知 県 人 事 委 員 会 と の 連 絡 、 協 議 等 に 関 す る こ と 。

　 　
ヌ
　
部 内 の 人 事 及 び 課 内 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　 　
ル
　
課 内 他 係 の 主 管 に 属 し な い こ と 。

　
二
　
給 与 係

　 　
イ
　
給 与 制 度 の 調 査 及 び 計 画 に 関 す る こ と 。

　 　
ロ
　
給 与 に 関 す る 条 例 、 規 則 そ の 他 の 規 程 の 制 定 改 廃 に 関 す る こ と 。

　 　
ハ
　
職 員 の 給 与 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　 　
ニ
　
職 員 の 給 与 に 関 す る 統 計 及 び 調 査 に 関 す る こ と 。

　 　
ホ
　
職 員 の 給 与 の 予 算 要 求 及 び 支 払 に 関 す る こ と 。

　 　
ヘ
　
部 内 の 給 与 に 関 す る こ と 。

　 　
ト
　
職 員 団 体 に 関 す る こ と 。

　 　
チ
　
被 服 貸 与 に 関 す る こ と 。

　 　
リ
　
職 員 の 児 童 手 当 に 関 す る こ と 。

　 　
ヌ
　
退 隠 料 、 遺 族 扶 助 料 等 に 関 す る こ と 。

　
三
　
福 利 係

　 　
イ
　
職 員 の 福 利 厚 生 に 関 す る こ と 。

　 　
ロ
　
職 員 の 安 全 管 理 及 び 衛 生 管 理 に 関 す る こ と 。

　 　
ハ
　
職 員 の 公 務 災 害 補 償 に 関 す る こ と 。

　 　
ニ
　
福 利 施 設 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　 　
ホ
　
共 済 組 合 及 び 互 助 会 に 関 す る こ と 。

　
︵ 財 政 課 の 組 織 及 び そ の 分 掌 事 務 ︶

第 九 条 　 総 務 部 財 政 課 の 係 及 び そ の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　 一 　 財 政 係

　 　 イ 　 本 組 合 の 総 合 財 政 計 画 及 び 総 合 財 政 調 査 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 一 般 会 計 及 び 特 別 会 計 の 予 算 の 編 成 、 配 当 及 び 執 行 監 督 並 び に 企 業 会 計 の 予 算 の 調 製 に 関 す る こ と 。

　 　 ハ 　 一 般 会 計 の 予 備 費 支 出 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ 　 組 合 債 及 び 企 業 債 に 関 す る こ と 。

　 　 ホ 　 国 庫 補 助 金 及 び 負 担 金 の 交 付 申 請 に 関 す る こ と 。

　 　 ヘ 　 財 政 状 況 及 び 港 湾 整 備 事 業 の 業 務 状 況 の 公 表 に 関 す る こ と 。

　 　 ト 　 部 内 の 予 算 及 び 決 算 に 関 す る こ と 。

　 　 チ 　 直 轄 事 業 負 担 金 に 関 す る こ と 。

　 　 リ 　 港 湾 財 政 収 支 報 告 に 関 す る こ と 。

　 　 ヌ 　 決 算 統 計 報 告 に 関 す る こ と 。

　 　 ル 　 特 別 と ん 譲 与 税 、 地 方 交 付 税 等 の 基 礎 資 料 に 関 す る こ と 。

　 　 ヲ

 

　 外 郭 団 体 ︵ 本 組 合 が 出 資 し 、 又 は 財 政 的 援 助 そ の 他 援 助 を 与 え て い る 団 体 で 、 管 理 者 が 指 定 す る も の を い う 。 以 下

同 じ 。 ︶ の 財 政 に 係 る 指 導 及 び 監 理 に 関 す る こ と 。

　 　 ワ 　 県 市 負 担 金 に 関 す る こ と 。

　 　 カ 　 課 内 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　 ︵ 会 計 課 の 組 織 及 び そ の 分 掌 事 務 ︶

第 十 条 　 総 務 部 会 計 課 の 係 及 び そ の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　 一 　 会 計 係

　 　 イ 　 債 権 管 理 の 総 合 調 整 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 納 入 通 知 、 督 促 及 び 滞 納 に 関 す る こ と 。

　 　 ハ 　 会 計 の 監 督 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ 　 一 般 会 計 及 び 特 別 会 計 の 決 算 を 監 査 委 員 の 審 査 に 付 す る こ と 。

　 　 ホ 　 指 定 金 融 機 関 等 に 関 す る こ と 。

　 　 ヘ 　 課 内 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　 　 ト 　 課 内 他 係 の 主 管 に 属 し な い こ と 。

　 二 　 支 出 係

　 　 イ 　 資 金 計 画 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 他 部 及 び 部 内 他 課 に 属 し な い 支 出 事 務 に 関 す る こ と 。

　 三 　 用 度 係

　 　 イ 　 物 品 ︵ 工 事 用 機 材 及 び 工 事 用 材 料 を 除 く 。 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。 ︶ の 需 給 計 画 及 び 規 格 統 一 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 物 品 の 購 入 、 修 繕 、 貸 借 、 輸 送 及 び 交 換 、 船 舶 の 修 繕 並 び に 不 用 物 品 の 処 分 の 契 約 に 関 す る こ と 。

　 　 ハ 　 物 品 の 検 収 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ 　 一 般 会 計 の 不 用 物 品 の 処 分 に 関 す る こ と 。

　 　 ホ 　 船 舶 等 の 保 険 契 約 に 関 す る こ と 。

　 　 ヘ 　 ロ の 契 約 に 係 る 指 名 業 者 審 査 委 員 会 に 関 す る こ と 。

　 　 ト 　 第 十 六 条 第 一 号 ニ か ら ト ま で の 契 約 に 係 る 入 札 の 公 告 及 び 開 札 に 関 す る こ と 。

　 　 チ 　 他 部 、 部 内 他 課 及 び 課 内 他 係 に 属 し な い 契 約 事 務 及 び 物 品 事 務 に 関 す る こ と 。

　 ︵ 港 営 課 の 組 織 及 び そ の 分 掌 事 務 ︶
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第 十 一 条
　
港 営 部 港 営 課 の 係 及 び そ の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　
一
　
庶 務 係

　 　
イ
　
港 湾 運 送 事 業 ︵ 検 数 事 業 等 を 除 く 。 ︶ に つ い て の 意 見 の 具 申 及 び 許 可 等 の 通 知 の 受 理 に 関 す る こ と 。

　 　
ロ
　
港 湾 諸 業 の 改 善 及 び 役 務 の あ っ せ ん に 関 す る こ と 。

　 　
ハ
　
船 舶 乗 組 員 及 び 港 湾 労 働 者 の 福 利 厚 生 に 関 す る こ と 。

　 　
ニ
　
港 内 業 務 の 承 認 に 関 す る こ と 。

　 　
ホ
　
港 湾 環 境 整 備 負 担 金 に 関 す る こ と 。

　 　
ヘ
　
名 古 屋 港 管 理 組 合 放 置 自 動 車 廃 物 判 定 委 員 会 に 関 す る こ と 。

　 　
ト
　
名 古 屋 港 鉄 鋼 埠 頭 株 式 会 社 及 び 名 古 屋 港 埠 頭 株 式 会 社 の 運 営 及 び 活 動 に 係 る 調 整 に 関 す る こ と 。

　 　
チ
　
部 内 の 事 務 事 業 の 連 絡 調 整 に 関 す る こ と 。

　 　
リ
　
部 内 及 び 課 内 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　 　
ヌ
　
部 内 他 課 及 び 課 内 他 係 の 主 管 に 属 し な い こ と 。

　
二
　
経 理 係

　 　
イ
　
部 内 一 般 会 計 の 予 算 及 び 決 算 に 関 す る こ と 。

　 　
ロ
　
施 設 運 営 事 業 会 計 の 財 政 計 画 及 び 財 政 調 査 に 関 す る こ と 。

　 　
ハ
　
施 設 運 営 事 業 会 計 の 予 算 の 作 成 及 び 執 行 並 び に 決 算 の 作 成 に 関 す る こ と 。

　 　
ニ
　
施 設 運 営 事 業 の 用 に 供 す る 物 品 の 取 得 及 び 処 分 に 関 す る こ と 。

　 　
ホ
　
施 設 運 営 事 業 会 計 の 財 務 諸 表 に 関 す る こ と 。

　 　
ヘ
　
施 設 運 営 事 業 の 業 務 状 況 説 明 書 類 の 作 成 に 関 す る こ と 。

　
三
　
運 営 係

　 　
イ 　
港 湾 施 設 の 管 理 及 び 運 営 に 関 す る こ と ︵ 文 化 交 流 施 設 課 文 化 交 流 施 設 係 、 管 財 課 管 理 第 一 係 及 び 管 理 第 二 係 並 び に

海 務 課 海 務 係 及 び 船 席 係 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　
ロ
　
イ に 係 る 計 画 ︵ 政 策 企 画 部 企 画 創 造 課 企 画 創 造 係 の 主 管 に 属 す る も の を 除 く 。 ︶ 及 び 総 合 調 整 に 関 す る こ と 。

　 　
ハ 　
港 湾 施 設 ︵ 文 化 交 流 施 設 課 文 化 交 流 施 設 係 、 管 財 課 管 理 第 一 係 及 び 管 理 第 二 係 並 び に 海 務 課 船 席 係 の 主 管 に 属 す る

も の を 除 く 。 ︶ の 保 安 対 策 に 関 す る こ と ︵ 総 務 部 危 機 管 理 課 危 機 管 理 係 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　 ニ

 

　 受 変 電 施 設 そ の 他 の 電 気 施 設 の 管 理 に 関 す る こ と ︵ 文 化 交 流 施 設 課 文 化 交 流 施 設 係 及 び 建 設 部 建 設 事 務 所 電 気 係 の

主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　 ホ

 

　 電 気 設 備 の 技 術 的 保 守 点 検 に 関 す る こ と ︵ 文 化 交 流 施 設 課 文 化 交 流 施 設 係 及 び 建 設 部 建 設 事 務 所 電 気 係 の 主 管 に 属

す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　 へ 　 港 湾 施 設 使 用 料 の 調 査 に 関 す る こ と 。

　 　 ト 　 港 湾 料 率 表 の 作 成 及 び 公 表 に 関 す る こ と 。

　 　 チ 　 六 大 港 湾 協 議 会 に 関 す る こ と 。

　 ︵ 文 化 交 流 施 設 課 の 組 織 及 び そ の 分 掌 事 務 ︶

第 十 二 条 　 港 営 部 文 化 交 流 施 設 課 の 係 及 び そ の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　 一 　 文 化 交 流 施 設 係

　 　 イ 　 ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 施 設 管 理 の 総 合 調 整 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 港 湾 施 設 の 管 理 及 び 運 営 に 関 す る こ と ︵ 海 務 課 海 務 係 及 び 船 席 係 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　 ハ 　 ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 係 船 岸 壁 に お け る 荷 役 作 業 に 伴 う 規 制 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ 　 ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 岸 壁 離 着 船 舶 の 立 会 い に 関 す る こ と 。

　 　 ホ

 

　 ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 護 岸 、 防 波 堤 等 の 外 郭 施 設 及 び 臨 港 道 路 、 橋 り ょ う 等 の 臨 港 交 通 施 設 並 び に 緑 地 そ の 他 港 湾 の 環

境 を 整 備 又 は 保 全 す る た め の 施 設 の 維 持 管 理 に 関 す る こ と 。

　 　 へ 　 ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 受 変 電 施 設 そ の 他 の 電 気 施 設 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　 　 ト 　 ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 電 気 設 備 の 技 術 的 保 守 点 検 に 関 す る こ と 。

　 　 チ 　 ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 観 光 文 化 施 設 の 利 用 に 係 る 動 線 管 理 の 企 画 及 び 調 整 に 関 す る こ と 。

　 　 リ 　 ガ ー デ ン 緑 園 総 合 案 内 所 の 管 理 及 び 運 営 に 関 す る こ と 。

　 　 ヌ

 

　 公 益 財 団 法 人 名 古 屋 み な と 振 興 財 団 及 び 公 益 財 団 法 人 名 古 屋 港 緑 地 保 全 協 会 の 運 営 及 び 活 動 に 係 る 調 整 に 関 す る こ

と 。

　 　 ル 　 外 郭 団 体 の 事 業 の 計 画 及 び 決 算 に 関 す る 書 類 の 総 括 に 関 す る こ と 。

　 　 ヲ 　 基 金 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　 　 ワ 　 名 古 屋 港 水 族 館 、 名 古 屋 港 ポ ー ト ビ ル 、 名 古 屋 港 湾 会 館 及 び 臨 港 緑 地 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　 　 カ 　 海 事 思 想 普 及 施 設 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　 　 ヨ 　 課 内 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　 ︵ み な と 振 興 課 の 組 織 及 び そ の 分 掌 事 務 ︶

第 十 三 条 　 港 営 部 み な と 振 興 課 の 係 及 び そ の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　 一 　 み な と 振 興 係

　 　 イ 　 船 舶 、 貨 物 及 び 企 業 の 誘 致 そ の 他 名 古 屋 港 利 用 の 推 進 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 港 湾 振 興 に 関 す る 調 査 に 関 す る こ と 。

　 　 ハ 　 外 国 港 湾 と の 親 善 及 び 提 携 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ 　 外 国 港 湾 と の 情 報 交 換 に 関 す る こ と 。

　 　 ホ

 

　 外 国 港 湾 関 係 資 料 の 収 集 に 関 す る こ と ︵ 政 策 企 画 部 企 画 創 造 課 企 画 創 造 係 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　 ヘ 　 外 国 文 書 の 作 成 及 び 翻 訳 並 び に 通 訳 に 関 す る こ と 。

　 　 ト 　 国 際 的 儀 礼 及 び 外 国 人 に 対 す る 接 遇 に 関 す る こ と 。

　 　 チ 　 そ の 他 外 事 に 関 す る こ と 。
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リ
　
国 際 港 湾 協 会 及 び 公 益 社 団 法 人 日 本 港 湾 協 会 に 関 す る こ と 。

　 　
ヌ
　
課 内 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　 　
ル
　
広 報 ・ に ぎ わ い 振 興 室 の 主 管 に 属 し な い こ と 。

２
　
広 報 ・ に ぎ わ い 振 興 室 の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　
一
　
広 報 活 動 の 企 画 に 関 す る こ と 。

　
二
　
広 報 資 料 の 収 集 に 関 す る こ と 。

　
三
　
刊 行 物 、 映 像 等 に よ る 名 古 屋 港 の 普 及 宣 伝 に 関 す る こ と 。

　
四
　
報 道 機 関 と の 連 絡 に 関 す る こ と 。

　
五
　
庁 外 向 け ホ ー ム ペ ー ジ の 管 理 に 関 す る こ と 。

　
六
　
庁 内 広 報 紙 に 関 す る こ と 。

　
七
　
名 古 屋 港 の 観 光 事 業 の 振 興 及 び 広 報 に 関 す る こ と 。

　
八
　
催 事 に 関 す る こ と 。

　
九
　
港 務 艇 の 運 航 管 理 に 関 す る こ と 。

　
︵ 管 財 課 の 組 織 及 び そ の 分 掌 事 務 ︶

第 十 四 条
　
港 営 部 管 財 課 の 係 及 び そ の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　
一
　
管 財 係

　 　
イ
　
公 有 財 産 の 統 轄 に 関 す る こ と 。

　 　
ロ 　
公 有 財 産 の 取 得 及 び 処 分 ︵ 施 設 運 営 事 業 の 用 に 供 す る も の の 処 分 を 含 む 。 ︶ に 関 す る こ と ︵ 他 部 及 び 部 内 他 課 の 主

管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　
ハ
　
国 有 財 産 の 借 受 け 及 び 管 理 受 託 に 関 す る こ と 。

　 　
ニ
　
本 組 合 設 立 に 伴 う 借 受 財 産 に 係 る 連 絡 調 整 に 関 す る こ と 。

　 　
ホ
　
公 有 財 産 台 帳 に 関 す る こ と 。

　 　
ヘ
　
港 湾 台 帳 及 び 海 岸 保 全 区 域 台 帳 に 関 す る こ と ︵ 建 設 部 技 術 課 技 術 係 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　
ト 　 公 有 財 産 ︵ 船 舶 及 び 埋 立 事 業 会 計 に 属 す る も の を 除 く 。 ︶ の 登 記 に 関 す る こ と 。

　 　 チ 　 部 所 管 の 土 地 の 実 態 調 査 に 関 す る こ と 。

　 　 リ 　 公 有 財 産 に 係 る 損 害 保 険 に 関 す る こ と ︵ 他 部 及 び 部 内 他 課 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　 ヌ 　 損 失 補 償 基 準 に 関 す る こ と 。

　 　 ル 　 名 古 屋 臨 海 鉄 道 株 式 会 社 の 運 営 及 び 活 動 に 係 る 調 整 に 関 す る こ と 。

　 　 ヲ 　 課 内 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　 　 ワ 　 課 内 他 係 の 主 管 に 属 し な い こ と 。

　 二 　 管 理 第 一 係 及 び 管 理 第 二 係 ︵ 係 別 の 所 管 区 域 及 び 分 掌 事 務 は 、 港 営 部 長 が 総 務 部 長 に 合 議 し て 定 め る 。 ︶

　 　 イ 　 行 政 財 産 及 び 普 通 財 産 の 土 地 の 管 理 及 び 運 営 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 中 川 運 河 及 び 中 川 運 河 周 辺 の 港 湾 施 設 の 管 理 及 び 運 営 に 関 す る こ と 。

　 　 ハ 　 護 岸 、 防 波 堤 等 の 外 郭 施 設 及 び 臨 港 道 路 、 橋 り ょ う 等 の 臨 港 交 通 施 設 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ

 

　 緑 地 ︵ 文 化 交 流 施 設 課 文 化 交 流 施 設 係 の 主 管 に 属 す る も の を 除 く 。 ︶ そ の 他 港 湾 の 環 境 を 整 備 又 は 保 全 す る た め の

施 設 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　 　 ホ 　 埋 立 事 業 の 用 に 供 す る 財 産 ︵ 物 品 を 除 く 。 ︶ の 管 理 に 関 す る こ と 。

　 ︵ 海 務 課 の 組 織 及 び そ の 分 掌 事 務 ︶

第 十 五 条 　 港 営 部 海 務 課 の 係 及 び そ の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　 一 　 管 理 係

　 　 イ 　 課 内 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 課 内 他 係 の 主 管 に 属 し な い こ と 。

　 二 　 海 務 係

　 　 イ

 

　 航 路 、 泊 地 及 び 船 だ ま り 並 び に 係 船 岸 壁 そ の 他 の 係 留 施 設 の 管 理 に 関 す る こ と ︵ 文 化 交 流 施 設 課 文 化 交 流 施 設 係 の

主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　 ロ 　 海 難 防 止 に 関 す る こ と 。

　 　 ハ 　 港 内 の 消 火 及 び 救 難 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ 　 海 図 及 び 水 路 通 報 に 関 す る こ と 。

　 　 ホ

 

　 港 湾 区 域 内 の 漂 流 物 そ の 他 の 航 行 障 害 物 の 除 去 、 水 域 の 清 掃 そ の 他 汚 染 の 防 除 ︵ 工 事 に 係 る も の を 除 く 。 ︶ に 関 す

る こ と ︵ 政 策 企 画 部 環 境 課 環 境 係 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　 へ 　 公 益 社 団 法 人 名 古 屋 清 港 会 の 運 営 及 び 活 動 に 係 る 調 整 に 関 す る こ と 。

　 　 ト 　 所 属 船 舶 の 管 理 に 関 す る こ と ︵ み な と 振 興 課 広 報 ・ に ぎ わ い 振 興 室 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 三 　 規 制 係

　 　 イ 　 港 湾 区 域 内 及 び 港 湾 隣 接 地 域 内 に お け る 行 為 の 規 制 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 臨 港 地 区 内 に お け る 行 為 の 届 出 等 に 関 す る こ と 。

　 　 ハ 　 臨 港 地 区 内 の 分 区 に お け る 構 築 物 の 規 制 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ 　 海 岸 保 全 区 域 内 に お け る 行 為 の 規 制 等 に 関 す る こ と 。

　 　 ホ 　 イ か ら ニ ま で に 係 る 出 願 工 事 の 審 査 及 び そ の 統 轄 に 関 す る こ と 。

　 　 ヘ 　 港 湾 区 域 内 の 公 有 水 面 の 埋 立 免 許 に 関 す る こ と 。

　 四 　 船 席 係

　 　 イ 　 船 舶 の 入 出 港 届 の 受 理 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 係 船 岸 壁 そ の 他 の 係 留 施 設 の 運 営 に 関 す る こ と ︵ 文 化 交 流 施 設 課 文 化 交 流 施 設 係 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　 ハ 　 係 船 岸 壁 に お け る 荷 役 作 業 に 伴 う 規 制 に 関 す る こ と ︵ 文 化 交 流 施 設 課 文 化 交 流 施 設 係 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。
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ニ
　
入 港 船 の 船 席 指 定 に 関 す る こ と 。

　 　
ホ
　
入 出 港 船 舶 の 係 離 及 び 誘 導 に 関 す る こ と 。

　 　
ヘ
　
岸 壁 離 着 船 舶 の 立 会 い に 関 す る こ と ︵ 文 化 交 流 施 設 課 文 化 交 流 施 設 係 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　
ト
　
無 線 通 信 に 関 す る こ と 。

　 　
チ
　
無 線 通 信 施 設 及 び 国 際 Ｖ Ｈ Ｆ 無 線 電 話 施 設 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　 　
リ
　
入 出 港 船 舶 の 監 視 及 び 動 静 把 握 に 関 す る こ と 。

　 　
ヌ
　
信 号 施 設 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　
︵ 建 設 課 の 組 織 及 び そ の 分 掌 事 務 ︶

第 十 六 条
　
建 設 部 建 設 課 の 係 及 び そ の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　
一
　
庶 務 係

　 　
イ
　
一 般 会 計 に 属 す る 部 所 管 公 有 財 産 の 管 理 及 び そ の 統 轄 に 関 す る こ と 。

　 　
ロ
　
埋 立 事 業 の 用 に 供 す る 財 産 ︵ 仮 設 備 及 び 物 品 を 除 く 。 ︶ の 取 得 及 び 処 分 に 関 す る こ と 。

　 　
ハ
　
埋 立 事 業 会 計 に 属 す る 造 成 中 の 埋 立 地 の 管 理 の 統 轄 に 関 す る こ と 。

　 　
ニ
　
工 事 及 び 製 造 の 契 約 に 関 す る こ と ︵ 総 務 部 会 計 課 用 度 係 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　
ホ
　
地 質 調 査 、 設 計 、 測 量 等 の 委 託 契 約 に 関 す る こ と ︵ 総 務 部 会 計 課 用 度 係 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　
ヘ
　
工 事 用 機 材 及 び 工 事 用 材 料 の 契 約 に 関 す る こ と ︵ 総 務 部 会 計 課 用 度 係 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　
ト
　
そ の 他 技 術 的 検 査 を 要 す る 契 約 に 関 す る こ と ︵ 総 務 部 会 計 課 用 度 係 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　
チ
　
ニ か ら ト ま で の 契 約 に 係 る 指 名 業 者 審 査 委 員 会 に 関 す る こ と 。

　 　
リ
　
部 所 属 の 事 務 所 に 関 す る こ と 。

　 　
ヌ
　
部 内 の 事 務 事 業 の 連 絡 調 整 に 関 す る こ と 。

　 　
ル
　
部 内 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　 　
ヲ
　
課 内 の 庶 務 に 関 す る こ と ︵ 設 計 第 一 係 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　
ワ
　
部 内 他 課 及 び 課 内 他 係 の 主 管 に 属 し な い こ と 。

　
二 　 経 理 係

　 　 イ 　 部 内 一 般 会 計 の 予 算 及 び 決 算 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 埋 立 事 業 会 計 の 財 政 計 画 及 び 財 政 調 査 に 関 す る こ と 。

　 　 ハ 　 埋 立 事 業 会 計 の 予 算 の 作 成 及 び 執 行 並 び に 決 算 の 作 成 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ 　 埋 立 事 業 の 用 に 供 す る 仮 設 備 及 び 物 品 の 取 得 並 び に 処 分 に 関 す る こ と 。

　 　 ホ 　 埋 立 事 業 会 計 の 財 務 諸 表 に 関 す る こ と 。

　 　 ヘ 　 埋 立 事 業 の 業 務 状 況 説 明 書 類 の 作 成 に 関 す る こ と 。

　 三 　 設 計 第 一 係

　 　 イ

 

　 土 木 工 事 ︵ し ゅ ん せ つ 工 事 、 埋 立 地 造 成 工 事 、 造 園 工 事 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 工 事 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ︶ の 施 行 手

続 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 土 木 工 事 の 設 計 の 指 導 に 関 す る こ と 。

　 　 ハ 　 土 木 工 事 の 設 計 に 係 る 技 術 上 の 調 査 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ 　 出 願 工 事 ︵ 土 木 工 事 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ホ に お い て 同 じ 。 ︶ の 設 計 審 査 に 関 す る こ と 。

　 　 ホ 　 出 願 工 事 の 部 内 事 務 所 に お け る 技 術 審 査 の 統 轄 に 関 す る こ と 。

　 　 ヘ 　 設 計 第 一 係 、 設 計 第 二 係 、 技 術 第 一 係 、 技 術 第 二 係 及 び 技 術 第 三 係 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　 四 　 設 計 第 二 係

　 　 イ

 

　 建 築 工 事 ︵ 建 物 及 び そ の 附 帯 設 備 の 建 築 、 修 繕 、 模 様 替 え 及 び 解 体 撤 去 に 係 る 工 事 を い う 。 ︶ 並 び に 船 舶 の 製 造 、

機 械 器 具 、 機 械 設 備 、 電 気 設 備 及 び 電 気 通 信 設 備 に 係 る 工 事 ︵ 以 下 ﹁ 建 築 、 船 舶 、 機 械 及 び 電 気 関 係 工 事 ﹂ と い う 。 ︶

の 施 行 手 続 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 建 築 、 船 舶 、 機 械 及 び 電 気 関 係 工 事 の 設 計 の 指 導 に 関 す る こ と 。

　 　 ハ 　 建 築 、 船 舶 、 機 械 及 び 電 気 関 係 工 事 の 設 計 に 係 る 技 術 上 の 調 査 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ

 

　 出 願 工 事 ︵ 建 物 、 機 械 器 具 、 機 械 設 備 及 び 電 気 設 備 に 係 る 工 事 の 部 分 に 限 る 。 ホ に お い て 同 じ 。 ︶ の 設 計 審 査 に 関

す る こ と 。

　 　 ホ 　 出 願 工 事 の 部 内 事 務 所 に お け る 技 術 審 査 の 統 轄 に 関 す る こ と 。

　 　 ヘ 　 技 術 第 三 係 の 主 管 に 属 し な い こ と 。

　 五 　 技 術 第 一 係 及 び 技 術 第 二 係 ︵ 係 別 の 分 掌 事 務 は 、 建 設 部 長 が 総 務 部 長 に 合 議 し て 定 め る 。 ︶

　 　 イ 　 土 木 工 事 の 予 算 資 料 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 土 木 工 事 の 施 行 に 伴 う 技 術 上 の 調 査 及 び 指 導 に 関 す る こ と 。

　 　 ハ 　 土 木 工 事 の 実 施 設 計 の 審 査 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ 　 土 木 工 事 の 監 理 に 関 す る こ と 。

　 　 ホ 　 土 木 工 事 の 国 費 補 助 申 請 手 続 に 関 す る こ と 。

　 六 　 技 術 第 三 係

　 　 イ 　 建 築 、 船 舶 、 機 械 及 び 電 気 関 係 工 事 の 予 算 資 料 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 建 築 、 船 舶 、 機 械 及 び 電 気 関 係 工 事 の 施 行 に 伴 う 技 術 上 の 調 査 及 び 指 導 に 関 す る こ と 。

　 　 ハ 　 建 築 、 船 舶 、 機 械 及 び 電 気 関 係 工 事 の 実 施 設 計 の 審 査 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ 　 建 築 、 船 舶 、 機 械 及 び 電 気 関 係 工 事 の 監 理 に 関 す る こ と 。

　 　 ホ 　 建 築 、 船 舶 、 機 械 及 び 電 気 関 係 工 事 の 国 費 補 助 申 請 手 続 に 関 す る こ と 。

　 ︵ 推 進 課 の 組 織 及 び そ の 分 掌 事 務 ︶

第 十 七 条 　 建 設 部 推 進 課 の 係 及 び そ の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　 一 　 推 進 係
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イ
　
名 古 屋 港 の 開 発 整 備 に 係 る 実 施 計 画 に 関 す る こ と 。

　 　
ロ
　
海 岸 保 全 施 設 の 整 備 に 係 る 実 施 計 画 に 関 す る こ と 。

　 　
ハ
　
埋 立 地 の 造 成 に 係 る 実 施 計 画 に 関 す る こ と 。

　 　
ニ
　
公 有 水 面 の 埋 立 免 許 の 取 得 に 関 す る こ と 。

　 　
ホ
　
課 内 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　
︵ 開 発 課 の 組 織 及 び そ の 分 掌 事 務 ︶

第 十 八 条
　
建 設 部 開 発 課 の 係 及 び そ の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　
一
　
開 発 係

　 　
イ 　
ガ ー デ ン ふ 頭 の 再 開 発 及 び 金 城 ふ 頭 の 開 発 の 立 案 及 び 事 業 化 の 推 進 並 び に こ れ ら に 伴 う 関 係 機 関 等 と の 連 絡 調 整 、

補 償 そ の 他 渉 外 に 関 す る こ と 。

　 　
ロ
　
中 川 運 河 再 生 計 画 に 関 す る こ と ︵ 他 部 及 び 部 内 他 課 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　
ハ 　
名 古 屋 港 管 理 組 合 本 庁 舎 等 整 備 事 業 に 係 る 旧 本 庁 舎 敷 地 活 用 事 業 に 関 す る こ と ︵ 総 務 部 総 務 課 庶 務 係 の 主 管 に 属 す

る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　
ニ
　
海 浜 に 関 す る 事 業 の 調 査 研 究 そ の 他 渉 外 に 関 す る こ と 。

　 　
ホ 　
南 五 区 ︵ 第 二 期 計 画 ︶ の 事 業 化 の 推 進 、 実 施 計 画 及 び 環 境 影 響 評 価 並 び に こ れ ら に 伴 う 関 係 機 関 等 と の 連 絡 調 整 、

補 償 そ の 他 渉 外 に 関 す る こ と 。

　 　
ヘ
　
課 内 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　
︵ 技 術 課 の 組 織 及 び そ の 分 掌 事 務 ︶

第 十 九 条
　
建 設 部 技 術 課 の 係 及 び そ の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　
一
　
技 術 係

　 　
イ
　
技 術 的 事 項 の 改 善 に 関 す る こ と 。

　 　
ロ
　
設 計 及 び 積 算 の シ ス テ ム 化 に 関 す る こ と 。

　 　
ハ
　
港 湾 施 設 及 び 海 岸 保 全 施 設 の 技 術 的 調 査 及 び 測 量 並 び に 技 術 的 保 守 点 検 の 統 轄 に 関 す る こ と 。

　 　
ニ 　 潮 位 、 潮 流 、 波 浪 そ の 他 の 気 象 観 測 に 関 す る こ と 。

　 　 ホ 　 検 潮 所 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　 　 ヘ 　 港 湾 台 帳 及 び 海 岸 保 全 区 域 台 帳 に 係 る 技 術 事 項 の 処 理 に 関 す る こ と 。

　 　 ト 　 土 地 の 測 量 に 係 る 技 術 事 項 の 処 理 に 関 す る こ と 。

　 　 チ 　 港 湾 施 設 等 の 維 持 管 理 に 係 る 計 画 に 関 す る こ と 。

　 　 リ 　 課 内 の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　 　 ヌ 　 検 査 室 の 主 管 に 属 し な い こ と 。

２ 　 検 査 室 の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　 一 　 工 事 に 係 る 技 術 事 項 の 処 理 基 準 の 設 定 に 関 す る こ と 。

　 二 　 工 事 検 査 に 係 る 事 務 手 続 に 関 す る こ と 。

　 三 　 工 事 及 び 製 造 の 契 約 に 伴 う 検 査 に 関 す る こ と 。

　 四 　 地 質 調 査 、 設 計 、 測 量 等 の 委 託 契 約 に 伴 う 検 査 に 関 す る こ と 。

　 五 　 工 事 用 機 材 及 び 工 事 用 材 料 の 検 収 に 関 す る こ と 。

　 ︵ 異 例 の 事 務 ︶

第 二 十 条 　 特 別 又 は 緊 急 の 必 要 が あ る と き は 、 前 各 条 の 規 定 に か か わ ら ず 事 務 を 処 理 さ せ る こ と が で き る 。

　 ︵ 事 務 主 管 の 決 定 ︶

第 二 十 一 条 　 課 内 の 主 管 が 明 ら か で な い と き は 、 課 長 が 決 定 す る 。

　 ︵ 職 員 の 係 配 属 ︶

第 二 十 二 条 　 職 員 ︵ 主 任 、 主 事 、 技 師 、 海 技 士 、 信 号 士 及 び 運 転 士 を い う 。 ︶ の 係 配 属 は 、 所 管 の 課 長 が こ れ を 命 ず る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 訓 令 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　 ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ 　 　 　 　

訓 令 第 三 号

組 合 内 一 般

　 事 務 所 規 程 ︵ 平 成 八 年 訓 令 第 四 号 ︶ の 全 部 を 改 正 す る 。

　 　 令 和 七 年 四 月 一 日

 名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者 　 　 　 　 　 　 　

 愛 知 県 知 事 　 大 村 　 秀 章 　

　 　 　 事 務 所 規 程

　 ︵ 事 務 所 の 設 置 ︶

第 一 条 　 建 設 部 に 次 の 事 務 所 を 置 く 。

　 　 建 設 事 務 所

　 ︵ 建 設 事 務 所 ︶

第 二 条 　 建 設 事 務 所 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

　 一 　 土 木 工 事 ︵ し ゅ ん せ つ 工 事 、 埋 立 地 造 成 工 事 、 造 園 工 事 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 工 事 を 含 む 。 ︶ の 施 行 に 関 す る こ と 。

　 二 　 造 成 中 の 埋 立 地 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　 三 　 廃 船 そ の 他 沈 没 物 の 除 去 の 工 事 の 施 行 に 関 す る こ と 。

　 四 　 水 路 測 量 そ の 他 深 浅 測 量 に 関 す る こ と 。

　 五 　 出 願 工 事 の 技 術 審 査 に 関 す る こ と 。

　 六 　 建 築 工 事 ︵ 建 物 及 び そ の 附 帯 設 備 の 建 築 、 修 繕 、 模 様 替 え 及 び 解 体 撤 去 に 係 る 工 事 を い う 。 ︶ の 施 行 に 関 す る こ と 。
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七
　
船 舶 の 製 造 、 機 械 器 具 及 び 機 械 設 備 に 係 る 工 事 の 施 行 に 関 す る こ と 。

　
八
　
機 械 器 具 及 び 機 械 設 備 の 技 術 的 保 守 点 検 に 関 す る こ と 。

　
九
　
船 舶 の 製 造 、 機 械 器 具 及 び 機 械 設 備 の 法 定 検 査 に 関 す る こ と 。

　
十
　
電 気 設 備 及 び 電 気 通 信 設 備 に 係 る 工 事 の 施 行 に 関 す る こ と 。

　
十 一
　
前 号 の 工 事 に 伴 う 法 定 検 査 に 関 す る こ と 。

　
十 二 　
中 川 運 河 の 水 位 並 び に 中 川 運 河 ポ ン プ 施 設 、 中 川 運 河 通 船 門 並 び に 堀 川 口 防 潮 水 門 及 び 同 附 属 ポ ン プ 施 設 の 管 理 に

関 す る こ と 。

　
︵ 事 務 所 の 建 物 等 の 保 守 管 理 ︶

第 三 条
　
事 務 所 に 所 属 す る 建 物 及 び そ の 敷 地 並 び に 機 械 器 具 は 、 事 務 所 で 保 守 管 理 し な け れ ば な ら な い 。

　
︵ 異 例 の 事 務 ︶

第� 四 条 　
特 別 又 は 緊 急 の 必 要 が あ る と き は 、 前 二 条 の 規 定 に か か わ ら ず 事 務 所 の 分 掌 事 務 以 外 の 事 務 を 処 理 さ せ る こ と が で

き る 。

　
︵ 事 務 主 管 の 裁 定 ︶

第� 五 条 　
事 務 の 主 管 が 明 ら か で な い と き は 、 部 内 に あ っ て は 部 長 が 決 定 し 、 部 間 に あ っ て は 管 理 者 の 裁 定 を 受 け な け れ ば な

ら な い 。

　
︵ 係 等 の 設 置 ︶

第 六 条
　
事 務 所 の 事 務 を 分 担 さ せ る た め 事 務 所 に 係 を 置 く 。

２
　
建 設 事 務 所 に 運 河 河 川 管 理 セ ン タ ー を 置 く 。

　
︵ 事 務 所 長 等 の 設 置 ︶

第 七 条
　
事 務 所 に 事 務 所 長 、 係 に 係 長 を 置 く 。

２
　
運 河 河 川 管 理 セ ン タ ー に 建 設 部 建 設 事 務 所 運 河 河 川 管 理 セ ン タ ー 長 を 置 く 。

３
　
事 務 所 に 副 所 長 若 し く は 主 幹 又 は 担 当 係 長 若 し く は 主 査 を 置 く こ と が で き る 。

　 　 　
附
　
則

　
こ の 訓 令 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　 ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ 　 　 　 　

訓 令 第 四 号

組 合 内 一 般

　 事 務 所 の 組 織 の 分 掌 事 務 規 程 ︵ 平 成 八 年 訓 令 第 五 号 ︶ の 全 部 を 改 正 す る 。

　 　 令 和 七 年 四 月 一 日

 名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者 　 　 　 　 　 　 　

 愛 知 県 知 事 　 大 村 　 秀 章 　

　 　 　 事 務 所 の 組 織 の 分 掌 事 務 規 程

　 ︵ 建 設 事 務 所 の 組 織 及 び そ の 分 掌 事 務 ︶

第 一 条 　 建 設 部 建 設 事 務 所 の 係 及 び そ の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　 一 　 技 術 第 一 係 、 技 術 第 二 係 及 び 技 術 第 三 係 ︵ 係 別 の 所 管 区 域 及 び 分 掌 事 務 は 、 建 設 部 長 が 総 務 部 長 に 合 議 し て 定 め る 。 ︶

　 　 イ 　 土 木 工 事 ︵ し ゅ ん せ つ 工 事 、 埋 立 地 造 成 工 事 、 造 園 工 事 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 工 事 を 含 む 。 ︶ の 施 行 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 堀 川 、 新 堀 川 及 び 中 川 運 河 の 護 岸 、 堤 防 等 の 附 属 土 木 施 設 の 工 事 の 施 行 に 関 す る こ と 。

　 　 ハ 　 造 成 中 の 埋 立 地 の 管 理 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ 　 廃 船 そ の 他 沈 没 物 の 除 去 工 事 の 施 行 に 関 す る こ と 。

　 　 ホ 　 水 路 測 量 そ の 他 深 浅 測 量 に 関 す る こ と 。

　 　 ヘ 　 出 願 工 事 の 技 術 審 査 に 関 す る こ と ︵ 建 築 係 、 機 械 係 及 び 電 気 係 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　 ト

 

　 事 務 所 所 管 工 事 ︵ 技 術 第 一 係 、 技 術 第 二 係 及 び 技 術 第 三 係 の 主 管 に 属 す る こ と に 限 る 。 ︶ に 係 る 工 事 用 材 料 に 関 す

る こ と ︵ 技 術 第 一 係 に 限 る 。 ︶ 。

　 　 チ

 

　 所 属 建 物 及 び そ の 敷 地 ︵ 技 術 第 一 係 、 技 術 第 二 係 及 び 技 術 第 三 係 の 主 管 に 属 す る も の に 限 る 。 ︶ の 管 理 に 関 す る こ

と ︵ 技 術 第 一 係 に 限 る 。 ︶ 。

　 　 リ 　 事 務 所 内 の 庶 務 に 関 す る こ と ︵ 建 築 係 の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ ︵ 技 術 第 一 係 に 限 る 。 ︶ 。

　 　 ヌ 　 事 務 所 内 他 係 及 び 運 河 河 川 管 理 セ ン タ ー の 主 管 に 属 し な い こ と ︵ 技 術 第 一 係 に 限 る 。 ︶ 。

　 二 　 建 築 係

　 　 イ 　 建 築 工 事 ︵ 建 物 及 び そ の 附 帯 設 備 の 建 築 、 修 繕 、 模 様 替 え 及 び 解 体 撤 去 に 係 る 工 事 を い う 。 ︶ の 施 行 に 関 す る こ と 。

　 　 ロ 　 建 物 に 係 る 出 願 工 事 の 技 術 審 査 に 関 す る こ と 。

　 　 ハ 　 事 務 所 所 管 工 事 に 係 る 工 事 用 機 材 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ

 

　 事 務 所 所 管 工 事 ︵ 建 築 係 、 機 械 係 、 電 気 係 及 び 運 河 河 川 管 理 セ ン タ ー の 主 管 に 属 す る こ と に 限 る 。 ︶ に 係 る 工 事 用

材 料 に 関 す る こ と 。

　 　 ホ

 

　 所 属 建 物 及 び そ の 敷 地 ︵ 建 築 係 、 機 械 係 、 電 気 係 及 び 運 河 河 川 管 理 セ ン タ ー の 主 管 に 属 す る も の に 限 る 。 ︶ の 管 理

に 関 す る こ と 。

　 　 ヘ 　 建 築 係 、 機 械 係 、 電 気 係 及 び 運 河 河 川 管 理 セ ン タ ー の 庶 務 に 関 す る こ と 。

　 三 　 機 械 係

　 　 イ

 

　 機 械 器 具 及 び 機 械 設 備 ︵ 以 下 ﹁ 機 械 器 具 等 ﹂ と い う 。 ︶ 並 び に 船 舶 の 製 造 に 係 る 工 事 の 施 行 に 関 す る こ と ︵ 運 河 河

川 管 理 セ ン タ ー の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　 ロ 　 機 械 器 具 等 の 技 術 的 保 守 点 検 に 関 す る こ と ︵ 運 河 河 川 管 理 セ ン タ ー の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　 ハ 　 機 械 器 具 等 及 び 船 舶 の 製 造 の 法 定 検 査 に 関 す る こ と 。

　 　 ニ 　 機 械 器 具 等 に 係 る 出 願 工 事 の 技 術 審 査 に 関 す る こ と 。

　 四 　 電 気 係



名古屋港管理組合公報　第125号　令和 7年 4月 1日44

　 　
イ
　
電 気 設 備 及 び 電 気 通 信 設 備 に 係 る 工 事 の 施 行 に 関 す る こ と ︵ 運 河 河 川 管 理 セ ン タ ー の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ 。

　 　
ロ
　
イ の 工 事 に 伴 う 法 定 検 査 に 関 す る こ と 。

　 　
ハ
　
電 気 設 備 に 係 る 出 願 工 事 の 技 術 審 査 に 関 す る こ と 。

２
　
運 河 河 川 管 理 セ ン タ ー の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

　
一
　
中 川 運 河 の 水 位 に 関 す る こ と 。

　
二 　
中 川 運 河 ポ ン プ 施 設 、 中 川 運 河 通 船 門 並 び に 堀 川 口 防 潮 水 門 及 び 同 附 属 ポ ン プ 施 設 ︵ 次 号 に お い て ﹁ ポ ン プ 施 設 等 ﹂

と い う 。 ︶ の 操 作 、 技 術 的 保 守 点 検 そ の 他 管 理 に 関 す る こ と 。

　
三
　
ポ ン プ 施 設 等 及 び 防 潮 扉 の 維 持 修 繕 及 び 補 修 工 事 の 施 行 に 関 す る こ と 。

　
四
　
防 潮 扉 の 技 術 的 保 守 点 検 に 関 す る こ と 。

　
︵ 異 例 の 事 務 ︶

第 二 条
　
特 別 又 は 緊 急 の 必 要 が あ る と き は 、 前 条 の 規 定 に か か わ ら ず 事 務 を 処 理 さ せ る こ と が で き る 。

　
︵ 事 務 主 管 の 決 定 ︶

第 三 条
　
事 務 所 内 の 主 管 が 明 ら か で な い と き は 、 事 務 所 長 が 決 定 す る 。

　
︵ 職 員 の 係 配 属 ︶

第 四 条
　
職 員 ︵ 主 任 、 主 事 、 技 師 、 海 技 士 及 び 運 転 士 を い う 。 ︶ の 係 配 属 は 、 事 務 所 長 が こ れ を 命 ず る 。

　 　 　
附
　
則

　
こ の 訓 令 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　
┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃
　 　 　 　

訓 令 第 五 号

組 合 内 一 般

　
組 織 体 制 の 見 直 し に 伴 う 関 係 訓 令 の 整 備 に 関 す る 規 程 を 次 の よ う に 定 め る 。

　 　
令 和 七 年 四 月 一 日

 名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者
　 　 　 　 　 　 　

 愛 知 県 知 事 　 大 村 　 秀 章 　

　 　 　 組 織 体 制 の 見 直 し に 伴 う 関 係 訓 令 の 整 備 に 関 す る 規 程

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 公 印 取 扱 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 一 条 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 公 印 取 扱 規 程 ︵ 昭 和 三 十 六 年 訓 令 第 二 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 第 十 条 第 二 項 中 ﹁ ︵ 室 長 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ︶ ﹂ を 削 る 。

　

 

　 別 表 部 ︵ 室 ︶ 長 印 の 項 中 ﹁ 部 ︵ 室 ︶ 長 印 ﹂ を ﹁ 部 長 印 ﹂ に 、 ﹁ 及 び 企 画 調 整 室 担 当 課 長 ︵ 調 整 担 当 ︶ ﹂ を ﹁ ︵ 建 設 部 に あ

つ て は 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 管 理 担 当 ︶ ︶ ﹂ に 改 め 、 同 表 担 当 部 長 印 の 項 及 び 担 当 課 長 印 の 項 中 ﹁ 及 び 企 画 調 整 室 担 当 課 長 ︵ 調

整 担 当 ︶ ﹂ を ﹁ ︵ 建 設 部 に あ つ て は 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 管 理 担 当 ︶ ︶ ﹂ に 改 め る 。

　 　 別 記 様 式 第 四 号 中 ﹁

部 ︵室 ︶長 ﹂ を ﹁部長 ﹂ に 改 め る 。

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 安 全 管 理 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 二 条 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 安 全 管 理 規 程 ︵ 昭 和 三 十 九 年 訓 令 第 八 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 第 五 条 第 一 項 中 ﹁ 事 務 所 長 ﹂ の 下 に ﹁ 、 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 施 設 工 事 担 当 ︶ ﹂ を 加 え る 。

　 　 第 六 条 第 一 項 中 ﹁ 企 画 調 整 室 担 当 課 長 ︵ 環 境 担 当 ︶ ﹂ を ﹁ 政 策 企 画 部 環 境 課 長 ﹂ に 改 め る 。

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 職 員 服 務 基 本 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 三 条 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 職 員 服 務 基 本 規 程 ︵ 昭 和 三 十 九 年 訓 令 第 十 一 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 様 式 第 八 号 及 び 様 式 第 九 号 中 ﹁

所属部 ︵室 ︶長 ﹂ を ﹁所属部長 ﹂ に 改 め る 。

　 ︵ 工 事 施 行 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 四 条 　 工 事 施 行 規 程 ︵ 昭 和 三 十 九 年 訓 令 第 十 二 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 第 三 条 中 ﹁ 建 設 部 担 当 部 長 ︵ 総 合 開 発 担 当 ︶ ﹂ を ﹁ 建 設 部 担 当 部 長 ︵ 開 発 担 当 ︶ ﹂ に 改 め る 。

　 　 第 十 一 条 第 三 項 第 三 号 中 ﹁ 係 長 ﹂ の 下 に ﹁ 、 主 任 ﹂ を 加 え る 。

　 　 第 三 十 六 条 第 二 項 中 ﹁ 技 師 ﹂ を ﹁ 主 任 又 は 技 師 ﹂ に 改 め る 。

　 　 第 四 十 五 条 第 二 項 中 ﹁ 室 長 、 理 事 ﹂ を ﹁ 理 事 ﹂ に 改 め 、 ﹁ 又 は 室 ﹂ を 削 り 、 ﹁ 係 長 ﹂ の 下 に ﹁ 、 主 任 ﹂ を 加 え る 。

　

 

　 様 式 第 十 五 号 、 様 式 第 十 七 号 か ら 様 式 第 二 十 号 ま で 、 様 式 第 二 十 二 号 そ の 二 、 様 式 第 二 十 四 号 そ の 二 及 び 様 式 第 二 十 五

号 の 二 そ の 二 中 ﹁建設部担当部長 ︵総合開発担当 ︶ ﹂ を ﹁建設部担当部長 ︵開発担当 ︶ ﹂ に 改 め る 。

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 監 察 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 五 条 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 監 察 規 程 ︵ 昭 和 四 十 年 訓 令 第 二 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 第 一 条 の 二 第 三 項 及 び 第 四 項 中 ﹁ 、 室 長 ﹂ を 削 る 。

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 事 務 決 裁 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 六 条 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 事 務 決 裁 規 程 ︵ 昭 和 四 十 年 訓 令 第 七 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 第 二 条 中 第 五 号 を 削 り 、 第 六 号 を 第 五 号 と し 、 第 七 号 か ら 第 十 五 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 上 げ る 。

　 　 第 三 条 第 十 号 及 び 第 十 一 号 の 二 中 ﹁ 、 室 長 ﹂ を 削 る 。

　

 

　 第 四 条 第 一 項 中 ﹁ 、 室 長 ﹂ を 削 り 、 ﹁ 別 表 第 二 一 企 画 調 整 室 の 表 ﹂ を ﹁ 別 表 第 二 一 政 策 企 画 部 の 表 ﹂ に 改 め 、 同 条 第 二

項 中 ﹁ 並 び に 別 表 第 四 一 港 営 部 の 表 及 び 二 建 設 部 の 表 ﹂ を 削 り 、 同 条 第 四 項 中 ﹁ 予 算 主 管 課 に 置 か れ る 課 長 補 佐 ﹂ を ﹁ 政

策 企 画 部 政 策 調 整 課 課 長 補 佐 、 総 務 部 財 政 課 課 長 補 佐 、 港 営 部 港 営 課 課 長 補 佐 及 び 建 設 部 建 設 課 課 長 補 佐 ︵ 管 理 担 当 ︶ ︵ 以

下 ﹁ 予 算 主 管 課 に 置 か れ る 課 長 補 佐 ﹂ と い う 。 ︶ ﹂ に 改 め 、 同 条 第 七 項 中 ﹁ 港 営 部 担 当 部 長 ︵ 関 連 事 業 担 当 ︶ ﹂ を ﹁ 港 営 部

担 当 部 長 ︵ 文 化 交 流 施 設 担 当 ︶ ﹂ に 改 め 、 ﹁ 、 建 設 部 担 当 部 長 ︵ 技 術 調 整 担 当 ︶ は 同 表 四 の 二 建 設 部 の 表 に 掲 げ る 事 項 を そ

れ ぞ れ ﹂ を 削 り 、 同 条 第 九 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 ９

 

　 前 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 港 営 部 担 当 課 長 ︵ 施 設 運 営 事 業 会 計 担 当 ︶ は 別 表 第 二 三 の 三 港 営 部 の 表 に 掲 げ る 事 項 を 、

港 営 部 担 当 課 長 ︵ 広 報 ・ に ぎ わ い 振 興 担 当 ︶ は 同 表 三 の 四 港 営 部 の 表 に 掲 げ る 事 項 を 、 港 営 部 担 当 課 長 ︵ 規 制 担 当 ︶ は

同 表 三 の 五 港 営 部 の 表 に 掲 げ る 事 項 を 、 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 管 理 担 当 ︶ は 同 表 四 の 二 建 設 部 の 表 に 掲 げ る 事 項 を 、 建 設 部
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担 当 課 長 ︵ 工 事 契 約 担 当 ︶ は 同 表 四 の 三 建 設 部 の 表 に 掲 げ る 事 項 を 、 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 埋 立 事 業 会 計 担 当 ︶ は 同 表 四 の

四 建 設 部 の 表 に 掲 げ る 事 項 を 、 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 施 設 担 当 ︶ は 同 表 四 の 五 建 設 部 の 表 に 掲 げ る 事 項 を 、 建 設 部 担 当 課 長

︵ 施 設 工 事 担 当 ︶ は 別 表 第 四 一 建 設 部 の 表 に 掲 げ る 事 項 を 、 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 運 河 河 川 管 理 担 当 ︶ は 同 表 一 の 二 建 設 部

の 表 に 掲 げ る 事 項 を そ れ ぞ れ 専 決 す る も の と す る 。

　 　
第 七 条 第 一 項 中 ﹁ 、 室 長 ﹂ を 削 り 、 同 条 第 三 項 中 ﹁ 又 は 室 ﹂ 及 び ﹁ 、 室 長 ﹂ を 削 る 。

　

 

　
別 表 第 一 ︵ 共 通 事 務 ︶ の 表 専 任 副 管 理 者 専 決 事 項 の 欄 第 九 号 及 び 第 十 一 号 中 ﹁ 、 室 長 ﹂ を 削 り 、 同 表 部 長 及 び 室 長 専 決

事 項 の 欄 中 ﹁ 及 び 室 長 ﹂ を 削 り 、 同 欄 第 九 号 中 ﹁ 、 室 長 ﹂ を 削 り 、 同 欄 第 三 十 八 号 を 同 欄 第 三 十 九 号 と し 、 同 欄 第 十 三 号

か ら 第 三 十 七 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 欄 第 十 二 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

　

 

　
十 三
　
所 属 職 員 の 自 己 啓 発 等 休 業 、 配 偶 者 同 行 休 業 、 育 児 休 業 及 び 介 護 休 暇 に 関 す る こ と 。

　

 

　
別 表 第 一 ︵ 共 通 事 務 ︶ の 表 次 長 専 決 事 項 の 欄 中 ﹁ 及 び 室 長 ﹂ を 削 り 、 同 表 課 長 専 決 事 項 の 欄 第 四 号 中 ﹁ 主 事 ﹂ を ﹁ 主 任 、

主 事 ﹂ に 改 め 、 同 欄 第 六 号 中 ﹁ こ と ﹂ の 下 に ﹁ ︵ 部 長 専 決 事 項 第 十 三 号 に 掲 げ る も の を 除 く 。 ︶ ﹂ を 加 え る 。

　

 

　
別 表 第 一 の 二 ︵ 共 通 事 務 ︶ の 表 危 機 管 理 監 及 び 担 当 部 長 専 決 事 項 の 欄 中 第 二 十 九 号 を 第 三 十 号 と し 、 第 十 一 号 か ら 第

二 十 八 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 十 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

　 　
十 一
　
所 属 職 員 の 自 己 啓 発 等 休 業 、 配 偶 者 同 行 休 業 、 育 児 休 業 及 び 介 護 休 暇 に 関 す る こ と 。

　

 

　
別 表 第 一 の 二 ︵ 共 通 事 務 ︶ の 表 担 当 課 長 専 決 事 項 の 欄 第 三 号 中 ﹁ 主 事 ﹂ を ﹁ 主 任 、 主 事 ﹂ に 改 め 、 同 欄 第 五 号 中 ﹁ こ と ﹂

の 下 に ﹁ ︵ 危 機 管 理 監 及 び 担 当 部 長 専 決 事 項 第 十 一 号 に 掲 げ る も の を 除 く 。 ︶ ﹂ を 加 え る 。

　 　
別 表 第 一 の 四 ︵ 共 通 事 務 ︶ の 表 第 一 号 中 ﹁ 主 事 ﹂ を ﹁ 主 任 、 主 事 ﹂ に 改 め る 。

　 　
別 表 第 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 一 企 画 調 整 室 の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。

　
別 表 第 二 ︵ 第 四 条 関 係 ︶

　 　
︵ 個 別 事 務 ︶

　 　
一
　
政 策 企 画 部

　 　 別 表 第 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 一 の 二 企 画 調 整 室 の 表 を 削 る 。

　

 

　 別 表 第 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 二 総 務 部 の 表 総 務 課 の 項 部 長 専 決 事 項 の 欄 第 五 号 か ら 第 八 号 ま で を 削 り 、 同 項 課 長 専 決 事 項

の 欄 第 六 号 及 び 第 七 号 を 削 り 、 同 表 職 員 課 の 項 専 任 副 管 理 者 専 決 事 項 の 欄 第 二 号 中 ﹁ 、 室 長 ﹂ を 削 り 、 同 欄 第 三 号 中 ﹁ 職

員 ﹂ の 下 に ﹁ ︵ 会 計 年 度 任 用 職 員 を 除 く 。 ︶ ﹂ を 加 え 、 同 欄 第 四 号 中 ﹁ 、 室 長 ﹂ を 削 り 、 同 項 部 長 専 決 事 項 の 欄 第 十 五 号 を

同 欄 第 十 六 号 と し 、 同 欄 第 十 号 か ら 第 十 四 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 欄 第 九 号 中 ﹁ 、 室 長 ﹂ を 削 り 、 同 号 を 同 欄 第 十

号 と し 、 同 欄 第 五 号 か ら 第 八 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 欄 第 四 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

　 　 五 　 会 計 年 度 任 用 職 員 の 任 用 に 関 す る こ と 。

　 　 別 表 第 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 二 総 務 部 の 表 職 員 課 の 項 課 長 専 決 事 項 の 欄 第 二 号 中 ﹁ 、 室 長 ﹂ を 削 る 。

　 　 別 表 第 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 二 総 務 部 の 表 会 計 課 の 項 課 長 専 決 事 項 の 欄 第 一 号 、 第 二 号 及 び 第 七 号 中 ﹁ 室 並 び に ﹂ を 削 る 。

　 　 別 表 第 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 二 の 二 総 務 部 の 表 を 削 る 。

　

 

　 別 表 第 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 三 港 営 部 の 表 港 営 課 の 項 部 長 専 決 事 項 の 欄 第 五 号 中 ﹁ あ つ 旋 ﹂ を ﹁ あ つ せ ん ﹂ に 改 め 、 同 欄

第 九 号 か ら 第 二 十 六 号 ま で を 削 り 、 同 項 課 長 専 決 事 項 の 欄 第 十 一 号 及 び 第 十 二 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 　 十 一 　 荷 役 機 械 の 操 縦 者 の 承 認 に 関 す る こ と 。

　 　 十 二 　 電 気 設 備 及 び 電 気 通 信 設 備 の 保 守 、 点 検 及 び 修 理 に 関 す る こ と 。

　

 

　 別 表 第 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 三 港 営 部 の 表 港 営 課 の 項 課 長 専 決 事 項 の 欄 第 十 三 号 及 び 第 十 四 号 を 削 り 、 同 項 の 次 に 次 の よ

う に 加 え る 。
区 分 部 長 専 決 事 項 課 長 専 決 事 項

企 画 創 造 課 一 　 港 湾 統 計 に 関 す る こ と 。

二 

　 港 湾 統 計 図 書 の 編 集 及 び 発 行 に 関 す る こ

と 。

計 画 課 一 　 出 願 工 事 の 計 画 審 査 に 関 す る こ と 。

環 境 課 一 

　 港 湾 区 域 内 の 水 質 そ の 他 港 湾 の 環 境 の 保

全 に 係 る 調 査 に 関 す る こ と 。

二 　 出 願 工 事 の 環 境 保 全 調 査 に 関 す る こ と 。

一 

　 水 質 及 び 底 質 の 分 析 及 び 試 験 に 関 す る こ

と 。

文 化 交 流 施 設 課 一 　 ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 港 湾

施 設 の 専 用 使 用 の 許 可 並

び に 当 該 施 設 内 に お け る

工 作 物 設 置 の 許 可 及 び 承

認 に 関 す る こ と 。

二 

　 基 金 の 管 理 に 関 す る こ

と 。

三 　 名 古 屋 港 水 族 館 、 名 古 屋

　 港 ポ ー ト ビ ル 及 び 名 古 屋

一 

　 ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 港 湾

施 設 の 一 般 使 用 及 び 軽 易

な 専 用 使 用 に 係 る 許 可 及

び 措 置 命 令 に 関 す る こ と 。

二 

　 ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 港 湾

施 設 内 に お け る 軽 易 な 工

作 物 設 置 の 許 可 及 び 承 認

に 関 す る こ と 。

三 

　 ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 港 湾
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別 表 第 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 三 港 営 部 の 表 誘 致 推 進 課 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

　

 

　 別 表 第 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 三 港 営 部 の 表 管 財 課 の 項 部 長 専 決 事 項 の 欄 第 三 号 中 ﹁ 臨 港 緑 地 ﹂ を ﹁ 緑 地 ﹂ に 改 め 、 同 表 海

務 課 の 項 部 長 専 決 事 項 の 欄 に 次 の 十 三 号 を 加 え る 。

　 　 五

 

　 港 湾 法 第 三 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 同 項 第 一 号 か ら 第 四 号 ま で に 掲 げ る 行 為 の 許 可 及 び 同 条 第 三 項 の 規 定 に よ る

許 可 に 代 わ る 協 議 に 関 す る こ と 。

　 　 六 　 港 湾 法 第 五 十 五 条 の 二 の 二 の 規 定 に よ る 他 人 の 土 地 へ の 立 入 り 等 に 関 す る こ と 。

　 　 七

 

　 海 岸 法 ︵ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 一 号 ︶ 第 七 条 第 一 項 及 び 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 占 用 等 の 許 可 並 び に 同 法 第 十 二

条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 許 可 の 取 消 し 等 に 関 す る こ と 。

　 　 八 　 海 岸 法 第 十 三 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 工 事 の 設 計 及 び 実 施 計 画 の 承 認 等 に 関 す る こ と 。

　 　 九 　 海 岸 法 第 十 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 他 人 の 土 地 へ の 立 入 り 等 に 関 す る こ と 。

　 　 十 　 海 岸 法 第 二 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 、 立 入 り 等 に 関 す る こ と 。

　 　 十 一 　 海 岸 法 第 二 十 一 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 措 置 命 令 に 関 す る こ と 。

　 　 十

 二 　 名 古 屋 港 臨 港 地 区 内 の 分 区 に お け る 構 築 物 の 規 制 に 関 す る 条 例 ︵ 昭 和 四 十 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 九 号 ︶ 第 三

条 た だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可 に 関 す る こ と 。

　 　 十 三 　 出 願 工 事 の 審 査 に 関 す る こ と 。

　 　 十

 四 　 公 有 水 面 埋 立 法 ︵ 大 正 十 年 法 律 第 五 十 七 号 。 以 下 ﹁ 埋 立 法 ﹂ と い う 。 ︶ 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 地 元 市 町 村 長

の 意 見 の 徴 取 に 関 す る こ と 。

　 　 十 五 　 埋 立 法 第 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 他 人 の 土 地 へ の 立 入 許 可 に 関 す る こ と 。

　 　 十 六 　 埋 立 法 第 二 十 三 条 第 一 項 た だ し 書 の 規 定 に よ る 工 作 物 設 置 の 許 可 に 関 す る こ と 。

　 　 十

 七 　 埋 立 法 第 二 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 許 可 に 関 す る こ と ︵ 埋 立 法 第 二 条 第 三 項 第 四 号 の 規 定 に よ る 書 面 に 記 載 さ

れ た 処 分 の 許 可 に 限 る 。 ︶ 。

　 　 別 表 第 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 三 港 営 部 の 表 海 務 課 の 項 課 長 専 決 事 項 の 欄 に 次 の 二 号 を 加 え る 。

　 　 三

 

　 名 古 屋 港 の 港 湾 区 域 内 又 は 港 湾 隣 接 地 域 内 に お け る 行 為 の 許 可 に 関 す る 条 例 ︵ 平 成 十 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第

六 号 ︶ 第 五 条 の 規 定 に よ る 指 示 及 び 原 状 回 復 の 検 査 に 関 す る こ と 。

　 　 四

 

　 港 湾 法 第 五 十 五 条 の 二 の 二 第 四 項 並 び に 海 岸 法 第 十 八 条 第 四 項 及 び 第 二 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 証 明 書 等 の 交 付 に

関 す る こ と 。

　

 

　 別 表 第 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 三 の 二 港 営 部 の 表 港 営 部 担 当 部 長 ︵ 関 連 事 業 担 当 ︶ 専 決 事 項 の 欄 中 ﹁ 港 営 部 担 当 部 長 ︵ 関 連

事 業 担 当 ︶ ﹂ を ﹁ 港 営 部 担 当 部 長 ︵ 文 化 交 流 施 設 担 当 ︶ ﹂ に 改 め 、 同 表 港 営 部 担 当 課 長 ︵ 関 連 事 業 担 当 ︶ 専 決 事 項 の 欄 を 削

る 。

　

 港 湾 会 館 の 管 理 に 関 す る

こ と 。

四 

　
臨 港 緑 地 の 管 理 に 関 す

る こ と 。

五 

　
ガ ー デ ン 緑 園 総 合 案 内

所 の 管 理 及 び 運 営 に 関 す

る こ と 。

六 

　
海 事 思 想 普 及 施 設 の 管

理 に 関 す る こ と 。

　

 施 設 内 に お け る 禁 止 行 為

の 許 可 に 関 す る こ と 。

四 

　
ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 港 湾

施 設 に 係 る 工 作 物 設 置 に

対 す る 検 査 に 関 す る こ と 。

五 

　
ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 港 湾

施 設 の 使 用 者 に 対 す る 原

状 回 復 の 検 査 に 関 す る こ

と 。

六 

　
ガ ー デ ン ふ 頭 内 の 港 湾

施 設 使 用 者 の 代 理 人 に 関

す る こ と 。

七 

　
軽 易 な 基 金 の 管 理 に 関

す る こ と 。

八 

　
軽 易 な 海 事 思 想 普 及 施

設 の 管 理 に 関 す る こ と 。

み な と 振 興 課 一 

　
広 報 映 画 及 び 広 報 写 真

の 製 作 に 関 す る こ と 。

二 　 名 古 屋 港 要 覧 、 広 報 な ご

や 港 そ の 他 広 報 刊 行 物 の

作 成 に 関 す る こ と 。

三 　 報 道 機 関 及 び 宣 伝 機 関

に 対 す る 連 絡 に 関 す る こ

と 。

四 　 前 三 号 に 掲 げ る も の の

ほ か 、 広 報 活 動 の 企 画 及 び

運 営 に 関 す る こ と 。

一 　
翻 訳 、 通 訳 等 に 関 す る こ

と 。

二 　 広 報 に 係 る 軽 易 な パ ン

フ レ ッ ト 類 の 作 成 に 関 す

る こ と 。

三 　 前 号 に 掲 げ る も の の ほ

か 、 軽 易 な 広 報 活 動 に 関 す

る こ と 。
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別 表 第 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 三 の 三 港 営 部 の 表 の 次 に 次 の 二 表 を 加 え る 。

　 　
三 の 四
　
港 営 部

　
　 　
三 の 五
　
港 営 部

　

 

　
別 表 第 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 四 建 設 部 の 表 管 理 課 の 項 中 ﹁ 管 理 課 ﹂ を ﹁ 建 設 課 ﹂ に 改 め 、 同 項 専 任 副 管 理 者 専 決 事 項 の 欄

に 次 の 二 号 を 加 え る 。

　 　
六
　
一 件 の 金 額 九 千 万 円 以 上 四 億 円 未 満 の 土 木 工 事 、 建 築 工 事 及 び 製 造 の 施 行 決 定 に 関 す る こ と 。

　 　
七 　
前 号 の 規 定 に 基 づ き 専 決 の あ つ た 土 木 工 事 、 建 築 工 事 及 び 製 造 の 施 行 決 定 の 変 更 ︵ 金 額 の 増 減 が 一 割 以 上 で 、 か つ 、

変 更 後 の 金 額 が 四 億 円 未 満 の も の に 限 る 。 ︶ に 関 す る こ と 。

　 　
別 表 第 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 四 建 設 部 の 表 管 理 課 の 項 部 長 専 決 事 項 の 欄 に 次 の 五 号 を 加 え る 。

　 　
八 　
一 件 の 金 額 九 百 万 円 以 上 九 千 万 円 未 満 の 土 木 工 事 、 建 築 工 事 及 び 製 造 の 施 行 決 定 に 関 す る こ と 。

　 　 九

 

　 専 任 副 管 理 者 の 専 決 の あ つ た 土 木 工 事 、 建 築 工 事 及 び 製 造 の 施 行 決 定 の 変 更 ︵ 金 額 の 増 減 が 一 割 未 満 で 、 か つ 、 変

更 後 の 金 額 が 四 億 円 未 満 の も の に 限 る 。 ︶ に 関 す る こ と 。

　 　 十 　 出 願 工 事 の 設 計 審 査 に 関 す る こ と 。

　 　 十 一 　 土 木 工 事 、 建 築 工 事 及 び 製 造 の 既 施 行 部 分 の 使 用 に 関 す る こ と 。

　 　 十 二 　 港 湾 地 質 調 査 に 関 す る こ と 。

　 　 別 表 第 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 四 建 設 部 の 表 管 理 課 の 項 課 長 専 決 事 項 の 欄 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

　 　 十 五 　 一 件 の 金 額 九 百 万 円 未 満 の 土 木 工 事 、 建 築 工 事 及 び 製 造 の 施 行 決 定 に 関 す る こ と 。

　 　 別 表 第 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 四 建 設 部 の 表 技 術 管 理 課 の 項 中 ﹁ 技 術 管 理 課 ﹂ を ﹁ 技 術 課 ﹂ に 改 め 、 同 表 工 事 課 の 項 を 削 る 。

　 　 別 表 第 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 四 の 二 建 設 部 の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 　 四 の 二 　 建 設 部

　

 

　 別 表 第 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 四 の 五 建 設 部 の 表 中 ﹁ 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 施 設 工 事 担 当 ︶ ﹂ を ﹁ 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 施 設 担 当 ︶ ﹂

に 改 め る 。

　

 

　 別 表 第 二 の 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 中 ﹁ 別 表 第 二 一 の 二 企 画 調 整 室 担 当 課 長 ︵ 調 整 担 当 ︶ ﹂ を ﹁ 別 表 第 二 四 の 二 建 設 部 の 表

の 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 管 理 担 当 ︶ ﹂ に 改 め る 。

　

 

　 別 表 第 三 ︵ 共 通 事 務 ︶ の 表 第 一 号 中 ﹁ 主 事 ﹂ を ﹁ 主 任 、 主 事 ﹂ に 改 め 、 同 表 第 三 号 中 ﹁ こ と ﹂ の 下 に ﹁ ︵ 自 己 啓 発 等 休 業 、

配 偶 者 同 行 休 業 、 育 児 休 業 及 び 介 護 休 暇 に 関 す る こ と を 除 く 。 ︶ ﹂ を 加 え 、 同 表 に 次 の 五 号 を 加 え る 。

　 　 六 　 電 気 設 備 の 保 守 、 点 検 及 び 修 理 に 関 す る こ と 。

　 　 七 　 中 川 運 河 の 水 位 調 節 に 関 す る こ と 。

　 　 八 　 中 川 運 河 ポ ン プ 施 設 の 運 転 操 作 に 関 す る こ と 。

　 　 九 　 堀 川 口 防 潮 水 門 の 操 作 に 関 す る こ と 。

港 営 部 担 当 課 長 ︵ 広 報 ・ に ぎ わ い 振 興 担 当 ︶ 専 決 事 項

一
　
広 報 に 係 る 軽 易 な パ ン フ レ ッ ト 類 の 作 成 に 関 す る こ と 。

二
　
前 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 軽 易 な 広 報 活 動 に 関 す る こ と 。

港 営 部 担 当 課 長 ︵ 規 制 担 当 ︶ 専 決 事 項

一 　
名 古 屋 港 の 港 湾 区 域 内 又 は 港 湾 隣 接 地 域 内 に お け る 行 為 の 許 可 に 関 す る 条 例 第 五 条 の 規 定 に よ る 指 示 及 び 原

状 回 復 の 検 査 に 関 す る こ と 。

二 

　
港 湾 法 第 五 十 五 条 の 二 の 二 第 四 項 並 び に 海 岸 法 第 十 八 条 第 四 項 及 び 第 二 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 証 明 書 等 の

交 付 に 関 す る こ と 。

建 設 部 担 当 課 長 ︵ 管 理 担 当 ︶ 専 決 事 項

一 　 歳 出 予 算 の 一 件 の 金 額 百 八 十 万 円 未 満 の 額 に 係 る 節 の 流 用 に 関 す る こ と 。

二 　 歳 入 の 調 定 に 関 す る こ と 。

三 　 収 入 命 令 及 び 支 出 命 令 に 関 す る こ と 。

四 　 給 与 、 共 済 費 、 児 童 手 当 、 在 勤 地 及 び 付 近 地 の 旅 行 に 係 る 旅 費 並 び に 退 隠 料 の 支 出 負 担 行 為 に 関 す る こ と 。

五 　 光 熱 水 費 、 電 信 電 話 料 、 保 険 料 等 の 定 例 的 経 費 の 支 出 負 担 行 為 に 関 す る こ と 。

六 　 一 件 の 金 額 九 百 万 円 未 満 の 工 事 及 び 製 造 の 支 出 負 担 行 為 に 関 す る こ と 。

七 　 別 表 第 一 中 予 算 主 管 課 長 に 係 る 課 長 専 決 事 項 に 定 め る も の の ほ か 、 一 件 の 金 額 百 八 十 万 円 未 満 の 支 出 負 担 行

為 に 関 す る こ と 。

八 　 債 権 の 管 理 に 関 す る こ と 。

九 　 資 金 前 渡 員 の 指 定 に 関 す る こ と 。

十 　 軽 易 な 埋 立 事 業 会 計 に 属 す る 土 地 の 境 界 立 会 い に 関 す る こ と 。

十 一 　 一 件 の 金 額 百 八 十 万 円 未 満 の 契 約 に 係 る 指 名 競 争 入 札 参 加 者 の 指 名 選 定 に 関 す る こ と 。

十 二 　 港 湾 法 第 五 十 五 条 の 二 の 二 第 四 項 及 び 海 岸 法 第 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 証 明 書 等 の 交 付 に 関 す る こ と 。
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十
　
中 川 運 河 通 船 門 の 操 作 及 び 使 用 に 関 す る こ と 。

　 　
別 表 第 四 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。

　
別 表 第 四 ︵ 第 四 条 関 係 ︶

　 　
︵ 個 別 事 務 ︶

　 　
一
　
建 設 部

　 　
一 の 二
　
建 設 部

　 ︵ 事 務 改 善 委 員 会 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 七 条 　 事 務 改 善 委 員 会 規 程 ︵ 昭 和 四 十 年 訓 令 第 十 四 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 第 四 条 第 一 項 中 ﹁ 及 び 室 長 ﹂ を 削 る 。

　

 

　 第 五 条 第 一 項 第 二 号 中 ﹁ ︵ 室 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ︶ ﹂ を 削 り 、 ﹁ 企 画 調 整 室 担 当 課 長 ︵ 調 整 担 当 ︶ を 含 む 。 ﹂ を ﹁ 建 設 部 に

あ つ て は 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 管 理 担 当 ︶ ﹂ に 改 め 、 同 条 第 二 項 を 次 に よ う に 改 め る 。

　 ２

 

　 専 門 委 員 は 、 参 事 又 は 課 長 、 担 当 課 長 若 し く は 事 務 所 長 の 職 に あ る 者 ︵ 前 項 第 二 号 及 び 第 三 号 に 規 定 す る 者 を 除 く 。 ︶

の う ち か ら 管 理 者 が 任 命 す る 。

　 ︵ 土 地 貸 付 審 査 委 員 会 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 八 条 　 土 地 貸 付 審 査 委 員 会 規 程 ︵ 昭 和 四 十 五 年 訓 令 第 七 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 第 四 条 第 一 項 第 二 号 中 ﹁ 並 び に 部 長 及 び 室 長 ﹂ を ﹁ 及 び 部 長 ﹂ に 改 め る 。

　 　 第 五 条 第 一 項 第 一 号 中 ﹁ 企 画 調 整 室 長 ﹂ を ﹁ 政 策 企 画 部 長 ﹂ に 改 め 、 同 項 第 二 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 　 二 　 政 策 企 画 部 企 画 創 造 課 長 及 び 政 策 企 画 部 計 画 課 長

　 　 第 五 条 第 一 項 第 四 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 　 四 　 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 管 理 担 当 ︶ 及 び 建 設 部 推 進 課 長

　

 

　 第 七 条 第 一 項 中 ﹁ 又 は 室 長 ︵ 以 下 ﹁ 部 長 等 ﹂ と い う 。 ︶ ﹂ を 削 り 、 同 項 第 三 号 ハ 中 ﹁ 所 管 部 長 等 ﹂ を ﹁ 所 管 部 長 ﹂ に 改 め

る 。

　 ︵ 被 服 貸 与 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 九 条 　 被 服 貸 与 規 程 ︵ 昭 和 四 十 六 年 訓 令 第 四 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　

 

　 別 表 類 別 第 七 号 中 ﹁

施設事務所 ﹂ を ﹁建設事務所 ﹂ に 改 め 、 同 表 類 別 第 十 号 中 ﹁建設部技術管理課維持管理推進室 ﹂ を

﹁建設部技術課 ﹂ に 改 め る 。

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 職 員 衛 生 管 理 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 十 条 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 職 員 衛 生 管 理 規 程 ︵ 昭 和 五 十 年 訓 令 第 八 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　

 

　 第 三 条 の 表 四 の 項 中 ﹁ ︵ 室 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ︶ ﹂ を 削 り 、 ﹁ 企 画 調 整 室 担 当 課 長 ︵ 調 整 担 当 ︶ を 含 む 。 ﹂ を ﹁ 建 設 部 に あ

つ て は 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 管 理 担 当 ︶ ﹂ に 改 め 、 同 表 五 の 項 中 ﹁ 事 務 所 長 及 び ﹂ を ﹁ 事 務 所 長 、 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 施 設 工 事

担 当 ︶ 及 び ﹂ に 改 め る 。

　 ︵ 指 名 業 者 審 査 委 員 会 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 十 一 条 　 指 名 業 者 審 査 委 員 会 規 程 ︵ 昭 和 五 十 一 年 訓 令 第 二 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 第 四 条 第 三 項 中 ﹁ 建 設 部 担 当 部 長 ︵ 技 術 調 整 担 当 ︶ ﹂ を ﹁ 建 設 部 次 長 ﹂ に 改 め る 。

　 　 別 表 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 別 表 ︵ 第 四 条 、 第 八 条 関 係 ︶

建 設 部 担 当 課 長 ︵ 施 設 工 事 担 当 ︶ 専 決 事 項

一
　
電 気 設 備 の 保 守 、 点 検 及 び 修 理 に 関 す る こ と 。

二
　
中 川 運 河 の 水 位 調 節 に 関 す る こ と 。

三
　
中 川 運 河 ポ ン プ 施 設 の 運 転 操 作 に 関 す る こ と 。

四
　
堀 川 口 防 潮 水 門 の 操 作 に 関 す る こ と 。

五
　
中 川 運 河 通 船 門 の 操 作 及 び 使 用 に 関 す る こ と 。

建 設 部 担 当 課 長 ︵ 運 河 河 川 管 理 担 当 ︶ 専 決 事 項

一 　
電 気 設 備 ︵ 建 設 事 務 所 運 河 河 川 管 理 セ ン タ ー の 主 管 に 属 す る こ と に 限 る 。 ︶ の 保 守 、 点 検 及 び 修 理 に 関 す る こ

と 。

二
　
中 川 運 河 の 水 位 調 節 に 関 す る こ と 。

三 　 中 川 運 河 ポ ン プ 施 設 の 運 転 操 作 に 関 す る こ と 。

四 　 堀 川 口 防 潮 水 門 の 操 作 に 関 す る こ と 。

五 　 中 川 運 河 通 船 門 の 操 作 及 び 使 用 に 関 す る こ と 。

審 査 事 項 の 区 分 委 員 長 委 員 庶 務

一 　 物 品 契 約 に 係 る 審 査

事 項 の 場 合

総 務 部 長

　 た だ し 、 名 古 屋 港 管 理 組 合

事 務 決 裁 規 程 ︵ 昭 和 四 十 年 訓

政 策 企 画 部 政 策 調 整 課 長 、 総

務 部 財 政 課 長 、 総 務 部 会 計 課

長 、 港 営 部 港 営 課 長 及 び 建 設

総 務 部 会 計 課
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︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 職 員 研 修 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 十 二 条
　
名 古 屋 港 管 理 組 合 職 員 研 修 規 程 ︵ 昭 和 六 十 二 年 訓 令 第 六 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　
第 四 条 第 二 項 第 二 号 中 ﹁ 主 事 ﹂ を ﹁ 主 任 、 主 事 ﹂ に 改 め る 。

　
︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 不 当 要 求 行 為 等 対 策 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 十 三 条
　
名 古 屋 港 管 理 組 合 不 当 要 求 行 為 等 対 策 規 程 ︵ 平 成 二 十 四 年 訓 令 第 四 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　

 

　
第 五 条 第 一 項 中 ﹁ 及 び 室 ﹂ を 削 り 、 同 条 第 二 項 中 ﹁ 及 び 室 ﹂ を 削 り 、 ﹁ 総 務 部 の リ ー ダ ー に あ っ て は 、 総 務 部 行 政 管 理

課 長 ﹂ を ﹁ 総 務 部 の リ ー ダ ー に あ っ て は 総 務 部 行 政 管 理 課 長 、 建 設 部 の リ ー ダ ー に あ っ て は 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 管 理 担 当 ︶ ﹂

に 改 め 、 同 条 第 四 項 中 ﹁ 又 は 室 ﹂ を 削 る 。

　 　 第 六 条 第 三 項 及 び 第 四 項 中 ﹁ 又 は 室 ﹂ を 削 る 。

　 　 第 七 条 第 二 項 第 二 号 中 ﹁ 部 室 間 ﹂ を ﹁ 部 間 ﹂ に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 ﹁ 部 及 び 室 の 長 ﹂ を ﹁ 部 長 ﹂ に 改 め る 。

　 　 第 十 条 中 ﹁ 又 は 室 ﹂ を 削 る 。

　 ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 行 政 文 書 管 理 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 十 四 条 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 行 政 文 書 管 理 規 程 ︵ 令 和 四 年 訓 令 第 二 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　

 

　 第 二 条 第 五 号 中 ﹁ ︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 事 務 部 局 組 織 規 則 ︵ 平 成 八 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 一 号 ︶ 第 一 条 第 一 項 に 規

定 す る 組 織 を 含 む 。 ︶ ﹂ を 削 り 、 同 条 第 六 号 中 ﹁ ︵ 企 画 調 整 室 担 当 課 長 ︵ 調 整 担 当 ︶ 、 企 画 調 整 室 担 当 課 長 ︵ 企 画 担 当 ︶ 、 企

画 調 整 室 担 当 課 長 ︵ 計 画 担 当 ︶ 及 び 企 画 調 整 室 担 当 課 長 ︵ 環 境 担 当 ︶ を 含 む 。 ︶ ﹂ を 削 る 。

　 　 別 記 二 七 ㈡ 中 ﹁、室長名 ﹂ を 削 り 、 同 別 記 二 七 ㈢ 中 ﹁、室長 ﹂ を 削 る 。

　 　 　 附 　 則

　 ︵ 施 行 期 日 ︶

１ 　 こ の 訓 令 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 ︵ 経 過 措 置 ︶

２ 　 こ の 訓 令 の 施 行 の 際 現 に こ の 訓 令 に よ る 改 正 前 の 各 規 程 の 規 定 に 基 づ い て 作 成 さ れ て い る 用 紙 は 、 こ の 訓 令 に よ る 改 正

後 の 各 規 程 ︵ 以 下 ﹁ 改 正 後 の 各 規 程 ﹂ と い う 。 ︶ の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 分 の 間 、 改 正 後 の 各 規 程 の 要 件 を 満 た す よ う 必

要 な 修 正 を し て 使 用 す る こ と が で き る 。

　 ︵ 調 整 規 定 ︶

３ 　 こ の 訓 令 及 び 工 事 施 行 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規 程 ︵ 令 和 六 年 訓 令 第 三 号 ︶ に 同 一 の 訓 令 の 規 定 に つ い て の 改 正 規 定 が あ

る 場 合 に お い て 、 当 該 改 正 規 定 が 同 一 の 日 に 施 行 さ れ る と き は 、 当 該 訓 令 の 規 定 は 、 工 事 施 行 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規 程

に よ っ て ま ず 改 正 さ れ 、 次 い で こ の 訓 令 に よ っ て 改 正 さ れ る も の と す る 。

令 第 七 号 ︶ の 規 定 に よ り 総 務

部 次 長 及 び 総 務 部 会 計 課 長 の

専 決 事 項 と さ れ る 指 名 選 定 に

あ つ て は 総 務 部 次 長

部 担 当 課 長 ︵ 管 理 担 当 ︶

二 

　
工 事 契 約 に 係 る 審 査

事 項 の 場 合

建 設 部 長

　
た だ し 、 建 設 部 長 が 検 査 命

令 者 と な る 契 約 の 指 名 選 定 に

あ つ て は 建 設 部 担 当 部 長 ︵ 開

発 担 当 ︶

建 設 部 次 長 、 建 設 部 担 当 課 長

︵ 工 事 契 約 担 当 ︶ 、 建 設 部 建 設

課 長 、 建 設 部 担 当 課 長 ︵ 施 設

担 当 ︶ 及 び 政 策 企 画 部 企 画 創

造 課 長 、 政 策 企 画 部 計 画 課 長

又 は 政 策 企 画 部 環 境 課 長 の う

ち 政 策 企 画 部 長 が 指 名 す る 一

人

建 設 部 建 設 課
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